
Q
〈2772>Quaeajurecommuniexorbitant,nequaquamadcons

equentiamsunttrallenda.[Quaeexorbitantajurecommuni,sun

ttrahendaadc6nsequentiamnequaquam.](Lib.Sex.5,13,28)「 普 通

法 か ら 逸 れ る[こ と は]、 決 し て 結 論 へ と 引 き よ せ ら れ る べ き で な い 。」 〈e

xorbitant>… 〈exorbito>[そ れ る]の 囲 国 國 、 〈trahenda>… 〈traho>[ひ

く]の 國 囮 〈trahendus>[ひ か れ る べ き[で あ る]]の 圏 圃 国 、 〈conseq

uentiam>… 〈consequentia>[結 論]の 團 因]。 ※ 國 囮 → 〈1>。 〈2772>

〈2773>Quaeabllostibuscapiuntur,statimcapientillmfiunt.

[Quaecapiunturabhostibus,fluntcapientiumstatim.](cθ1.D.4

1,1,51,1;1.J.2,1,17;Grotius,DeJur.Bell.1,3,C.6,§12;2Burr.693)

「敵 か ら 獲 得 さ れ る[も の]は 、 直 ち に 獲 得 す る[人]の も の と 成 る 。」 〈c

apiuntur>… 〈capio>[獲 得 す る]の 図 囲 国 圏 、〈hostibus>… 〈hostis>[敵]

の[園 圏 、 〈capientium>… 〈capio>[獲 得 す る]の 囲 囹 〈capiens>の[園 囲 圓

(囮)。 ※<capientium>は 、 「～ の も の で あ る 」 と い う よ う に 、 独 立 的 に

用 い ら れ た 属 格 で あ る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」、 「国 際

法 」 → 「索 引 」。

〈2774>Quaeabinitioinutilisfuitinstitutio,expostfactoc

onvalescerenonpotest.[InstitUti6,quaefuitinUtilisabiniti6,

n6npotestconvalescereexpostfact6.](五fc.R㍑ ∫.D.50,17,210)「 当 初

か ら 無 効 で あ っ た 相 続 人 指 定 は 、 後 の 出 来[事]に 依 っ て 有 効 と な る こ と

は 出 来 な い 。」 〈institutio>… 「相 続 人 指 定 」、 〈inutilis>… 〈inutilis>[役

立 た な い]の 團 國 国 、 〈initio>… 〈initium>[初 め]の 團 圏 、 〈convalesc

ere>…<convalesco>[回 復 す る]の 囲 国 、 〈postfacto>…<postfactus>[後

で な さ れ た]の 團 圃 圏(囮)。 ※ 〈fuitinutilis>の と こ ろ に 〈nonvalent>

[効 力 の な い[も の]]が 入 っ て く る 命 題 も あ る(〈valent>は 〈valeo>[力

が あ る]の 囲 国 圏)。 〈institutio>は 〈quae>の 先 行 詞 と 理 解 し て お き た い 。

関 係 節 の な か に 先 行 詞 主 語 が 組 み こ ま れ て い る よ う な か た ち が 見 え る(『 新

ラ テ ン 文 法 』 §249(ハ))。 「前 と 後 」 → 「索 引 」

〈2775>Quaeabinitiononvalent,expostfactoconvalescere

nonpossunt.[Quaen6nvalentabiniti6,n6npossuntconvalesc

ereexpostfact6,](Tray.Lat.Max.482)「 当 初 か ら 効 力 を 持 た な い[こ

と は]、 後 の 出 来[事]に 依 っ て 有 効 と な る こ と は 出 来 な い 。」 〈initio>… 〈i

nitium>[初 め]の 團 圏 、 〈convalescere>…<convalesco>[回 復 す る]の

囲 囲 、 〈postfacto>… 〈postfactus>の[後 で な さ れ た]の 團 圃 圏(囮)。
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※ 「有 効 と 無 効 」 → 「索 引 」、 「前 と 後 」 → 「索 引 」。

〈2776>Quaeaccessionllmlocllmobtinentextinguuntllr,cllm

principalesresperemptaefuerint.[Quaeobtinentlocumaccessi

6num,extinguuntur,cumresprincipalesfuerintperemptae.](Gα

∫.D.33,8,2;Broom,Max.321,496;2Poth.Obl.202;4Co.Rep.14)「 従

物 の 地 位 を え る[も の は]、 主 物 が 消 滅 し た 状 況 に 成 っ た と き 、 消 え さ る 。」

〈obtinent>… 〈obtineo>[手 に い れ る]の 囲 国 圏 、 〈accesionum>… 〈acce

ssio>[従 物]の 國 圓 、<extinguuntur>… 〈extinguo>[消 す]の 図 囲 国 國 、

〈principales>_〈principalis>[主 た る]の 國 國 国 、 〈Pe「emPtae>'"〈Pe「

imo>[な い も の と す る]の 圃 囹 〈peremptus>の 國 國 国 。 ※ 「主 と 従 」 →

「索 引 」、 「タ テ マ エ(主)と ホ ン ネ(従)」 → 「索 引 」。

<2777>quaeadunumfinemlocutasunt,nondebentadaliu

mdetorqueri.[Quaesuntlocutaadfinemunum,n6ndebentdet

orqueriadalium.](4Co.Rep.14;2Poth.Obl.202;Broom,Max.321)

「た だ 一 つ の 目 的 の た め に 彼 ら が 語 っ た[こ と は]、 他 の[目 的]へ と 転 用

さ れ る べ き で は な い 。」 〈locuta>… 圖 〈loquor>[語 る]の 匠1囹 〈locutus>

の 圏 圃 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈finem>… 〈finis>[目 的]の 團 囲 、 〈d

etorqueri>… 〈detorqueo>[転 用 す る]の 図 囲 團 。 ※ 「語 っ た 」 と い う よ

り も 、 「語 ら れ た 」 と 訳 し て み る 方 が 、 む し ろ 自 然 で あ る と き も あ ろ う 。

〈2778>Quaecollaerentpersonae,apersonaesepararine唖ueu

nt。[Quaecohaerentpers6nae,nequeuntsepararlapers6na.](Pα

㍑Z.D.44,1,7pr.;Jenk.Cent.28)「 人 に 密 着 し て い る[も の は]、[そ の]

人 か ら 分 離 さ れ る こ と は 出 来 な い 。」〈cohaerent>… 〈cohaereo>[固 着 す る]

の 囲 国 國 、 〈nequent>… 〈nequeo>[で き な い]の 囲 国 圏 、 〈separari>… 〈s

eparo>[分 離 す る]の 図 囲 困 。

<2779>quaecommunilegiderogant,stricteinterpretantur.

[Quaederogantlegicommuni,interpretanturstricte.](Jenk.Cen

t.221)「 普 通 法 を 部 分 的 に 廃 止 す る[も の]は 、 厳 密 に 解 釈 さ れ る 。」 〈in

terpretantur>… 圖 〈interpretor>[解 釈 す る]の 囲 国 圏(図)、 〈derogan

t>… 〈derogo>[部 分 的1こ 廃 止 す る]の 囲 国 國 。 ※ デ ー ポ ー ネ ン テ ィ ア 動 詞

の 本 来 の 訳 か ら す る と 、 「彼 ら は[～ も の]を 解 釈 す る 」 と な る は ず で あ る

が 、 こ こ の と こ ろ は 、 「～ も の は 解 釈 さ れ る 」 と い う よ う に 受 動 相 的 に 読 み

か え ら れ る 。 デ ー ポ ー ネ ン テ ィ ア 動 詞 の 扱 い は 、 時 代 が 下 る に つ れ て 、 こ

の よ う に し て 変 わ っ て い く 。 「デ ー ポ ー ネ ン テ ィ ア 動 詞(形 式 所 相 動 詞)の

訳 し か た 」 → 「索 引 」

<2780>Quaecontrajusfiunt,debentutiqueproinfectisha1⊃

eri・[Quaefiuntcontrajus,debenthaberipr6infectisutique.]
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(C.J.1,2,14,4;Lib.Sex.5,13,64)「 法 に 反 し て な さ れ る[こ と は]、 い

ず れ に し て も 、 生 じ な か っ た[こ と]と 扱 わ れ る べ き で あ る 。」 〈infectis>

… 〈infectus>[な さ れ な か っ た]の 圏 圃 團(囮) 。 〈2781>・<3017>・ 〈3

035>

〈2781>Quaecontralegisprollibitionemfiunt,proinfectisll

abentllr.[Quaefluntcontraprohibiti6nemlegis,habenturpr6m

fectls.](C,J,1,14,5,1;12Co.Rep.75)「 法 律 の 禁 止 に 反 し て な さ れ る

[こ と は]、 な さ れ な か っ た[こ と]と 扱 わ れ る 。」<prohibitionem>… 〈pr

ohibitio>[禁 止]の 團[到 、 〈infectis>… 〈infectus>[な さ れ な か っ た]の[國

囲 圏(囮)。 〈2780>・ 〈3017>・cf.〈3035>

〈2782>Quaecontrarationemjurisilltrodutasunt,nolldebe

nttralliinconsequentiam.[Quaesuntintr6ductacontrarati6ne

mjUris,n6ndebenttrahiinc6nsequentiam.](12Co.Rep.75)「 法

の 理 に 反 し て 導 入 さ れ た[こ と は]、 帰 結 へ と 引 き よ せ ら れ る べ き で は な

い 。」 〈introducta>… 〈introduco>[導 入 す る]の 匠1囹 〈introductus>の 匿ヨ

囲 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈trahi>… 〈traho>[ひ く]の 図 國 圏 、 〈c

onsequentiam>… 〈consequentia>[帰 結]の 團[瑚 。

〈2783>Quaedifficiliasunt,nonstatimsuntdeteriora.[Quae

suntdifficilia,n6nsuntdeteri6rastatim.]「[な す こ と が]困 難 で あ

る[こ と が]直 ち に い っ そ う 悪 い[も の]で あ る 、 と い う わ け で は な い 。」

〈difficilia>… 〈difficilis>[む ず か し い]の 國 圃 国 。

〈2784>Quaedomigeruntur,nonfacilepossuntprobari.[Qua

egerunturdomi,n6npossuntprobarifacile.](C.J.5,17,8,6)「 家

で な さ れ る[こ と は]、 容 易 に は 証 明 さ れ る こ と が 出 来 な い 。」 〈geruntur>

… 〈gero>[な す]の 図 囲 国 圏 、 〈domi>… 〈domus>[家]の 位 格(地 格)。

※ 〈domi>は 、 法 律 ラ テ ン 語 で は と て も め ず ら し い 地 格(位 格)の 貴 重 な 用

例 で あ る 。 「地 格 」 → 「索 引 」

〈2785>Quaedubitationistollendaecausainferuntur,commu

nemlegemnonlaedunt.[Quaeinferunturdubitati6nistollendae

causa,n6nlaeduntlegemcommUnem,](Pαp.D,50,17,81;Co,Litt.2

05a)「 疑 問 を な く す た め に 挿 入 さ れ る[こ と は]、 普 通 法 を 害 し な い 。」 〈i

nferuntur>… 〈infero>[挿 入 す る]の 図 囲 国 國 、 〈dubitationis>… 〈dubi

tatio>[疑 問]の 團 國 、 〈tollendae>… 〈tollo>[と り さ る]の 國 囮 〈tollen

dus>[と り さ ら れ る べ き[で あ る]]の 團[図[国 、 〈causa>… 「の た め に 」、

〈laedunt>… 〈laedo>[害 す る]の 囲 国 圏 。 ※ 國 圏 〈tollendae>は 動 名 詞 の

よ う に 訳 す 必 要 が あ る 。 「動 形 容 詞 と 動 名 詞 の 密 接 な 関 係 」 → 〈153>・ 〈15

40>、 「後 置 詞 」 → 「索 引 」。
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〈2786>Quaefierinondebent,factanonvalent.[Quaen6nd

ebentfierl,factan6nvalent.](Co.Litt.236b)「 な さ れ る べ き で な い

[こ と は]、 な さ れ て も 、 有 効 で は な い 。」 ※ 「分 詞(囲 囹)の 訳 し か た 」

→ 〈55>・ 「索 引 」

〈2787>Quaeincuriaregisactasunt,riteagipraesumutur.

[Quaesuntactaincuriaregis,praesumunturaglrlte.](3Buls

t.43)「 国 王 の 法 廷 に お い て な さ れ た[こ と は]、 手 続 に 従 っ て な さ れ る も

の と 推 定 さ れ る 。」 〈acta>… 〈ago>[な す]囲 囹 〈actus>の 國 圃 国(受 動 相

完 了 の 構 成 要 素)、 〈curia>… 〈curia>[法 廷]の 團 圏 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構

文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈praesumitur>と 〈a

gi>の 双 方 に か か る 。 国 匠]→ 〈98>。

<2788>quaeinpartesdividinequeunt,solidaasingulispra

estantur.[Quaenequeuntdividiinpartes,solidapraestantura

singulis.](Mαrce.D.50,17,192pr.;6Co.Rep.1a)「 部 分 へ と 分 割 さ れ

る こ と が 出 来 な い[こ と は]、 全 体 と し て 、 個 々 の[人]に 依 っ て 与 え ら れ

る 。」 〈nequeunt>… 〈nequeo>[で き な い]の 囲 国 國 、 〈dividi>… 〈divido>

[分 割 す る]の 図 囲 国 、 〈partes>…<pars>[部 分]の 團 因]、 〈solida>… 〈s

oldus>[全 体 の]の 圏 圃 国 、 〈praestantur>… 〈praesto>[与 え る]の 図 囲

国 圏 、 〈singulis>… 〈singuli>[個 々 の]の 圏 團(囮)。 ※ 形 容 詞 の 〈sol

ida>は 、 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語(関 係 代 名 詞 の 先 行 詞)に か

か る が 、 こ こ は 、 同 格 語 の よ う に 訳 し て い く の が 、 自 然 で あ る 。 「形 容 詞 の

訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈2789>Quaeintestamentoitasuntscriptautintelleginon

possint,perindesuntacsiscriptanonessent。[Quaesuntscri

ptaintestament6ita,utn6npossintintellegl,sunt,perindeac

sln6nessentscrlpta.]((2.M㍑c.Scα θび.D.50,17,73,3)「 遺 言 の 中 に 理

解 さ れ る こ と が 出 来 な い よ う に 書 か れ た[こ と は]、 あ た か も 書 か れ て い な

か っ た か の よ う な も の で あ る 。」 〈scripta>… 〈scribo>[書 く]の 囲 囹 〈scr

iptus>の 國 囲 国(ま え の 〈suntscripta>の 場 合 は 、 直 説 法 受 動 相 完 了 の 構

成 要 素 で あ る が 、 あ と の 〈essentscripta>の 場 合 は 、 接 続 法 受 動 相 過 去 完

了 の 構 成 要 素 で あ る)。 ※ 〈ita～,ut>お よ び 〈perinde～,acsi>は 、 相

関 語 で あ る 。

〈2790>Quaeincontinentifiunt,inessevidentur.[Quaefiunt

incontinentl,videnturlnesse.](Co.Litt.236b)「[あ る こ と の 後 に]直

ぐ に な さ れ る[こ と は]、[そ の こ と に]含 ま れ る も の と 見 ら れ る 。」 〈ines

se>… 〈insum>[内 在 す る]の 囲 匠]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ

て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videntur>と 〈inesse>の 双 方 に か か
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る 。 巨ヨ匿ヨ→ 〈98>

〈2791>Quaeindotataesteainpotestateviri.[Ea,quaeest

ind6tata,inpotestatevirl.]「 嫁 資 を 設 定 さ れ て い な い そ の[婦 女]は 、

夫 の 権 力 下 に[在 る]。 」 〈indotata>… 〈indotatus>[嫁 資 が 設 定 さ れ て い

な い]の 團 國 国 。

〈2792>Quaeinteraliosactasunt,nonsunttrahendainexe

mp111m.[Quaesuntactainterali6s,n6nsunttrahendainexemp

lum.(6Co.Rep.1)「 他 の[人 々]の 間 で な さ れ た[こ と は]、 先 例 と さ れ

る べ き で は な い 。」 〈trahenda>… 〈traho>[ひ く]の 國 囮 〈trahendus>[ひ

か れ る べ き[で あ る]]の 圏 田 国 、 〈exemplum>… 〈exemplum>[模 範]の

團 因]。 ※ 國[圖 → 〈1>

<2793>quaelegicommuniderogantnonsunttrallendainex

emplum。[Quaederogantlegicommuni,n6nsunttrahendainexe

mplum.](Branch,Princ.)「 普 通 法 を 部 分 的 に 廃 止 す る[も の は]、 先 例

と さ れ る べ き で は な い 。」〈derogant>… 〈derogo>[部 分 的 に 廃 止 す る]の 囲

国 國 、 〈trahenda>… 〈traho>[ひ く]の 國 圏 〈trahendus>[ひ か れ る べ き

[で あ る]]の 國 圃 国 、<exemplum>… 〈exemplum>[見 本]の 團 因]。 ※ 國

囮 → 〈1>

〈2794>Quaelegicommuniderogant,stricteinterpretatuL[Q

uaederogantleglcommUnl,interpretanturstricte.](Jenk.Cent.2

9)「 普 通 法 を 部 分 的 に 廃 止 す る[も の は]、 厳 格 に 解 釈 さ れ る 。」<deroga

nt>… 〈derogo>[部 分 的1こ 廃 止 す る]の 囲 国 圏 、 〈interpretantur>… 圖 〈i

nterpretor>[解 釈 す る]の 囲 国 圏(図)。 ※ 〈interpretor>は デ ー ポ ー ネ

ン テ ィ ア 動 詞 で あ る が 、 こ こ で は 受 動 的 に 訳 し て あ る 。 「デ ー ポ ー ネ ン テ ィ

ア 動 詞(形 式 所 相 動 詞)の 訳 し か た 」 → 「索 引 」

<2795>Quaenonfieride1⊃ent,factavalent.[Quaen6ndebent

fieri,factavalent.](Tray.Lat.Max.484)「 な さ れ る べ き で な い[こ と]

[で も]、[い っ た ん]な さ れ れ ば 、 有 効 で あ る 。」 ※ 「分 詞 の 訳 し か た 」 →

〈55>・ 「索 引 」

〈2796>Quaellonprosuntsingula,multajllvant.[Quaesingul

an6npr6sunt,multajuvant.](C.J.4,19,5;Tray.Lat.Max.486;Ov.

R.Am.420)「 個 々 の[も の]と し て は 役 だ た な い[も の][で も]、 多 数 に

な れ ば 、 支 え と な る 。」 〈singula>… 〈singuli>[個 々 の]の[園 匝1匡1(匿 唾])、

〈prosunt>… 〈prosum>[役1こ た つ]の 國 国 圏 、 〈juvant>… 〈juvo>[助 け

る]の 國 国 國 。 ※ 〈singula>と 〈multa>は 、 と も に 主 格 で あ る が 、 「～ と し

て 」 と い う よ う に 訳 し だ す 必 要 が あ る 。 「形 容 詞 の 訳 し か た 」 → 「索 引 」、

「個 と 多 数 」 … 「索 引 」。 〈2433>

B-634



〈2797>Quaenonvaleantsingula,junctajuvant.[Quaesingul

an6nvaleant,jUnctajuvant.](Broom.Max.396;588;2Bulst.132)

「個 々 の[も の]と し て は 有 効 で な い[も の][も]、 結 び あ わ さ れ れ ば 、

支 え と な る 。」 〈singula>… 〈singuli>[個 々 の]の 國 圃 国([囮)、 〈junct

a>… 〈jungo>[結 び あ わ せ る]の 匠1囹 〈junctus>の[園 匝1匡1、 〈juvant>… 〈j

UVO>[支 え る]の 囲 国 國 。 ※ 〈SingUla>と 〈jUnCta>は 、 と も に 主 格 で あ る

が 、 そ の 訳 に 少 し 含 み を も た せ て や る と 、 日 本 語 ら し く な っ て く る → 〈279

6>。 あ る 英 訳 に は 、 〈Thingsavailjoined>と あ る が 、 〈joined>が こ の 位

置 に お か れ て い る 場 合 、 先 の 邦 訳 の よ う な 訳 法 の あ ら わ れ と い う よ う な も

の に な る 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈2798>Qllaepraeterconsuetudinemetmoremmajorllmfi1111

t,nequeplacentnequerectavidentur.[Quaefluntpraeterc6n

suetUdinemetm6remmaj6rum,nequeplacentnequevidenturre

cta.](4Co.Rep.78)「 習 慣 お よ び 祖 先 の 風 習 に 反 し て な さ れ る[こ と は]、

[人 々 に]是 と さ れ る こ と も 、 正 し い[も の][で あ る と]見 ら れ る こ と も

な い 。」 〈morem>… 〈mos>[慣 習]の[園 因]、 〈placent>… 〈placeo>[気 に い

る]の 囲 国 國 、 〈reCta>… 〈reCtUS>[正 し い]の 圏 圃 国 。 ※ 主 格 不 定 法 の

構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videntur>と 隠 れ

て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈neque～neque>は 相 関 語

で あ る 。

<2799>quaepropternecessitatemreceptasunt,nondebent

inargumentumtrahi.[Quaesuntreceptapropternecessitatem,

n6ndebenttrahiinargUmentum.](Pα ㍑Z.D.50,17,162)「 緊 要 の た め

に 受 け い れ ら れ た[こ と は]、 先 例 と さ れ る べ き で は な い 。」 〈recepta>… 〈r

ecipio>[う け い れ る]の 囲 囹 〈receptus>の 國 田 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要

素)、 〈trahi>… 〈traho>[ひ き よ せ る]の 図 囲 匠]、 〈argumentum>… 〈arg

umentum>[先 例]の 團 因]。 〈1182>

〈2800>Quaepublicefiunt,nullilicetignorare.[Licetign6rar

e,quaefiuntpUblice,nUlli.]「 公 け に な さ れ る[こ と を]知 ら な い こ

と は 、 誰 に も 許 さ れ な い 。」 〈ignorare>… 〈ignoro>[知 ら な い]の 國 匠]。

※ 〈licet>は 補 足 不 定 法 〈ignorare>を ひ く 。

〈2801>Quaererumnaturaprollibentur,nullalegeconfirmat

asunt.[Quaeprohibenturnaturarerum,suntc6nfirmatalegen

Ulla.](CθZ.D.50,17,188,1;Finch.Law.74)「 事 物 の 性 質 に 依 っ て 禁 じ ら

れ て い る[こ と は]、 い か な る 法 律(法)に 依 っ て も 確 認 さ れ て い な い 。」 〈c

onfirmata>… 〈confirmo>[確 認 す る]の 囲 囹 〈confirmatus>の 國 圃 国(受

動 相 完 了 の 構 成 要 素)。 ※ 〈confirmata>の と こ ろ は 、 た ん な る 形 容 詞 と し
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て 、 「確 認 さ れ て い[な い]」 と 読 む こ と も で き る 。 〈1490>・ 〈1702>・ 〈1

914>・ 〈2801>

<2802>Quaesimulategeruntur,proinfectisllabentur.[Quae

geruntursimulate,habenturpr6infectis.](C.J.2,4,21)「 仮 装 的 に

な さ れ る[こ と は]、 な さ れ な か っ た[こ と]と 扱 わ れ る 。」 〈geruntur>…

〈gero>[な す]の 図 囲 国 圏 、 〈infectis>… 〈infectus>[な さ れ な か っ た]

の 團 囲 團(囮).〈84>・ 〈2596>

<2803>Quaesineculpaaccidunt,anullopraestantur。[Quae

acciduntsineculpa,praestanturanUllo.](σZp.D.50,17,23)「 過 失

な し に 生 ず る[こ と]に つ い て は 、 誰 に 依 っ て も 責 は 負 わ れ な い 。」 〈acci

dunt>… 〈accido>[生 ず る]の 囲 国 圏 、 〈praestantur>… 〈praesto>[責 を

負 う]の 図 囲 国 國 。 〈282>・ 〈283>・<284>・<559>

〈2804>Quaesingulanonprosunt,junctajuvant.[Quaesingul

an6npr6sunt,jUnctajuvant.](Tray.Lat.Max.486)「 個 々 の も の と し

て は 役 だ た な い[こ と]で[も]、 結 び あ わ さ れ れ ば 、 支 え と な る 。」 〈sin

gula>… 〈singuli>[個 々 の]の 圏 囲 国(囲)、 〈prosunt>… 〈prosum>[役

立 つ]の 囲 国 國 、 〈jUnCta>… 〈jUngO>[結 び あ わ せ る]の 囲 囹 〈jUnCtUS>

の 圏 圃 国 、 〈jUVant>… 〈jUVO>[支 え る]の 囲 国 國 。 ※ 〈jUnCta>と い う 「分

詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」。 〈2797>

〈2805>Quaesuntminorisculpaesuntmajorisinfamiae.[Qua

esuntculpaemin6ris,suntInfamiaemaj6ris.](Co.Litt.6b)「(い つ

そ う)小 さ い 罪 過 に 相 当 す る も の[も]、(い っ そ う)大 き な 不 名 誉 に 相 当

す る 。」 〈infamiae>… 〈infamia>[不 名 誉]の 團[國 。 ※ 「属 格 の 訳 し か た 」

→ 〈68>・ 「索 引 」、 「大 と 小 」 → 「索 引 」。

〈2806>Quaecun⊂1ueintrarationemlegisillveniuntllr,intral

egemipsamessejudicantur.[Quaecunqueinveniunturintrarati

6nemlegis,jUdicanturesseintralegemipsam.](2Co.Inst.689)

「法 律(法)の 理 の 中 に 見 い だ さ れ る も の は 、 す べ て 、 法 律(法)そ れ 自

体 の 中 に 在 る も の と 判 断 さ れ る 。」 〈inveniuntur>… 〈invenio>[見 つ け る]

の 図 囲 国 國 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈quaecunque>は 、 〈j

udicantur>と<esse>の 双 方 に か か る 。 国[蜀 →<98>

〈2806わ ごs>Quaelibetconcessiocontradonatoreminterpretan

da.[Concessi6quaelibetinterpretandacontrad6nat6rem.]「 譲 与 は 、

す べ て 、 贈 与 者 に 不 利 に 解 釈 さ れ る べ き[で あ る]。 」 〈concessio>… 「譲

与 」、 〈intertpretanda>…[ヨ 〈interpretor>[解 釈 す る]の 國 囮 〈interpret

andus>[解 釈 さ れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 。 ※ デ ー ポ ー ネ ン テ ィ ア 動

詞 の 動 形 容 詞 は 、受 動 的 な 意 味 に 訳 し て い る 。「デ ー ポ ー ネ ン テ ィ ア 動 詞(形
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式 所 相 動 詞)の 訳 し か た 」 → 「索 引 」。 〈694>・ 〈1303>

〈2807>Quaelibetconcessiodominiregiscapidebetstrictec

ontradominumregem,quandopotestintellegiduabusviis.[Co

ncessi6quaelibetregisdominidebetcapistrictecontraregemd

ominum,quand6potestintelligiviisduabus.](3Leon.243)「 支 配

者 で あ る 国 王 の 譲 与 は 、 す べ て 、 そ れ が 二 つ の 方 法 で 理 解 さ れ る こ と が 出

来 る と き は 、 支 配 者 で あ る 国 王 に 不 利 と な る よ う に 、 厳 格 に 受 け と ら れ る

べ き で あ る 。」 〈concessio>… 「譲 与 」、<capi>… 〈capio>[う 。ナ と る]の 図

囲 匠]、 〈viis>… 〈via>[道]の[國 匡1。

〈2808>Quaelibetconcessiofortissimecontradonatoreminte

rpretandaest.[Concessi6quaelibetestinterpretandacontradon

at6remfortissime.](Co.Litt.183a;7Metc.516)「 譲 与 は 、 す べ て 、 極

め て 強 い か た ち で 、 贈 与 者 に 不 利 に 解 釈 さ れ る べ き で あ る 。」 〈concessio>

… 「譲 与 」
、 〈interpretanda>…[≡]〈interpretor>[解 釈 す る]の 國 囮 〈inte

rpretandus>[解 釈 さ れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 、 〈fortissime>… 〈fo

rtis>[強 い]に 由 来 す る 副 詞 最 上 級 。 ※ 國 圏 → 〈1>

<2809>quaelibetjurisdictiosuoscancelloshabet.[JUrisdicti

6quaelibethabetcancell6ssu6s.](Jenk.Cent.139)「 裁 判 権 は 、 す

べ て 、 そ の 管 轄 を 持 つ 。」 〈cancellos>… 〈cancellus>[か こ い]の[園 因]。

〈2809わfs>Quaelibetmillimafactivarietas,jllsreformat.[Var

ietasminimaquaelibetfactlref6rmatjUs.]「 事 実 の 極 め て 小 さ な 変

化 で さ え も 、 す べ て 、 法 を 改 変 す る 。」 〈varietas>… 「変 化 」、 〈reformat>

…[変 形 さ せ る]の 囲 国 團
。 ※ 「「 さ え も 」 の 最 上 級 」 → 「索 引 」

〈2810>Quaelibetpardonatiodebetcapisecundumintentione

mregis,etnonaddeceptiollemregis.[Pardonati6quaelibetde

betcaplsecundumintenti6nemregis,etn6naddecepti6nemregi

s.](3Bulst.14)「 恩 赦 は 、 す べ て 、 国 王 の 意 図 に 従 っ て な さ れ る べ き で

あ っ て 、 国 王 を 欺 く た め に[な さ れ る べ き で は]な い 。」 〈pardonatio>…

「恩 赦 」、 〈capi>… 〈capio>[つ か む]の 図 囲 困 、 〈intentionem>… 〈inten

tio>[意 図]の 團 因]、 〈deceptionem>… 〈deceptio>[欺 隔]の 團 因]。

<2811>quaelibetpoenacorporalisquamvisminima,majores

tqualibetpoenapecuniaria.[Poenacorporalisquaelibet,quamvi

sminima,estmajorpoenapecUniariaqualibet.](3Brac.105a;3

Co.Inst,220)「 身 体 刑 は 、 す べ て 、 た と え そ れ が 極 め て 軽 度 の も の[で あ

っ て]も 、 い か な る 金 銭 刑 よ り も 、 い っ そ う 重 い 。」 〈corporalis>… 〈corp

oralis>[身 体 の]の 團 國 国 、<pecuniaria>… 〈pecuniarius>[金 銭 の]の

團 國 国 。 ※ 比 較 の 奪 格 の 用 法 → 〈605>。 〈poena>が そ の 奪 格 の 形 で あ る 。 〈q

B-637



uamvisminima>に は 、 「さ え も 」 を 意 味 す る 〈quamvis>が つ い て い る(cf.

「さ え も 」 の 最 上 級 → 「索 引 」)、 「身 体 刑 と 金 銭 刑 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ

(身 体 刑)と ホ ン ネ(金 銭 刑)」 → 「索 引 」、 「重 い と 軽 い 」 → 「索 引 」。

〈2812>Quaerasdedubiis,1egembenedisceresivis.[Quaera

sdedUbiis,sivisdiscerelegembene.](Litt.§443)「 も し 君 が 法 律

(法)を 良 く 学 ぶ こ と を 望 む の で あ れ ば 、 疑 問 の あ る[こ と]に つ い て 探

究 す る べ き で あ る 。」 〈quaeras>… 〈quaero>[た ず ね る]の 圏 囲 口 團 、 〈d

iscere>… 〈disco>[学 ぶ]の 囲 圏 。

〈2813>Quaerededubiis,quiaperrationespervenituradleg

itimamrationem。[Quaerededubiis,quiapervenituradrati6ne

mlegitimamperrati6nes.](Litt.§377;12Co,Rep.75)「 疑 問 の あ る

[こ と]に つ い て 探 究 せ よ 。 な ぜ な ら ば 、 い く つ か の 理[を 考 え あ わ せ る

こ と]を 通 じ て 、[人 は]適 正 な 理 に 到 る か ら で あ る 。」 〈quaere>… 〈quae

ro>[さ が す]の 圃 囲 口 團 、 〈pervenitur>… 〈pervenio>[い た る]の 図 囲

国 團 。 ※ 「自 動 詞 の 受 動 相 」 → 〈59>・ 「索 引 」

〈2814>Quaereredatsapere唖11aesuntlegitimavere.[Quaere

redatsaperequaesuntlegitimavere.](Litt.443)「 探 究 す る こ と は 、

な に が 真 に 適 正 か 、 を 知 る[方 策]を 与 え る 。」 〈quaerere>… 〈quaero>[探

究 す る]の 囲 匠]、 〈sapere>… 〈sapio>[味 わ う]の 囲 困 、 〈quae>… 〈quis>

[誰 が ～ か?]の 圏 田 国 。 ※ 疑 問 代 名 詞 の 〈quis>[誰 が ～ か?]と 〈quid>

[な に が ～ か?]に は 、 関 係 代 名 詞 や 関 係 形 容 詞 と 同 形 に な る 変 化 形 が ほ

と ん ど で あ る 。 こ の 命 題 中 の 〈quae>(複 数 中 性 主 格)を 関 係 代 名 詞 と と り

ち が え な い こ と が 必 要 で あ る 。 一 方 、 〈2978>か ら 〈2980>に か け て 登 場 す

る 文 頭 の 疑 問 代 名 詞 の 方 は 、 す ぐ に 正 体 が つ か め る 。 「疑 問 代 名 詞 」 → 「索

引 」

<2815>quaestiofitdelegibus,nondepersonis.[Quaesti6fi

tdelegibus,n6ndepers6nis.]「 審 理 は 、 法 律(法)に 関 し て な さ れ

る の で あ っ て 、 人 に 関 し て[な さ れ る の で は]な い 。」 〈quaestio>… 「審

理 」。

〈2815わfs>Quaestusintelligitur唖uiexoperacujus唖uedescen

dit.[Quldescenditexoperacujusque,intelligiturquaestus.]「 各

人 の 労 務 に 由 来 す る も の は 、 利 得 と 理 解 さ れ る 。」 〈descendit>… 〈descen

do>[下 り る]の 囲 国 團 、 〈opera>… 〈opera>[は た ら き]の 團 團 、 〈quae

stUS>… 「利 得 」。

〈2816>Qualess1111tsummicivitatisviri,talisestcivitas.[C

Ivitasesttalis,qualesvirlsummlclvitatissunt.](Cicero)「 国 家

は 、 国 家 の 最 高 の 人 物 の 在 り か た と 同 じ よ う な 在 り か た を す る 。」 〈civita
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s>… 「国 家 」、 〈talis>… 「こ の よ う な 」、 〈quales>… 〈qualis>[～ の よ う な]

の 圏 囲 国 、 〈summi>… 〈superus>[上 の]の 國 〈summus>の 圏 囲 国 、 〈ci

vitatis>… さ き の 〈civitas>の 團 圓 。 ※ 〈talis～,quales>は 相 関 語 で あ る 。

〈quales>は 複 数 形 で 、 〈talis>は 単 数 形 で あ る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈55>

・ 〈84>・ 「索 引 」

〈2817>Qualiaextrema,taliamedia.[Mediatalia,qualiaextre

ma.]「 極 限 の[こ と]が[在 る]こ と に 応 じ て 、 中 間 の[こ と]が[在 る]。 」

〈media>… 〈medius>[中 間 の]の 圏 圃 国(囮)、 〈talia>°"〈talis>[こ の

よ う な]の 國 圃 国 、 〈qUalia>… 〈qUaliS>[～ の よ う な]の 國 圃 国 、 〈eXtr

ema>… 〈eXter>[外 の]の 國 〈eXtremUS>の 圏 囲 国(囲)。 ※ 〈talia～,

qualia>は 相 関 語 で あ る 。 「極 限 と 中 間 」 → 「索 引 」

<2818>Qualisrex,talisgrex.[Grextalis,qualisrex.]「 国 民 は 、

国 王 が[在 る]よ う に 、[在 る]。 」 〈grex>… 「群 」、 〈talis>… 「 こ の よ う な 」、

〈qualis>… 「～ の よ う な 」。 ※ 〈talis～,qualis>は 相 関 語 で あ る 。

〈2818わls>Qualiscum吼uepossessor,110cipsoquodpossessor

est,Plusjurishabet噌uamille噌uinonpossidet.[Possessorqu

aliscumquehabetplUsjUris,quamille,quln6npossidet,h6cip

s6,quodestpossessor.]「 ど の よ う な 占 有 者 で あ っ て も 、 彼 が 占 有 者 で

あ る と い う こ の こ と 自 体 に 依 っ て 、 占 有 し な い そ の 人 よ り 以 上 の 権 利 を 持

つ 。」 〈qualiscumque>… 「誰 で も 」。 ※ 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 〈84>

・ 「索 引 」

〈2819>Qualitasquaeinessedebet,facilepraesumitur.[Quali

tas,quaedebetinesse,praesUmiturfacile.]「 内 在 す る は ず の 性 質

は 、 容 易 に 推 定 さ れ る 。」 〈qualitas>… 「性 質 」、 〈inesse>… 〈insum>[内

在 す る]の 囲 困 。

<2820>quamlongumdebetesserationa1⊃iletempus,nondef

initurinlege,sedpendetexdiscretionejusticiariorum.[Qua

mlongumtempusdebetesserati6nabile,n6ndefiniturinlege,s

edpendetexdiscreti6nejUsticiari6rum.](Co.Litt.56b;11Co.Rep.

44)「 合 理 的 な 期 間 が ど れ ほ ど の 長 さ の も の で あ る べ き か は 、 法 律(法)

に お い て 定 義 さ れ て い る の で は な く て 、 裁 判 官 の 自 由 裁 量 に 委 ね ら れ て い

る 。」 〈longum>… 〈longus>[長 い]の 團 圃 国 、 〈rationabile>… 〈rationa

bilis>[合 理 的 な]の 團 囲 国 、 〈definitur>… 〈difinio>[明 示 す る]の 図 囲

国 團 、 〈pendet>… 〈pendeo>[ぶ ら さ が る]の 囲 国 團 、 〈discretione>… 〈d

iscretio>[思 慮]の 團 圏 。 ※ 「疑 問 代 名 詞 」 → 「索 引 」

<2821>quamrationa1⊃ilisdebetessefinisnondefinitur,sed

omnibuscircumstantiisinspectispendetexjusticiariorumdi
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scretione.[Quamfinisdebetesserati6nabilis,n6ndefinitur,se

dpendetexdiscreti6nejUsticiari6rum,circumstantilsomnibusI

nspectls.](11Co.Rep.44)「 ど れ ほ ど の 罰 金 が 合 理 的 な も の で あ る べ き

か は 、[法 律(法)に は]明 示 さ れ て い な い が 、 し か し 、 そ れ は あ ら ゆ る 状

況 を 吟 味 し て な さ れ る 、 裁 判 官 の 自 由 裁 量 に 委 ね ら れ て い る 。」 〈finis>…

「罰 金 」、 〈rationabilis>… 〈rationabilis>[合 理 的 な]の 團 囲 国 、 〈defin

itur>… 〈definio>[明 示 す る]の 図 囲 国 團 、 〈pendet>… 〈pendeo>[ぶ ら

さ が る]の 囲 国 團 、 〈discretione>… 〈discretio>[裁 量]の 團 圏 、 〈circu

mstantiis>… 〈circumstantia>[事 情]の[國 圏 、 〈inspectis>… 〈inspicio>

[な が め る]の 囲 囹 〈inspectus>の[園 國 圏 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。

「名 詞 〈circumstantiis>プ ラ ス 完 了 分 詞 〈inspectis>」 型 で 、そ の 意 味 は 「～

す る と 」 で あ る 。 囮 團 → 〈22>、 「疑 問 代 名 詞 」 → 「索 引 」。

〈2821わfs>Quamdiuhereditasjacet,possessionulliusest.[Po

ssessi6estnUllius,quamdiUhereditasjacet.]「 相 続 が 休 止 す る 限

り 、 占 有 は 誰 の も の で も な い 。」 〈jacet>… 〈jacio>[休 む]の 囲 国 團 。 ※ 「属

格 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

<2822>Quamvisaliquidexsenonsitmalum,tamensisitm

aliexempli,nonestfaciendum。[N6nestfaciendumtamen,sis

itexemplimali,quamvisaliquidn6nsitmalumexse.](2Co.Ins

t.564)「 た と え あ る こ と が そ れ 自 体 と し て は 悪 い こ と で な い と し て も 、 も

し そ れ が 悪 い 先 例 に 属 す る こ と に な る 場 合 に は 、 そ れ は や は り な さ れ る べ

き で は な い 。」 〈faciendum>… 〈facio>[な す]の 國 囮 〈faciendus>[な さ

れ る べ き[で あ る]]の 團 圃 国 、 〈exempli>… 〈exemplum>[模 範]の 團 圏 。

※ 〈exemplimali>と い う 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>、 國 囮 → 〈1>。

〈exse>の と こ ろ に 〈perse>[そ れ 自 体 に よ っ て]が 入 っ て く る 命 題 も あ

る 。

〈2823>Quamvislexgeneraliterloquitur,restringendatamen

est,utcessanteratione,ipsacessat.[Estrestringendatamen,

quamvislexloquiturgeneraliter,ut,rati6necessante,ipsacess

at,](4Co,Inst.330)「 た と え 法 律(法)が 一 般 的 に 規 定 し て い る と し て

も 、 や は り 、 理 が な く な れ ば 、[法 律(法)]自 身 も な く な る 、 と い う よ う

に[法 律(法)に]制 約 が 設 け ら れ る べ き で あ る 。」 〈restringenda>… 〈re

stringo>[制 限 す る]國 囮 〈restringendus>…[制 限 さ れ る べ き[で あ る]]

の 團 國 国 、 〈10qUitUr>… 圖 〈10qUOr>[語 る]の 囲 国 團(図)、 〈CeSSante>

… 〈cesso>[た め ら う]の 囲 囹 〈cessans>の 團 國 團 、 〈cessat>… さ き の 〈c

esso>の 囲 国 團 。 ※ 國 囮 → 〈1>。 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞 〈ratio

ne>プ ラ ス 現 在 分 詞 〈cessante>」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 囮
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團 → 〈22>、 「法 律(法)と 理 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン

ネ(理)」 → 「索 引 」。

<2824>Quamvisnonrectum,quodjuvat,rectumputes.[Pute

s,quodjUvat,「ectum,quamvisn6nrectum.](Syr.769)「 君 は 、 た

と え 正 し[く]な く て も 、 役 だ つ[も の が]正 し い[も の で あ る と]、 考 え

る べ き で あ る 。」 〈putes>… 〈puto>[考 え る]の 國 囲 口 團 、 〈juvat>… 〈juv

O>[助 け る]の 囲 国 團 、 〈reCtUm>… 〈reCtUS>[正 し い]の 團 囲 囲 ・ 團 囲

国 。 ※ 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 、 隠 れ て い る 〈quod>の 先 行 詞

は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 隠 れ て い る 〈esse>に か か る 。 因]匠]→ 〈35>、 「タ

テ マ エ(正 し い)と ホ ン ネ(役 だ つ)」 → 「索 引 」。

〈2824わfs>Quamvissiliberusessemno111issem,tamellcoactu

svolui。[Coactusvolultamen,quamvlsn61uissem,slessemIlber

us.]「 も し 私 が 自 由 な 状 態 で あ る な ら ば 望 ま な か っ た[と い う 状 況 が 在 る]

に も か か わ ら ず 、 や は り 、 私 は 、 強 迫 さ れ て 、 望 ん だ 。」 〈coactus>… 「強

迫 さ れ た 」、 〈liberus>… 「自 由 な 」。 ※ 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」。

〈2824オ θr>Quamvissitmanifestissimumedictumpraetoris,at

tamennonestnegligendainte叩retatioejus.[Interpretati6ejus

n6nestnegligenda,attamen,quamvisedictumpraet6rissitman

ifestitssimum.]「 た と え 法 務 官 の 告 示 が 極 め て 明 白 で あ る と し て も 、 や は

り 彼 の 解 釈 は 無 視 さ れ る べ き で な い 。」 〈negligenda>… 〈negligo>[軽 ん じ

る]の 國 囮 〈negligendus>[軽 ん じ ら れ る べ き で あ る]の 團 國 国 、 〈edict

um>… 「告 示 」、 〈praetoris>… 〈praetor>[法 務 官]の 圓[圃 、 〈manifestis

simum>… 〈manifestus>[明 白 な]の 國 〈manifestissimus>の 團 圃 国 。

〈2825>Quandoabestprovisiopartis,adestprovisiolegis.[P

r6vlsi61eglsadest,quand6pr6vlsi6partisabest.](13C.B,960;6

Vin.Abr.49)「 当 事 者 の 先 慮 が な い と き に は 、 法 律(法)の 先 慮 が 存 在 す

る 。」 〈provisio>… 「先 慮 」、 〈adest>… 〈adsum>[存 在 す る]の 囲 国 團 、 〈p

artis>… 〈pars>[側]の 團[國 。

〈2826>Quandoaliqllidconceditllr,conceditllridsine吼uoill

udfierinonpossit.[ld,sinequ6illudn6npossitfierl,concedi

tur,quand6aliquidconceditur.](9Barb.(N.Y.)516,518)「 あ る こ と

が 許 さ れ る と き に は 、 あ の こ と が な さ れ る こ と が 可 能 と な る の に 不 可 欠 で

あ る も の[も]、 付 与 さ れ る 。」 〈conceditur>… 〈concedo>[付 与 す る]の 図

國 国 團 。

〈2827>Quandoaliquidmalldatur,malldaturetomneper唖110

dpervenituradillud。[Etomne,perquodpervenituradillud,

mandatur,quand6aliquidmandatur.](17C.B.886;14C.B.107;6
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Exch.880;10Exch.449;2E&B.301Bish.Urit.L.§137;Broom,Max.

313485;5Co.Rep.115b,116)「 あ る こ と が 委 任 さ れ る と き に は 、 あ の こ

と に い た る た め の あ ら ゆ る[手 段]も 委 任 さ れ る 。」 〈pervenitur>…<perv

enio>[い た る]の 図 囲 国 團 、 〈mandatur>… 〈mando>[委 任 す る]の 図 囲

国 團 。 ※ 「自 動 詞 の 受 動 相 」 → 〈59>・ 「索 引 」

〈2828>Quandoali唖11idpersellonsitma111m,tamellsisitm

aliexempli,110nestfacielldum.[N6nestfaciendum,quand6ali

quidn6nsitmalumperse,tamenslsitexempllmall.](2Co.Ins

t.564)「 あ る こ と が そ れ 自 体 と し て は 悪 い も の で な い と き で も 、 そ れ が 悪

い 先 例 に 属 す る こ と な る 場 合 に は 、 そ れ は や は り な さ れ る べ き で は な い 。」

〈faciendum>… 〈facio>[な す]の 國 圏 〈faciendus>[な さ れ る べ き[で あ

る]]の 團 圃 国 、<exempli>…<exemplum>[例]の 團 圓 。 ※ 國 囮 → 〈1>、

「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」。

〈2829>Quandoaliquidprohibeturfieri,exdirectoprohibetu

retperobliquum.[Prohibeturexdirect6etperobliquum,quan

d6aliquidprohibeturfierl.](Co.Litt.223b)「 あ る こ と が な さ れ る こ

と が 禁 じ ら れ る と き に は 、 そ れ は 、 直 接 的 な[こ と]に 基 づ い て も 、 ま た 、

間 接 的 な[こ と]を 通 じ て も 、 禁 止 さ れ る 。」 〈directo>… 〈directus>[ま

っ す ぐ な]の 團 田 團(囮)、 〈obliquum>… 〈obliquus>[斜 め の]の 團 匝]

因](囲)。 ※ 「直 接 と 間 接 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(直 接)と ホ ン ネ(間

接)」 → 「索 引 」。

〈2830>Quandoaliquidprollibetur,prohibeturomneperquod

devenituradillud.[Omne,perquoddevenituradillud,prohibe

tur,quand6aliquidprohibetur.](2Co.Inst.48;Broom.Max.432,4

89;Wing.Max.618)「 あ る こ と が 禁 止 さ れ る と き に は 、 あ の こ と に 到 る た

め の あ ら ゆ る[手 段]が 禁 止 さ れ る 。」 〈devenitur>… 〈devenio>[い た る]

の 図 囲 匡1團 。 ※ 〈devenio>と い う 自 動 詞 に も 、 受 動 相 的 な 表 現 が あ る 。 〈p

rohibetur>の と こ ろ に 〈mandatur>「 命 じ ら れ る 」(〈mando>[命 ず る]の

図 囲 国 團)が 入 っ て く る 命 題 も あ る 。 「目 的 と 手 段 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ

エ(目 的)と ホ ン ネ(手 段)」 → 「索 引 」。

<2831>quandoaliquisaliquidconcedit,concederevideture

tidsinequoresutinonpotest.[Etid,sinequ6resn6npotes

tUti,videturconcedere,quand6aliquisconceditaliquid.](3Ken

t.Com.421)「 あ る 人 が あ る も の を 付 与 す る と き に は 、 そ の 人 は 、 そ の 物 を

用 い る 際 に 不 可 欠 で あ る も の も 与 え る も の と 見 ら れ る 。」 〈concedere>… 〈c

oncedo>[付 与 す る]の 囲 国 、 〈concedit>… さ き の 〈concedo>の 囲 国 團 。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈v
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idetur>と 〈concedere>の 双 方 に か か る 。 匡1困 → 〈98>。 「 目 的 と 手 段 」 → 「索

引 」、 「タ テ マ エ(目 的)と ホ ン ネ(手 段)」 → 「索 引 」。

<2832>quandocartacontinetgeneralemclausulam,posteaq

uedescenditadverbaspecialiaquaeclausulaegeneralisuntc

onsentanea,interpretandaestcartasecundumspecialia.[Cart

aestinterpretandasecundumspecialia,quand6cartacontinetcl

ausulamgeneralem,posteaquedescenditadverbaspecialia,quae

suntc6nsentaneaclausulaegenerall.](8Co.Rep.154b)「 捺 印 証 書

が 一 般 的 な 条 項 を 含 ん で お り 、 そ し て 、 そ の 後 に 、 一 般 的 な 条 項 に 合 致 し

て い る 特 別 な 文 言 に 移 行 す る と き に は 、 捺 印 証 書 は 特 別 な[文 言]に 従 っ

て 解 釈 さ れ る べ き で あ る 。」 〈carta>… 「捺 印 証 書 」、 〈interpretanda>… 圖

〈interpretor>[解 釈 す る]の 國 囮 〈interpretandus>[解 釈 さ れ る べ き[で

あ る]]の 團 國 国 、 〈specialia>… 〈specialis>[特 別 な]の 國 圃 圃(囮)、

〈continet>… 〈contineo>[含 む]の 囲 国 團 、 〈clausulam>"'〈clausula>

[条 項]の 團 圃 、 〈descendit>… 〈descendo>[お り る]の 囲 国 團 、 〈cons

entanea>… 〈consentaneus>[合 致 し た]の[園 匝1国 、 〈clausulae>… 〈cla

usula>の 團 團 。 ※ 國 囮 →<1>、 「一 般 と 特 殊 」 → 「索 引 」、 「 タ テ マ エ(一

般)と ホ ン ネ(特 殊)」 → 「索 引 」。

〈2833>Quandodeunaeteademreduoonerabilesexistunt,

unus,proinsufficientiaalterius,deintegroonerabitur.[Unus

onerabiturdeintegr6pr61nsufficientiaalterlus,quand6duoone

rabilesexistuntdereUnaeteadem.](2Co.Inst.276,277;7G.B.

886;14G.B.107;6Exch.886,880;10Exch.44・9;2E.&B.301;B

ish.L.§137)「 二[人]が 同 一 の 事 柄 に 関 し て 負 担 を 負 う[人]と し て 存

在 す る と き に は 、 一[人]が 、 他[方]の[負 担]不 能 の た め に 、 全 体 的

な[も の]に つ い て 負 担 を 負 わ さ れ る で あ ろ う 。」 〈onerabitur>… 〈oner

O>[負 担 を 負 う]の 図 困 国 團 、 〈integrO>… 〈integer>[完 全 な]の 團 圃 圏

(囮)、 〈insufficentia>… 〈insufficentia>[不 十 分 さ]の 團 圏 、 〈onera

biles>… 〈onerabilis>[負 担 を 負 う]の 圏 囲 国 、 〈existunt>… 〈exisisto>

[出 て く る]の 囲 国 圏 。

<2834>quandodispositioreferripotestadduasresitaquod

secundumrelationemunamvitieturetsecundumalteramutil

issit,tumfaciendaestrelatioadillamutvaleatdispositio.

[Relati6estfaciendaadillam,utdispositi6valeat,tum,quand

6dispositi6potestreferrladresduasita,quodvitietursecundu

mrelati6nemUnametsitUtilissecundumalteram.](6Co.Rep.76)

「[あ る]措 置 が 、 一 つ の 関 係 に 従 え ば 無 効 と な り 、 そ し て 、 他 方 の[関 係]
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に 従 え ば 有 効 で あ る 、 と い う よ う に し て 、 二 つ の 事 柄 に 関 係 づ け ら れ る こ

と が 出 来 る と き に は 、[そ の]措 置 が 有 効 と 成 る よ う に 、 と い う あ の[こ と]

に 関 係 づ け が な さ れ る べ き で あ る 。」 〈relatio>… 「関 係 づ け 」、 〈facienda>

… 〈facio>[な す]の 國 囮 〈faciendus>[な さ れ る べ き[で あ る]]の 團 國 国 、

〈dispositio>… 「措 置 」、 〈referri>… 〈referro>[関 係 づ け る]の 図 囲 困 、 〈v

itietUr>… 〈VitiO>[無 効 と 宣 言 す る]の 圏 図 囲 国 團 、 〈relatiOnem>… さ き

の 〈relatio>の 團 因]。 ※ 國 圏 → 〈1>。 〈ita～,quod>は 一 種 の 相 関 語 で あ る 。

「有 効 と 無 効 」 → 「索 引 」

〈2835>Quandodiversidesideranturactusadaliquemstatum

perficiendum,plusrescipitlexactumoriginalem.[Lexrespici

tactumoriginalemplUs,quand6actUsdlversldeslderanturads

tatumaliquemperficiendum.](10Co.Rep.49)「 あ る 地 位 を 作 り あ げ

る た め に 異 な る 行 為 が 求 め ら れ る と き に は 、 法 律(法)は 元 来 の 行 為 を い

っ そ う 多 く 考 慮 す る 。」 〈respicit>… 〈respicio>[注 目 す る]の 囲 国 團 、 〈o

riginalem>… 〈originalis>[本 源 的 な]の 團 囲 因]、 〈diversi>… 〈diversus>

[異 な っ た]の 圏 囲 国 、 〈desiderantur>… 〈desidero>[求 め る]の 図 國 国

雁]、 〈perficiendum>…<perficio>[完 成 す る]の 國 囮 〈perficiendus>[完

成 さ れ る べ き[で あ る]]の 團[到 因]。 ※ 國 囮 → 〈1>。 〈adstatumperficie

ndum>の と こ ろ の 〈perficiendum>は 、そ の 形 の う え で 動 形 容 詞 と も 動 名 詞

と も と れ る が 、 こ こ で は 、 古 典 ラ テ ン 語 の 読 み と き の 手 順 に し た が っ て 、

動 形 容 詞 と と ら え る こ と に し た 。 も っ と も 、 訳 の 変 換 が な さ れ る の で 、 結

果 的 に は 意 味 は 同 じ に な る 。 『新 ラ テ ン 語 文 法 』 §597の 説 明 を 参 照 。 「動 形

容 詞 と 動 名 詞 の 密 接 な 関 係 」 → 〈153>・ 〈1540>

〈2836>Quandoduojurainunapersonaconcurrunt,ae吼uum

estacsiessentdiversis.[Estaequum,acslessentdlversls,qu

and6jUraduoc6ncurruntinpers6naUna.](σZρ.D.19,1,10;4Co.

Rep.118;Broom.Max.531;2Prest.Abs.Tit.449)「 二 つ の 権 利 が 一 人 の

[同 じ]人 の 下 で 競 合 す る と き に は 、 あ た か も そ れ ら が 別 の[人 々]の 下

に 於 い て 存 在 す る か の よ う に[扱 う の が]、 衡 平 で あ る 。」 〈diversis>… 〈di

VerSU・ 〉[異 な っ た]の 國 図 圏(囮)、 〈・・n・UrrUnt>… 〈・・n・Urr・ 〉[競

合 す る]の 囲 国 國 。

〈2837>Quandojusdominiregisetinsimulsubditiconcurru

nt,jusregispraeferridebet.[JUsregisdebetpraeferri,quand6

jUsregisdominletsubditlc6ncurruntInsimul.](5Co.Rep.47a;9

Co,Rep.129b,Co.Litt,30b;Broom,Max.69)「 支 配 者 で あ る 国 王 の 権 利 と

臣 下 の[権 利 が]同 時 に 競 合 す る と き に は 、 国 王 の 権 利 が 優 先 さ せ ら れ る

べ き で あ る 。」 〈praeferri>… 〈praeferro>[優 先 さ せ る]の 図 囲 匠]、 〈sub
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diti>… 〈subditus>[臣 下]の 團[圃 、 〈concurrunt>… 〈concurro>[競 合 す

る]の 囲 国 國 。

<2838>Quandolexaliquidalicuiconcedit,concederevidetur

idsinequoresipsaessenonpotest.[Id,sinequ6resipsan6

npotestesse,videturconcedere,quand61exconceditaliquidali

qui.](5Co,Rep,47a;3Kent.Com.42)「 法 律(法)が あ る も の を あ る

人 に 付 与 す る と き に は 、 そ れ は 、 そ の も の 自 体 が 存 在 す る の に 不 可 欠 な も

の[も]付 与 す る も の と 見 ら れ る 。」 〈concedere>… 〈concedo>[付 与 す る]

の 囲 囲 、 〈concedit>… さ き の 〈concedo>の 囲 国 團 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が

見 え る 。 主 語 の 〈id>は 、 〈videtur>と 〈concedere>の 双 方 に か か る 。 国 困 →

〈98>

<2839>Quandolexaliquidalicuiconcedit,omniaincidentia

taciteconceduntur。[Incidentiaomniaconcedunturtacite,quand

61exconceditaliquidalicui.](2Co.Inst.326)「 法 律(法)が あ る も

の を あ る 人 に 付 与 す る と き に は 、 付 随 す る[も の]す べ て が 暗 黙 の 内 に 付

与 さ れ る 。」 〈incidentia>… 〈incido>[お ち こ む]の 囲 囹 〈incidens>の 圏 囲

国(囮)、<conceduntur>…<concedo>[ゆ ず る]の 図 囲 国 圏 、<conce

dit>… さ き の 〈concedo>の 囲[ヨ 團 。 ※ 「主 と 従 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(主)

と ホ ン ネ(従)」 → 「索 引 」。

〈2840>Quandolexestspecialis,ratioautemgeneralis,gene

ratiterlexestintelligenda.[Lexestintelligendageneraliter,qu

and61exestspecialis,autemrati6generalis.](2Co.Inst.83;10

Co.Inst.101)「 法 律(法)は 特 別 で あ る が 、 し か し[そ の]理 が 一 般 的[で

あ る]と き 、 法 律(法)は 一 般 的 に 理 解 さ れ る べ き で あ る 。」 〈intelligend

a>… 〈intelligo>[理 解 す る]の 國 圏 〈intelligendus>[理 解 さ れ る べ き[で

あ る]]の 團 國 国 、 〈specialis>… 〈specialis>[特 別 の]の 團 國 国 。 ※ 國 囮

→ 〈1>、 「一 般 と 特 別 」 → 「索 引 」、 「法 律(法)と 理 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ

エ(一 般)と ホ ン ネ(特 別)」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン

ネ(理)」 → 「索 引 」。

〈2841>Quandolicetid⊂1uodmajus,videturetlicereidquo

dminus.[Etid,quodminus,videturlicere,quand6id,quodma

jus,licet.](Pα ㍑Z.D.50,17,110pr.;Shep.Touch.429)「(い っ そ う)大

き[い]も の が 許 さ れ る と き に は 、(い っ そ う)小 さ い も の も 許 さ れ る も の

と 見 ら れ る 。」 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈id>は 、 〈videtur>と 〈l

icere>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 「大(多)と 小(少)」 → 「索 引 」

<2842>quandomuliernobilisnupseritigno1⊃ili,desinitesse

nobilis.[Desinitessen6bilis,quand6muliern6bilisnUpseritig
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n6bili.](4Co.Rep.118;6Co.Rep.53b)「 高 貴 な 婦 女 が 卑 し い[男]と

婚 姻 し た と き に は 、 彼 女 は 高 貴 な[人]で あ る こ と を 止 め る 。」 〈desinit>

… 〈desino>[や め る]の 囲 国 團 、<nobilis>… 〈nobilis>[高 貴 な]の 團 國

国 、 〈mulier>… 「婦 女 」、 〈nupserit>… 〈nubo>[婚 姻 す る]の 國 囲 国 團 、

〈ignobili>… 〈ignobilis>[卑 し い]の 團 囲 團 。 ※ 〈nubo>は 与 格 を と る 。

〈2843>QuandoPlusfit噌uamfieridebet,videturetiami1111d

fieri唖110dfacielldumest.[Etiamillud,quodestfaciendum,vi

deturfierl,quand6plUs,quamdebetfierl,fit.](Broom,Max.177

;5Co.Rep.115a;8Co.Rep.85a)「 な さ れ る べ き こ と 以 上 の[こ と]が

な さ れ る と き に は 、 な さ れ る べ き で あ る あ の[こ と]さ え も な さ れ る も の

と 見 ら れ る 。」 〈faciendum>… 〈facio>[な す]の 國 圏 〈faciendus>([な さ

れ る べ き[で あ る]])の 團 圃 国 。 ※ 國 囮 →<1>。 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え

る 。 主 語 の 〈illud>は 、〈videtur>と 〈fieri>の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>。 〈p

lus～quam>は 比 較 の 構 文 で あ る 。

〈2844>Quando吼uodagononvaletutago,valeat吼uantumv

alerepotest.[Quantumpotestvalere,valeat,quand6,quodag6,

n6nvalet,utag6.](Troupv.Blodget,16Johns.(N.Y.)172,178;Va

ndervolgenv.Yates,3Barb.Ch.(N.Y.)242.261)「 私 が 意 図 す る[こ と が]

私 が 意 図 す る よ う に は 効 力 を 持 た な い と き に は 、 そ れ が 効 力 を 持 つ こ と が

出 来 る 限 り で 、 そ れ が 効 力 を 持 つ よ う 。」 〈2658>・ 〈2845>・ 〈3066>

<2845>quandoresnonvaletutago,valeatquantumvalere

potest.[Quantumpotestvalere,valeat,quand6resn6nvalet,ut

ag6.](Broom,Max.543;2Sm.L.C.294;6East.105;1H.Bla.614

;78Pa.219;16Johns.(N.Y.)172;3Barb.(N.Y.)242;Cowp.600)「 物

事 が 私 が 意 図 す る よ う に は 効 力 を 持 た な い と き に は 、 そ れ が 効 力 を 持 つ こ

と が 出 来 る か ぎ り で 、 そ れ が 効 力 を 持 つ よ う 。」 〈2658>・ 〈2844>・ 〈3066>

〈2846>Quandoverbaetmenscongruunt,nonestinterpretat

ionilocus.[Locusn6nestinterpretati6ni,quand6verbaetmens

congruunt.]「 文 言 と 意 図 と が 合 致 す る と き に は 、 解 釈 に は 余 地 は 存 在 し

な い 。」 〈locus>… 「場 所 」、 〈mens>… 「意 図 」、 〈congruunt>… 〈congruo>

[合 致 す る]の 囲 国 圏 。 ※ 「文 言 と 意 図 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(文 言)

と ホ ン ネ(意 図)」 → 「索 引 」。

〈2847>Quandoverbastatutisuntspecialia,ratioautemgen

eralis,generaliterstatutllmestilltelligendllm.[StatUtumesti

ntelligendumgeneraliter,quand6verbastatUtlsuntspecialia,au

temrati6generalis.](10Co.Rep.101b)「 制 定 法 の 文 言 が 特 別 な も の

で あ る が 、 し か し 、 理 が 一 般 的[で あ る]と き に は 、 制 定 法 は 一 般 的 に 理
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解 さ れ る べ き で あ る 。」 〈statutum>… 「制 定 法 」、 〈intelligendum>… 〈int

elligo>[理 解 す る]の 國 圏 〈intelligendus>[理 解 さ れ る べ き[で あ る]]

の 團 圃 国 、 〈statuti>… さ き の 〈statutum>の 團 國 、<specialia>…<specia

lis>[特 別 の]の 國 圃 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>、 「一 般 と 特 殊(特 別)」 → 「索 引 」、

「タ テ マ エ(一 般)と ホ ン ネ(特 殊)」 → 「索 引 」。

〈2848>QuantllmPossesum,talltumP「aesc「iPtum°[P「aesc「IPtu

mtantum,quantumpossessum.]「 占 有 さ れ た[状 況 に あ る]だ け の[も

の]が 、 時 効 に 掛 っ た[も の][で あ る]。 」 〈praescriptum>…<praescrib

o>[時 効 に か け る]の 囲 囹 〈praescriptus>の 團 圃 国 、 〈possessum>'"〈p

ossideo>[占 有 す る]の 匠1囹 〈possessus>の 團 匝]国 。 ※ 動 詞 が 二 つ 省 略 さ

れ て い る 。 〈tantum～,quantum>は 相 関 語 で あ る 。

<2849>quatenllsclljllsintersit,infacto,noninjllreconsis

tit.[Quatenusintersitcujus,c6nsistitn6ninjure,infact6.](P

α㍑Z.D.50,17,24)「 誰 か あ る 人 の 利 害 関 係 が ど の 程 度 の も の か の 判 断 は 、

法 の 中 に で は な く[て]、 事 実 の 中 に 在 る 。」 〈consistit>… 〈consisto>[も

と つ く]の 囲 国 團 。 ※ 〈intersum>は 、 非 人 称 的 な 意 味 の 場 合 、 属 格 を 支

配 す る の で 、 〈quis>[あ る 者]の 単 数 男 性 属 格 の 〈cujUS>が き て い る 。 主

語 の 〈aliquis>の 省 略 形 〈quis>に は よ く お 目 に か か る が 、 こ の 属 格 形 は か な

り 珍 し い 例 の よ う に 思 わ れ る 。 こ こ を 関 係 代 名 詞 の 一 変 化 型 で あ る 〈cuju

s>と う け と っ た り す る と そ れ が む し ろ 自 然 で あ る が 、 読 み は 乱 れ る 。

「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」、 「法 と 事 実 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ

(法)と ホ ン ネ(事 実)」 → 「索 引 」。

〈2850>Quemadmodumadquaestionemfactinonrespondent

judices,itaadquaestionemjurisnonrespondentjuratores.[J

urat6resn6nrespondentadquaesti6nemjUrisita,quemadmodum

jUdicesn6nrespondentadquaesti6nemfactl.](Co.Litt.295b)「 裁

判 官 が 事 実 の 問 題 に 答 え な い の と 同 じ よ う に 、 そ の よ う に 、 陪 審 員 は 法 の

問 題 に は 答 え な い 。」 〈juratores>… 〈jurator>[陪 審 員]の 國 国 、 〈respon

dent>… 〈respondeo>[答 え る]の 囲 国 圏 、 〈quaestionem>… 〈quaestio>

[問 題]の 團 因]。 ※ 〈ita～,quemadmodum>は 相 関 語 で あ る 。 「法 律 問 題

と 事 実 問 題 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(事 実)」 → 「索

引 」。

〈2851>Quiabjuratregnumadmittitregnum,sednonregem;

patriam,sednonpatrempatriae.[Qulabjuratregnum,admitti

tregnum,sedn6nregem;patriam,sedn6npatrempatriae.](7

Co.Rep.9)「 王 国 を 捨 て る[人 は]、 王 国 か ら 離 れ る が 、 し か し 国 王 か ら 離

れ る の で は な い 。 従 っ て 、 彼 は 、 祖 国 か ら[離 れ る]が 、 国 の 父 か ら[離
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れ る の で は]な い 。」 〈abjurat>… 〈abjuro>[す て る]の 囲 国 團 、 〈regnu

m>… 〈regnum>[王 国]の 團 圃 、 〈admittit>… 〈admitto>[は な す]の 國 国

團 、<patriam>… 〈patria>[祖 国]の 團 因]、 〈patrem>…<pater>[父]の 團

因]、 〈patriae>… 〈patria>[祖 国]の 團 圏 。

〈2851翫s>Quiaccusarevolunt,probationeshaberedebent.[Q

ulvoluntaccUsare,debenthabereprobati6nes.]「 告 訴 す る こ と を 望

む[人 は]、 証 明 を 持 つ べ き で あ る 。」。

<2852>Quiaccusatintegraefamaesit,noncriminosus.[QuI

accUsat,sitfamaeintegrae,n6ncrimin6sus.](Brac.Fol.118b;3

Co.Inst.26)「[他 人 を]告 訴 す る[人 は]、 完 壁 な 名 声 の 持 ち 主 で あ る べ き

で あ っ て 、 犯 罪[者][で あ っ て は な ら]な い 。」 〈famae>… 〈fama>[名 声]

の 團 國 、 〈integrae>… 〈integer>[完 全 な]の 團 國 圓 、<criminosus>… 見

出 し 語 形 容 詞 で あ る 〈criminosus>[犯 罪 の]が 名 詞 化 し た も の 。 ※ 〈fama

eintegrae>は 二 連 の 属 格 で あ る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索

引 」

〈2853>Quiac"uiritsibi,ac唖uirithaeredibus(heredibus).[QuI

acqulritsibi,acqulrithaeredibus(heredibus).](Tray.Lat.Max496

;2Bl.Com.250,273;Broom,Max.517)「 自 身 の た め に[あ る も の を]

取 得 す る[人 は]、 相 続 人 の た め に 取 得 す る 。」 〈acquirit>… 〈acquiro>[手

に い れ る]の 囲 国 團 。

<2854>quiactioneshabetadremrecuperandam,ipsamrem

haberevidetur.[Quihabetactionesadremrecuperandam,videt

urhabereremipsam.](Pα ㍑Z.D.50,17,15)「 物 を 取 り も ど す た め の 訴

権 を 持 つ[人 は]、 物 自 体 を 持 つ も の と 見 ら れ る 。」 〈recuperandam>… 〈r

ecupero>[と り も ど す]の 國 圏 〈recuperandus>[と り も ど さ れ る べ き[で

あ る]]の 團 國 因]。 ※ 國 囮 → 〈1>。 「動 形 容 詞 と 動 名 詞 の 密 接 な 関 係 」 → 〈1

53>・ 〈1540>。 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 〈qui>の 先 行 詞 に 相 当 し 、 隠

れ て い る 関 係 代 名 詞 の 主 語 は 、〈videtur>と 〈habere>の 双 方 に か か る 。 国 匠]

→ 〈98>Q〈1831>・ 〈1857>・ 〈2587>

〈2854わfs>Quiactore(auctore)jlldicecomparavit,bonaefidei

possesorest.[Qulcomparavit,judiceact6re(auct6re),estposse

ssorfideibonae.]「 裁 判 官 を 行 為 者(助 成 者)と し て[あ る も の を]得

た[人 は]、 善 意 の 占 有 者 で あ る 。」 〈comparavit>… 〈comparo>[取 得 す る]

の 囲 国 團 、 〈auctore>… 〈auctor>[助 成 者]の 團 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文

が 見 え る 。 「名 詞(judice)フ ゜ラ ス 名 詞(actore(auctore))」 型 で 、 そ の 意

味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 囮 團 → 〈22>。 「信 義 誠 実 ・ 誠 意 ・ 善 意 」 → 「索

引 」。
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〈2855>Quiactumhabet,11abetetiter.[Quihabetactum,ha

betetiter,](σZ .ρ,D.8,34pr.;∫.J.2,3,pr.)「 家 畜 荷 車 通 行 権 を 持 つ[人

は]、[人 の]通 行 権 も 持 つ 。」<actum>… 〈actus>[家 畜 通 行 権]の 團 因]、

〈iter>… 〈iter>[通 行 権]の 團 因]。 〈2896>

〈2856>Quiadagendumadmittitur,estadexcipiendummult

omagisadmittendus.[Quladmittituradagendum,estadmitten

dusadexcipiendummult6magis,](σZp.D.50,17,156,1;D,43,18,1,

4;Lib.Sex.5,13,71)「 訴 え る こ と を 認 め ら れ て い る[人 が]抗 弁 を 提 起

す る こ と を 許 さ れ る べ き な の は 、 も ち ろ ん で あ る 。」 〈admittitur>… 〈admi

tto>[認 め る]の 図 囲 国 團 、 〈agendum>… 〈ago>[訴 え る]の 國 囮 〈agen

dum>の 因](團)、 〈excipiendum>… 〈excipio>[抗 弁 を 提 出 す る]の 國 囮 〈e

xcipiendum>の 因](團)、<admittendus>… 〈admitto>[認 め る]の 見 出 し

語 國 囮[認 め ら れ る べ き[で あ る]]。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>、 國 囮 → 〈1>。

〈2857>Quiadimitmediumdirimitfinem.[Quiadimitmedium,

dirimitfinem.](Co.Litt.161)「 中 間 の 物 を 奪 い と る[人 は]、 最 終 の 物

を 破 壊 す る 。」 〈adimit>… 〈adimo>[と り さ る]の 囲 国 團 、 〈medium>… 〈m

edium>[中 間]の 團 囲 、<dirimit>… 〈dirimo>[分 角準す る]の 囲 国 團 、 〈f

inem>… 〈finis>[結 末]の 團 因]。 ※ 「中 間 と 目 的(物)」 → 「索 引 」

〈2858>Quiagit,ejusestprobare.[Probareestejus,quiagit.]

「証 明 す る こ と は 訴 え る 人 の 義 務 で あ る 。」 ※ 〈ejus>と い う 「属 格 の 訳 し か

た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」

〈2859>Quialienojureutitur,eodemjureutidebet.[Quiuti

turjUrealien6,debetUtijUree6dem.]「 他 人 の 権 利 を 用 い る[人 は]、

[そ の 人 の 持 つ 権 利 と]同 じ 権 利 を 用 い る べ き で あ る 。」 〈utitur>… 圖 〈ut

or>[用 い る]の 囲 国 團(図)。

<2859わfs>quialienonomineobligatur,fidejussorvocatur.[Q

uiobligaturn6minealien6,vocaturfidejussor.]「 他 人 の 名 で 債 務 関

係 に 拘 束 さ れ る[人 は]、 信 命 人 と 呼 ば れ る 。」 〈vocatur>… 〈voco>[よ ぶ]

の 図 囲 国 團 、 〈fidejussor>… 「信 命 人 」。

〈2860>Quialiisnocent,utinaliosliberalessint,ineadem

suntinjustitia,utsiinsuamremalienaconvertant.[Qulnoc

entaliis,utsintliberalesinali6s,suntininjUstitiaeadem,ut

siconvertantalienainremsuam.](Cic.De.Off.1,14,42)「[あ る]

他 の[人 々]に 対 し て 気 前 よ さ を 示 す た め に[そ の]他 の[人 々]を 害 す

る[人 は]、 自 身 が 他 人 の[物]を 自 身 の 物 へ と 転 用 す る 場 合 に[生 ず る]

の と 同 じ 不 正 の 中 に 在 る 。」 〈nocent>… 〈noceo>[害 す る]の 囲 国 國 、 〈li

berales>… 〈liberalis>[気 前 の よ い]の[園[劉 国 、 〈injustitia>… 〈injustit
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ia>[不 正]の 團 團 、 〈convertant>… 〈converto>[向 き を 変 え る]の 囲 国

[園 、 〈aliena>… 〈alienus>[他 人 の]の 圏 團 因]。 ※ 〈eadem～,ut>は 相 関

語 で あ る 。

〈2861>Quialiquidstatueritparteinauditaaltera,aequumli

cetstatuerit,haudaequusfuerit.[Quistatueritaliquid,parte

alterainaudlta,fueritaequushaud,licetstatueritaequam.](4

Bl.Com,283;6Co,Rep.52a)「 他 方 の 当 事 者[の 言 分]が 聴 か れ な い ま ま

に あ る こ と を 決 定 し た[人 は]、 た と え こ の 人 が 衡 平 な[こ と]を 決 定 し た

と し て も 、 ま っ た く 衡 平 で は な か っ た 。」 〈statuerit>… 〈statuo>[決 定 す

る]の 圏 囲 国 團 、 〈parte>… 〈pars>[側]の 團 圏 、 〈inaudita>… 〈inaudi

tus>[聴 か れ な い]の 團 國 團 。 ※ 絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(pa

rte)プ ラ ス 完 了 分 詞(inaudita)」 型 で 、 そ の 意 味 は 「～ な が ら 」 で あ る 。

囮 圏 → 〈22>

〈2862>Quialteripossidet,nonpraescribit.[Quipossidetalt

eri,n6npraescribit.]「 他[人]の た め に 占 有 す る[人 は]、 時 効 取 得 し

な い 。」 〈praescribit>… 〈praescribo>[時 効 取 得 す る]の 國 国 團 。

<2863>Quialteriusjureutitur,eodemjureutidebet.[Qulu

titurjUrealterius,debetUtijUree6dem.](σZp.D.36,2,14,3;Pothi

erTr.DeChange,Pt.L.C.4,§114;Broom,Max.473)「 他[人]の 権 利 を

用 い る[人 は]、[そ の]同 じ 権 利 を 用 い る べ き で あ る 。」

<2864>QuiapPellatprior,agit.[QulapPellatprior,agit.](Pα

㍑Z.D.5,1,29)「 い っ そ う 前 に 上 訴 す る[人 は]、 訴 え る 。」 〈appellat>… 〈a

PPello>[上 訴 す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈prior>は 形 容 詞 の 述 語 的 用 法 の 例 で 、

「い っ そ う ま え に 」と い う 副 詞 風 の ニ ュ ア ン ス に な る 。「形 容 詞 の 訳 し か た 」

→ 〈55>

<2865>QuiapProbat,nonreprobat.[QulapProbat,n6nreprob

at.]「 是 認 す る[人 は]拒 絶 し な い 。」 〈approbat>… 〈approbo>[是 認 す る]

の 囲 国 團 、 〈reprobat>… 〈reprobo>[手 巨絶 す る]の 囲 国 團 。

〈2866>Quibenedistinguit,benedocet.[Quidistinguitbene,

docetbene,](2Co,Inst.470)「 良 く 区 別 す る[人 は]良 く 教 え る 。」 〈di

stinguit>… 〈distinguo>[区 別 す る]の 囲 国 團 、<docet>… 〈doceo>[教 え

る]の 囲 国 團 。

〈2867>Quicaditasyllaba,caditatotacausa。[Quicaditas

yllaba,caditacausat6ta.](Brac,Fol.211;1Sharsw,Bl.Com.407)

「字 句 か ら 外 れ る[人 は]、 事 案 全 体 か ら 外 れ る 。」 〈cadit>… 〈cado>[お

ち る]の 囲 国 團 、 〈syllaba>… 〈syllabus>の 團 圏 。

〈2868>Quicapit,illefacit.[Ille,quicapit,facit.]「 捕 え る あ の
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人 は 行 な う 。」 〈capit>… 〈capio>[捕 え る]の 囲 国 團 。

〈2869>Quicertusest,certiorariulteriusnonoportet.[QuI

estcertus,n6noportetcerti6rarlulterius.](Lib.Sex.5,13,31)「 確

報 を 受 け て い る[人 に]、 さ ら に 知 ら さ れ る 必 要 は な い 。」 〈certus>… 「た

し か な 」、 〈certiorari>… 〈certioro>[詳 細 に 知 ら せ る]の 図 囲 困 。 〈314>

・ 〈786>

〈2870>Quiclamdelin⊂1uunt,magisdeli11唖ullntqllamqllipal

am.[Quldelinquuntclam,delinquuntmagis,quam,qulpalam.]

「秘 か に 犯 罪 を 犯 す[人 は]、 公 然 と[犯 罪 を 犯 す][人]以 上 に 犯 罪 を 犯

す 。」 〈delinquunt>… 〈delinquo>[犯 罪 を 犯 す]の 囲 国 圏 。 ※ 〈magis～

quam>は 比 較 の 構 文 で あ る 。 「秘 か に と 公 然 と 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(公

然 と)と ホ ン ネ(秘 か に)」 → 「索 引 」。

〈2871>Quiconceditaliquid,concederevideturetidsinequ

oconcessioestirrita,sinequoresipsaessenonpotuit.[Qui

conceditaliquid,videturconcedereetid,sinequ6concessi6est

irrita,sinequ6resipsan6npotuitesse.](11Co.Rep.52)「 あ る

も の を 付 与 す る[人 は]、 付 与 が 有 効 で あ る た め に 不 可 欠 で あ る も の 、[お

よ び][そ の]物 自 体 が 存 在 す る の に 不 可 欠 で あ っ た も の も 、 付 与 す る も の

と 見 ら れ る 。」 〈concedit>… 〈concedo>[付 与 す る]の 囲 国 團 、 〈concede

re>… さ き の 〈concedo>の 囲 困 、 〈concessio>… 「付 与 」、 〈irrita>… 〈irrit

us>[無 効 な]の 團 因 国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係

代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈concedere>の 双 方 に か か る 。 国 圏 →

〈98>

〈2872>Quiconfirmat,nihildat.[Quic6nfirmat,datnihiL](2

Bouv.Inst,2069)「 確 認 す る[人 は]、 な に も 与 え な い 。」 〈confirmat>… 〈c

onfirmo>[確 認 す る]の 囲 国 團 。

〈2873>Quiconfitetur,proximeinnocentiamest.[Quic6nfite

tur,estproximeinnocentiam.](Psendo-Seneca,DeMoribus,94)「 自

白 す る[人 は]、 潔 白 さ に 極 め て 近 い と こ ろ に 居 る 。」 〈confitetur>… 圖 〈c

onfiteor>[自 白 す る]の 囲 国 團(図)、 〈innocentiam>'"〈innocentia>[潔

白]の 團 因]。 ※ 〈proximus>[き わ め て 近 い]と い う 最 上 級 形 容 詞 は 、 〈in

nocentiam>と い う よ う な 対 格 を と る こ と が あ る 。 こ こ で は 副 詞 の か た ち を

と っ て あ ら わ れ て い る 。

〈2874>QuicontemnitP「aecePtum,contemllitP「aeciPientem°

[Qulcontemnitpraeceptum,contemnitpraecipientem.](12Co,R

ep.97)「 命 令 を 軽 蔑 す る[人 は]、 命 令 す る[人]を 軽 蔑 す る 。」 〈contem

nit>… 〈contemno>[軽 蔑 す る]の 囲 国 團 、 〈praecePtum>'"〈P「aecePtu
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m>[命 令]の 團 因]、 〈praecipientem>… 〈praecipio>[命 令 す る]の 囲 囹 〈P

・aecipi・n・ 〉の 團 囲 圃(囲)。

<2875>quicontrajuramercatur,bonamfidempraesumitur

nonhabere.[Quimercaturcontrajura,praesumiturn6nhabere

fidembonam.](C.J.11,48,7,3;Lib.Sex.5,13,82)「 法 に 反 し て 取 引 す

る[人 は]、 誠 意 を 持 た な い も の と 推 定 さ れ る 。」 〈mercatur>… 圖 〈mercor>

[取 引 す る]の 囲 国 團(図)。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る

関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈praesumitur>と 〈habere>の 双 方 に か か る 。

国 囲 → 〈98>、 「信 義 誠 実 ・誠 意 ・ 善 意 」 → 「索 引 」。

〈2876>Quiculpaeignoscituni,suadetpluribus.[Quiign6sci

tculpaeUnl,suadetplUribus.](Syr,533,776)「 た だ 一 つ の 過 失 を 赦

す[人 は]、 多 く の[過 失]を 勧 め る 。」 〈ignoscit>… 〈ignosco>[赦 す]の

囲 国 團 、 〈suadet>… 〈suadeo>[説 得 す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈ignosco>も 〈s

uadeo>も 、 与 格 を と る 。

〈2877>Quicumaliocontrallit,velestveldebetessenonig

naruscondicionisejlls.[Qulcontrahitcumali6,velestn6nIgn

aruscondici6nisejus,veldebetesse.](σZP.D.50,ヱ7.19pr.;Story,

Confl.§76)「 他 の[人]と 契 約 を 締 結 す る[人 は]、 そ の[人]の 状 況 に 関

し て 、 あ る い は[現 に]不 知 で は な い か 、 あ る い は 不 知 で あ っ て は な ら な

い よ う な 状 態 に 在 る べ き で あ る 。」 〈ignarus>… 「知 ら な い 」。 ※ 〈ignarus>

は 属 格 を 支 配 す る 形 容 詞 で あ る 。 〈vel～vel>は 相 関 語 で あ る 。 「属 格 を ひ

く 形 容 詞 」 → 「索 引 」

〈2878>Quidatfinem,datmediaadfinemnecessaria.[Quid

atfinem,datmedianecessariaadfinem.](Commonwealthv.Andr

ews,3Mass,129)「 目 的 を 与 え る[人 は]、 目 的 へ の 必 要 な 手 段[も]与

え る 。」 〈finem>… 〈finis>[目 的]の 團[瑚 、<media>… 〈medium>[中 間]

の[國 因]、 〈neCeSSaria>… 〈neCeSSariUS>[必 要 な]の[園 圃 因]。 ※ 「目 的 と

手 段 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(目 的)と ホ ン ネ(手 殺)」 → 「索 引 」。 〈484>

・ 〈1510>・ 〈2952>

〈2879>Quidelegat,solvit.[Quldelegat,solvit.](σZ .ρ.D.16,ヱ,8,

3)「 指 図 す る[人 は]弁 済 す る 。」 〈delegat>… 〈delego>…[指 図 す る]の

囲 国 團 、 〈SOIVit>… 〈SOIVO>[弁 済 す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈SOIVit>に は 、 こ の

ほ か に 、 完 了 時 称 の 形 も あ る 。

〈2880>Quiderelin噌u1111tlegem,1audantimprobos.[Quldereli

nquuntlegem,laudantimprob6s.]「 法 律(法)を 無 視 す る[人 は]、

非 道 な[人]を 賞 讃 す る 。」 〈derelinquunt>… 〈derelinquo>[見 す て る]

の 囲 国 圏 、 〈laudant>… 〈laudo>[1ま め る]の 囲 国 圏 、 〈improbos>… 〈im
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P・・bu・〉[悪 い]の 國 囲 圃(囮)。

〈2881>Quidestrllitmedium,destrllitfillem.[Quldestruitme

dium,destruitflnem.](10Co.Rep.51b;Co.Litt.161a;Shep.Touch.

342)「 手 段 を 破 壊 す る[人 は]、 目 的[も]破 壊 す る 。」 〈destruit>… 〈des

truo>[破 壊 す る]の 囲 国 團 、 〈medium>… 〈medium>[中 間]の 團 圃 、 〈f

inem>… 〈finis>[目 的]の 團[劉 。 ※ 「目 的 と 手 段 」 → 「索 引 」

〈2882>Quidicitdeuno,negatdealtero.[Quldlcitdeun6,

negatdealter6.]「 た だ 一 つ の[こ と]に 関 し て 言 明 す る[人 は]、 他

の[こ と]に つ い て 否 定 す る 。」 〈negat>… 〈nego>[否 定 す る]の 囲 国 團 。

※ 「一 っ と 他 」 → 「索 引 」。 〈838>・ 〈860>・ 〈1320>

〈2883>Quidiffertpoenas,peccandilaxathabenas.[Quldiffe

rtpoenas,laxathabenaspeccandl.](CarminaBurama,6a,4)「 刑 罰

を[受 け る こ と を]延 ば す[人 は]、 犯 罪 を 犯 す こ と へ の 手 綱 を 緩 め る 。」 〈d

iffert>… 〈differo>[の ば す]の 囲 国 團 、 〈laxat>… 〈laxo>[と く]の 囲 国

團 、 〈habenas>… 〈habena>[手 綱]の 國 因]、 〈peccandi>… 〈pecco>[悪

事 を 犯 す]の 國 囮 〈peccandum>の[国(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>、 「犯

罪 と 刑 罰 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(犯 罪)と ホ ン ネ(刑 罰)」 → 「索 引 」。

〈2883わ ごs>Quidolodesiitpossidere,propossidentedamnatu

r,quiapropossessionedolusest.[Quidesiitpossideredol6,d

amnaturpr6possidente,quiadolusestpr6possessi6ne.]「 占 有 す

る こ と を 悪 意 で 止 め た[人 は]、 悪 意 が 占 有 に 代 わ る の で 、 占 有[者]と し

て 有 責 判 決 を 受 け る 。」 〈desiit>… 〈desino>[や め る]の 囲 国 團 、 〈damna

tur>… 〈damno>[有 責 判 決 さ れ る]の 図 囲 国 團 、 〈possidente>… 〈possi

deo>[占 有 す る]の 囲 囹 〈possidens>の 團 囲 團(囲)。

〈2883オ εr>Qllidomillusestsoli,dominusestcaelietinferor

um.[Qulestdominussoll,estdominuscaelletInferi6rum.]「 土

地 の 所 有 権 者 は 、 天 空 お よ び 地 下 の 所 有 権 者 で あ る 。」 〈caeli>… 〈caelum>

[天]の 團 國 、 〈inferiorum>… 〈inferi>(複 数 形)の 國 。

〈2884>Quievertitcausum,evertitcausatumfuturum.[Qui

evertitcausum,evertitcausatumfutUrum,](10Co.Rep.51)「 原 因 を

破 壊 す る[人 は]、 将 来 の 結 果 を 破 壊 す る 。」 〈evertit>… 〈everto>[滅 ぼ す]

の 囲 国 團 、 〈causatum>… 〈causatum>[結 果]の 團 圃 、 〈futurum>…

〈futurus>[未 来 の]の 團 匝]因]。

〈2885>Quiexdamnatocoitunascuntur,illterliberosllonc

omputentur.[Qulnascunturexcoitudamnat6,n6ncomputentur

interllber6s.](Broom,Max.335;Co.Lit.8a)「 非 難 さ れ た 性 行 為 か ら 生

ま れ る[人 は]、 子 の 中 に は 算 え ら れ な い よ う 。」 〈nascuuntur>… 圖 くnas
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COr>[生 ま れ る]の 囲 国 圏(図)、 〈COitU>… 〈COitUS>[性 行 為]の 團 團 、

〈damnato>… 〈damno>[有 罪 判 決 を 下 す]の 匠1囹 〈damnatus>の 團 囲 圏 、

〈computentur>… 〈computo>[算 え る]の 圏 図 囲 国 圏 、 〈liberos>… 〈lib

eri>[子]の 因](複 数 形)。

〈2886>Quiexcessitfinesmandati,aliudfacerevidetur.[Qui

excessitflnesmandati,videturfacerealiud.](Pα ㍑Z.D.17,ヱ,5,ヱ)

「委 任 の 限 界 を 超 え た[人 は]、 他 の[こ と]を な す も の と 見 ら れ る 。」 〈e

xcessit>… 〈excedo>[こ え る]の 囲 国 團 、 〈fines>… 〈finis>[境 界]の 國

因]、 〈mandati>… 〈mandatum>[委 任]の 團 國 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見

え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈facere>の 双 方

に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈627>

<2887>Quiexcipit,nonfatetur.[Qulexcipit,n6nfatetur.](M

αrce.D.44,1,9)「 抗 弁 を 提 起 す る[人 は]自 白 し な い 。」 〈excipit>… 〈exci

pio>[抗 弁 を 提 起 す る]の 囲 国 團 、 〈fatetur>… 圖 〈fateor>[自 白 す る]

の 囲 国 團(図)。 〈836>

〈2888>Quiexcipit,probaredebet,唖uodexcipitur.[Qulexcpi

t,debetprobare,quodexcipitur.](CθZ.D.22,3,9)「 抗 弁 を 提 起 す る[人

は]、 抗 弁 と し て 提 起 さ れ る[こ と を]証 明 す る べ き で あ る 。」 〈excipit>…

〈excipio>[除 外 す る]の 囲 国 團 、 〈excipitur>… さ き の 〈excipio>の 図 囲 国

團 。

<2889>quiexllortatur,mandatorisoperanonfungitur.[QuI

exhortatur,n6nfungituroperamandat6ris.](Pαp.D.3,2,20)「 励 ま

す[だ け の][人 は]、 委 任 者 の 役 割 を 果 さ な い 。」 〈exhortatur>… 圖 〈exh

ortor>[は げ ま す]の 囲 国 團(図)、 〈fungitur>… 囲 〈fungor>[は た す]

の 國 国 團(図)、 〈opera>… 〈opera>[仕 事]の 團 圏 、 〈mandatoris>… 〈m

andator>[委 任 者]の 團 國 。 〈411>・ 〈793>・ 〈2011>・ 〈2368>

〈2890>Quifacitidquodplusest,facitidquodminusest,

sednonconvertitur。[Quifacitid,quodestplus,facitid,quod

estminus,sedn6nconvertitur.](Brac.207b)「(い っ そ う)多 い こ と

を な す[人 は]、(い っ そ う)少 な い こ と を な す 。 し か し 、 そ れ と 逆 方 向 の

こ と は 生 じ な い 。」<convertitur>…<converto>[向 き を 変 え る]の 図 囲 国

團 。 ※ 「大(多)と 小(少)」 → 「索 引 」

〈2891>Quifacitperalium,estperindeacsifaciatpersei

psum.[Qulfacitperalium,estperindeacslfaciatperseipsu

m.](σZ .ρ,D.26,7,5,3;Lib.Sex.5,13,72;Broom,Max.818;1Sharw.Bl.

Com.429;Story.Ag.440;7Man.&G.32f;16Mees.&W.20;8Sco.

N.R.590;6Cl.&F.600:9Cl.&F850;10Mas.155:11Metc.(Mass.)
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71;Bish.Writ.L.§93;Webb.Poll.Torts.8)「 他[の 人]を 通 じ て な す[人

は]、 あ た か も 彼 自 身 に 依 っ て な す よ う な も の で あ る 。」 ※ 〈perinde～,a

csi>は 相 関 語 で あ る 。 「自 身 と 他 人 」 → 「索 引 」。 〈2648>・ 〈2892>

〈2892>Quifacitperalium,facitperse.[Quifacitperalium,

facitperse.](Broom,Max.25,558,818;Story.Ag.§440;1Shars.B1.

Com.136;Metc,71;Co,Litt.258)「 他[の 人]を 通 じ て な す[人 は]自

身 に 依 っ て な す 。」※ 〈facitperse>の 位 置 に 〈estperinde,acsifaciat

perseipsum>[あ た か も 自 身 を 通 じ て な す か の よ う な も の で あ る]が 入

っ て く る 命 題 も あ る(σZp.D.26,7,5;Lib.Sex.5,13,72)。 「自 身 と 他 人 」

→ 「索 引 」。 〈2648>・ 〈2891>

〈2893>Quifralldemfitfrustraagit.[Qulfitfraudem,agitfru

sra.](2Rolle,17)「 詐 欺 を な す[人 は]、 行 な っ て も 無 益 で あ る 。」<fra

udem>… 〈fraus>[詐 欺]の 團 因]。 ※ 〈fit>は 、 本 来 は 、 「な さ れ る 」 を 意 味

す る が 、 こ こ で は 、 「な す 」 と い っ た 他 動 詞 的 な ニ ュ ア ン ス で 用 い ら れ て い

る 。 「〈frustra>系 の も の 」 → 「索 引 」

〈2894>Quillabetcommoda,ferredebetonera.[Qulhabetco

mmoda,debetferreonera.](Pα αZ.D.50,17,10)「 禾ll益 を 持 つ[人 は]、

負 担 を 負 う べ き で あ る 。」 〈commoda>… 〈commodum>[利 益]の[國 因]、 〈f

erre>… 〈fero>[は こ ぶ]の 囲 圏 、 〈onera>… 〈onus>[負 担]の 圏 因]。 ※

「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・危 険 ・負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」、 「ロ

ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。

〈2895>Quihabethaustum,iterquoquehaberevideturadha

uriendum.[Quihabethaustum,videturhabereiteradhauriendu

mquoque.](σZp.D.8,3,3,3)「 汲 水 権 を 持 つ[人 は]、 汲 水 の た め の 通 行

権 も 持 つ も の と 見 ら れ る 。」 〈haustum>…[汲 水]の 團 因]、 〈iter>… 〈iter>

[通 行 権]の 團 因]、 〈hauriendum>… 〈haurio>[汲 む]の 國 囮 〈hauriend

um>の 因](團)。 ※ 國 囮 → 〈1>。 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関

係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、〈videtur>と 〈habere>の 双 方 に か か る 。国 匠]→ 〈9

8>

〈2896>Quihabetiter,actllmnonhabet.[Qulhabetiter,n6n

habetactum.](σZp.D.8,34pr.)「 通 行 権[だ け]持 っ て い る 人 は 、[他

人 の 土 地 の 上 に]家 畜 荷 車 通 行 権 を 持 た な い 。」 〈iter>… 〈iter>[通 行 権]

の 團 因]、 〈actum>… 〈actus>[[他 人 の 土 地 の う え に]家 畜 を 通 ら せ る 権 利]

の 團 因]。 ※ 〈2855>〈Quiactumhabet,habetetiter.〉[家 畜 通 行 権 を 持

つ[人]は 、 通 行 権 も 持 つ]は 、 こ れ と 対 を な す 格 言 で あ る 。 こ れ ら 二 つ

の 役 権(servitus)は 、 土 地 に 関 す る 役 権 つ ま り 、 地 役 権 で あ っ た 。

最 古 の 時 代 か ら 、 さ き の 歩 道 ・乗 馬 道 用 の 役 権 〈iter>、 家 畜 通 行 用 の 役 権 くa
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ctus>の ほ か に 、 荷 物 運 搬 用 の 役 権 〈via>[車 通 行 役 権:さ き の 〈iter>と 〈ac

tus>を ま と め た も の]、 引 水 権(aquaeductus)(他 人 の 土 地 を 通 っ て 泉

や 川 か ら水 を ひ く 権 利)の 四 つ が あ り、 そ の 後 、 汲 水 権(水 を く み あ げ る

権 利)、 飲 水 権(家 畜 を 水 場 へ と 移 動 させ て 、 水 を 飲 ま せ る 権 利)、 放 収 権

(家 畜 を 放 牧 す る権 利)な ど が つ け く わ わ る 。 農 業 国 と し て ス タ ー ト し た

古 代 ロ ー マ の 、 土 地 利 用 に 関 す る 権 利 関 係 は 、 こ の よ うに か な り綿 密 に 組

み あ げ られ て い た 。 ロ ー マ 人 は 、古 い 時 代 の 多 く の 他 民 族 の 場 合 と 同 様 に 、

こ うい っ た 役 権 を 所 有 権 の よ うな も の と 感 じ と り 、 部 外 者 と の 摩 擦 か ら 自

身 の 生 活 を 守 っ て い た 、 と 言 わ れ て い る 。 一 方 、 た ん な る集 落 が 都 市 的 な

形 態 の も の へ と 進 化 す る に つ れ て 、 建 物 関 係 の 権 利 で あ る建 物 役 権 が 急 速

に 発 展 し て く る 。 古 代 に して は 超 過 密 都 市 で あ っ た ロ ー マ で は 、 丘 の 上 か

ら下 へ む か っ て つ ら な る 高 層 の 建 築 物 の な か に 多 数 の 人 が 身 を よ せ あ っ て

居 住 し て い た の で 、 生 活 上 の トラ ブ ル は 現 代 都 市 な み の も の で あ っ た 。 隣

接 地 へ と 雨 水 を 放 出 す る 権 利 、 雨 水 を 樋 を 用 い て 流 す 権 利 、 自身 の 建 物 の

梁 木 を 隣 家 の 梁 木 に さ しい れ て た が い に 建 物 を 補 強 し あ う権 利 、 隣 人 に 対

して 現 在 あ る も の よ り も 高 い 建 築 物 を 設 け る こ と を 禁 ず る権 利(日 照 や 風

を 確 保 す る た め の も の で あ る)、 出 窓 を つ く る 権 利 、眺 望 を 確 保 す る 権 利 な

ど は 、 古 代 に して は か な り高 レ ヴ ェ ル の も の で あ る 。 こ れ ら の 役 権 が 順 次

成 立 し て い っ た こ と は 、 そ れ だ け 、 土 地 や 建 物 の 利 用 に か ん し て 深 刻 な ト

ラ ブ ル が 日常 的 に発 生 して い た こ と を 意 味 す る も の と 考 え て よ い 。 こ こ か

ら権 利 意 識 も 自 意 識 も 強 い 、 「戦 う市 民 ・隣 人 」 と し て の ロ ー マ 人 の イ メ ー

ジ が うか び あ が っ て く る わ け で あ る 。 義 務 を認 識 す る 、 内 省 的 な 心 の も ち

よ う よ り も 、 と に か く権 利 を 主 張 し て い く 外 む き な 姿 勢 に な り が ち な 現 代

欧 米 人 に も そ の 流 れ は き ち ん と うけ つ が れ て い る 。 こ こ で 、 ロ ー マ 最 古 の

成 文 法 ・法 典 で あ る 一 二 表 法(前 五 世 紀)の うち の 残 さ れ た デ ー タ か ら 、

隣 人 間 の 法 規 制 の 断 片 を ひ ろ い あ げ て お こ う。 こ れ らの 、 相 隣 関 係 を 規 制

す る 法=規 制 は 、 遠 く現 代 ま で 到 達 し て い る 。 言 う ま で も な い こ と で あ る

が 、 役 権 は 当 事 者 相 互 の 話 し あ い で わ ざ わ ざ 設 定 し な け れ ば な らな い の に

対 し 、 相 隣 関 係 の 法 規 は 最 初 か らル ー ル を き ち ん と設 定 し て くれ て い る の

で 、 使 い 勝 手 は 、 公 権 力 を バ ッ ク に も っ て い る 後 者 の 方 が 、 よ い 。 ① 隣 人

所 有 の 樹 木 が 土 地 の 境 界 を こ え て 自身 の 土 地 に か ぶ さ っ て き て 、 日光 を さ

え ぎ る よ う な 場 合(南 の 国 ロ ー マ で も 、 陽 光 は 貴 重 な 天 然 資 源 で あ っ た)、

そ の 陰 に よ っ て 侵 害 され た 人 は 、 一 五 フ ィ ー トの 高 さ に ま で 問 題 の 枝 な ど

を か り こ む こ と を 隣 人 に 求 め る こ と が で き る(隣 人 が 求 め に お う じて 動 い

て く れ な い と き に は 、自 力 で そ の 作 業 を 貫 徹 す る こ と も で き る)。 ② こ ち ら

の 方 へ の び て き た 樹 木 の 根 に つ い て も 、 類 推 的 な 扱 い に な る 。 ③ 果 樹 な ど

の 所 有 者 は 、 隣 地 に 落 下 して し ま っ た 果 実 な ど を 、 一 日お き に な ら 、 隣 地
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に と り に 入 っ て も よ い 。 ④ 隣 地 か ら 、 煙 、 水 な ど が 排 出 さ れ て く る と き 、

そ の 程 度 が 通 常 の も の で あ る か ぎ り 、 被 害 を こ う む っ て い る 側 は 認 容 し な

け れ ば な ら な い 。 ⑤ 境 界 壁 が 轡 曲 し て く る の は 、 二 分 の 一 フ ィ ー ト ま で な

ら 、 認 容 し な け れ ば な ら な い 。 ⑥ 建 物 ・ 土 地 間 に 五 フ ィ ー ト の 間 隔 を お か

な け れ ば な ら な い ほ か 、 直 線 道 路 で は 八 フ ィ ー ト 、 曲 折 個 所 で は 一 六 フ ィ

ー ト の 幅 員 を そ れ ぞ れ 確 保 す る こ と が 必 要 で あ る 。 〈2885>

〈2897>Quillabetjllrisdictionemabsolvendi,11abetjurisdicti

onemligandi.[Qulhabetjurisdicti6nemabsolvendl,habetjurisd

icti6nemligandi.](Pα ㍑Z.D.42,1,3;12Co.Rep.59f.)「 解 除 す る こ と の

裁 判 権 を 持 つ[人 は]、 義 務 づ け る こ と の 裁 判 権 を 持 つ 。」 〈jurisdictione

m>… 〈jurisdictio>[裁 判 権]の 團 因]、 〈absolvendi>… 〈absolvo>[解 く]

の 國 囮 〈absolvendum>國(團)、 〈ligandi>… 〈ligo>[結 ぶ]の 國 囮 〈liga

ndum>の 圏(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>。 「義 務 づ け と 解 除 」 → 「索

引 」

〈2898>Quihaeretinlittera,haeretincortice.[Quihaereti

nlittera,haeretincortice.](Broom,Max.466;685;Co.Litt.283b

;289;5Co.Rep.4b;11Co.Rep.34b;12East.372;9Pic(Mass)31

7;22Pic.557;1.S.&R.(Pa.)253:33N.W.(Minn.)87)「 文 字 に 固 執 す

る[人 は]、 皮 に 固 執 す る 。」 〈haeret>… 〈haereo>[付 着 す る]の 囲 国 團 、

〈littera>… 〈littera>[文 字]團 圏 、 〈cortice>… 〈cortex>[皮]の 團 團 。

<2899>quiignoratquantumsolveredebeat,nonpotestimpr

obusvideri.[Quiign6ratquantumdebeatsolvere,n6npotestvi

deriimprobus.](Veη.D,50,17,99)「 ど れ ほ ど 弁 済 す る べ き か を 知 ら な

い[人 は]、 不 正 直[で あ る]と 見 ら れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈ignorat>… 〈i

gnOrO>[知 ら な い]の 囲 国 團 、 〈SOIVere>… 〈SOIVO>[弁 済 す る]の 國 困 、

〈improbus>… 「不 正 直 な 」。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関

係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈potest>と 〈videri>の 双 方 に か か る 。 国 匠]→ 〈9

8>

〈2900>Quiinjusdominiumvealteriussuccedit,jureejusut

idebet.[Qulsucceditinjus(ve)dominiumalterlus,debetutlj

Ureejus.](Pα ㍑Z.D.5047,177pr.;Broom,Max.306,308.473,478)「 他

[の 人]の 権 利 も し く は 所 有 権 を 継 承 す る[人 は]、 そ の 他[の 人]の 権 利

を 用 い る べ き で あ る 。」 〈succedit>… 〈succedo>[承 継 す る]の 囲 国 團 、 〈v

e>… 「あ る い は 」。 ※ 〈qui>の 先 行 詞 と し て の 、 隠 れ て い る 「人 」 と 、 〈alt

er>[他 方 の[人]]と の 二 人 の 人 物 が 登 場 し て く る が 、 〈ejus>は 、 そ の 後

者 の 、 主 語 で 示 さ れ た 人 物 で な い 方 の 人 物 を 示 す 、 と い う の が 文 法 の ル ー

ル で あ る 。 主 語 に 関 係 さ せ た い と き に は 、 〈ejus>と い う 人 称 代 名 詞 で は な
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く て 、 〈suus>[彼 自 身 の]と い う 所 有 代 名 詞 の 変 化 形 の 方 を 用 い る 。 〈40>

の 解 説 を 参 照 。 〈suum>と 〈ejus>→ 「索 引 」。 『新 ラ テ ン 文 法 』 §139

<2900わfs>quiinpotestatealteriusest,nihilsuumllaberep

otest.[Quiestinpotestatealterius,potesthaberesuumnihil.]

「他[人]の 権 力 下 に 在 る[人 は]、 自 身 の[も の]を な ん ら 持 つ こ と は 出

来 な い 。」 ※ 「自 身 と 他 人 」 → 「索 引 」

〈2900オ θr>Quiinreillicitaversatur,teneturetiamprocasu.

[Qulversaturinreillicita,teneturpr6casuetiam.]「 不 法 な 事 柄

に 係 わ る[人 は]、 事 変 に つ い て さ え も 拘 束 さ れ る 。」 〈versatur>… 巨]〈ver

sor>[か か わ る]の 囲 国 團(図)、 〈illicita>… 〈illictus>[不 法 な]の 團 國

圏 。 ※ 「自 身 と 他 人 」 → 「索 引 」

<2900qα αオθr>quiinripafluminisaedificat,nonsuumfacit.

[Quiaedificatinripafluminis,n6nfacitsuum.]「 川 の 岸 に[あ る

も の を]建 て る[人 は]、[そ れ を]自 身 の[も の]と は し な い 。」 〈aedifi

cat>… 〈aedifico>[建 て る]の 囲 国 團 、 〈ripa>… 〈ripa>[岸]の 團 團 、 〈f

luminis>… 〈flumen>[川]の 團[国 。

<2901>Quiinuteroest,projamnatohabetur,quotiesdeej

uscommodoquaeritur.[Quiestinuter6,habeturpr6nat6jam,

quotiesquaeriturdecommod6ejus.]「 胎 内 に あ る[人 は]、 自 身 の 利

益 が 問 題 と さ れ る た び ご と に 、 す で に 生 ま れ た[人]と 扱 わ れ る 。」(PαuZ.

D.1,5,7;B1.Com.130;Broom.Max,25,558:Story,Ag.440)<utero>… 〈u

terus>[母 胎]の 團 匡1、 〈nato>… 圖 〈nascor>[生 ま れ る]の 囲 囹 〈natus>

の 團 囲 圏(囮)、 〈quaeritur>… 〈quaero>[問 題 と す る]の 図 囲 国 團 、 〈c

ommodo>… 〈commodum>[利 益]の 團 圏 。

〈2901わfs>Quiintellegitalienumsepossidere,malafidepos

sidet。[Qulintellegitsepossiderealienum,possidetfidemala.]

「他 人 の[も の]を 占 有 し て い る 、 と 理 解 す る[人 は]、 悪 意 で 占 有 す る 。」

※ 〈intellegit>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈se>は 、 意

味 上 の 主 語 と し て 、 〈possidere>に か か る 。 因]圏 → 〈35>

〈2902>Quiilltestatusmoritllr,creditllrproximisheredibuss

uisspontesuarelinquerelegitimamhereditatem.[Qulmoritur

intestatus,crediturrelinquerehereditatemlegitimamheredibusp

roximissuisspontesua.](Pα ㍑Z.D.29,7,8,1)「 無 遺 言 で 死 亡 す る[人

は]、 自 身 の 最 直 近 の 相 続 人 た ち に 、 自 身 の 自 由 意 思 で 適 法 な 相 続 財 産 を 遺

す も の と 考 え ら れ る 。」 〈mOritUr>… 圖 〈mOriOr>[死 ぬ]の 囲 国 團(図)、

〈intestatus>… 「無 遺 言 の 」、 〈creditur>…<credo>[信 ず る]の 図 囲 国 團 、

〈relinquere>… 〈relinquo>[遺 す]の 囲 團 、 〈sponte>… 〈spons>[意 向]
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の 團 圏 。 ※ 主 格 不 定 法 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、

〈creditur>と 〈relinquere>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈intestatus>は 、

〈testor>[遺 言 す る]系 の 完 了 分 詞 に 由 来 す る 形 容 詞 で あ る が 、 こ れ は 、<q

ui>に 直 接 か か る の で は な く 、 「遺 言 は し て い な い 状 況 で 」 と い う よ う に 副

詞 的 に か か っ て い る 。 「遺 言 を し な か っ た 人 と し て 」 と い う よ う に も っ と 固

く と ら え て も よ い 。 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈2903>Qllijocatuち110nmelltitur.[Quljocatur,n6nmentitu

r.]「 冗 談 を 言 う[人 は]嘘 を つ か な い 。」<jocatur>… 匿]〈jocor>[冗 談

を 言 う]の 囲 国 團(図)、 〈mentitUr>… 圖 〈mentiOr>[嘘 を つ く]の 囲 国

團(図)。 〈3048>

〈2904>Quijuresuoutitur,nemillemlaedit.[Qulutiturjure

su6,laeditneminem.](Gαf.D.50,17,55)「 自 身 の 権 利 を 用 い る[人]

は 、 誰 も 、 害 し な い 」 〈laedit>… 〈laedo>[傷 つ け る]の 囲 国 團 。 ※ 「権

利 濫 用 」 論 → 「索 引 」

〈2905>Quijuresuoutitur,neminifacitinjuriam.[Quijure

su6Utitur,facitinjUriamneminL](Pα ㍑Z,D.50,17,151)「 自 身 の 権 利

を 用 い る[人 は]、 誰 も 、 誰 に 対 し て も 不 法 侵 害 を な さ な い 。」 ※ 「権 利 濫

用 」 論 → 「索 引 」

〈2906>Quijussujudicisaliquidfecerit,nonvideturdolom

alofecisse,quiaparerenecesseest.[Qulfeceritaliquidjussu

jUdicis,n6nvideturfecissedol6mal6,quiaestnecesseparere.]

(Pα αZ.D.50,17,167,1;Broom,Max.93;10Co.Rep.76)「 裁 判 官 の 命 令

に 依 っ て あ る こ と を 行 な っ た[人 は]、 悪 意 で 行 な っ た も の と は 見 ら れ な い 。

そ れ は 、[彼 に は]服 従 す る こ と が 必 要 で あ る か ら で あ る 。」 〈jUSSU>… 〈ju

ssus>[命 令]の 團 圏 、 〈necesse>… 「必 要 な 」(不 変 化 詞)、 〈parere>… 〈p

areo>[し た が う]の 囲 国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関

係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、〈videtur>と 〈fecisse>の 双 方 に か か る 。 国 團 → 〈9

8>。 〈estnecesse>は 、 こ の よ う に 不 定 法 を ひ く が 、 複 雑 な 構 文 に な る と 、

対 格 不 定 法 を ひ く こ と も あ る 。

〈2906わfs>Quilitiseobtulitcumremnollpossideret,conde

mnatur.[QulseobtulitIlti,cumn6npossideretrem,condemnat

ur.]「 物 を 占 有 し な か っ た の に 訴 訟 に 応 じ た[人 は]、 有 責 判 決 さ れ る 。」 〈o

btulit>… 〈obfero>[ゆ だ ね る]の 囲 国 團 、 〈condemnatur>… 〈condemno>

[有 責 判 決 さ れ る]の 図 囲 国 團 。

〈2907>Quimandatipsefecissevidetur.[Qulmandat,ipsevi

deturfecisse.](J㍑Z.D.46,3,34,3;Story,Bailm.§147)「 委 任 す る[人 は]、

自 ら な し た も の と 見 ら れ る 。」 〈mandat>… 〈mando>[委 任 す る]の 囲 国 團 。
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※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈v

idetur>と 〈fecisse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

<2908>Quimandatsolvi,ipsevidetursolvere。[Qulmandats

olvi,ipsevidetursolvere.](Pα ㍑Z.D.46,3,56)「 弁 済 が な さ れ る こ と を

委 任 す る[人 は]、 自 ら 弁 済 す る も の と 見 ら れ る 。」 〈mandat>… 〈mando>

[委 任 す る]の 國 国 團 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代

名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈solvere>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

<2909>quimavult,vult・[Qulmavult,vult.]「 む し ろ[あ る も の

を]望 む[人 は]、[そ の あ る も の を]望 む 。」 〈mavult>… 〈malo>[む し ろ

～ す る こ と を 望 む]の 囲 国 團 。

〈2910>Quimeliusprobat,meliushabet.[Qulprobatmelius,

habetmelius.](6Vin.Abr.235)「 い っ そ う 良 く 証 明 す る[人 は]、 い っ

そ う 良 く 持 つ 。」

〈2910わfs>Quimortuinascuntur,nequenatinequeprocreati

videntur.[Quinascunturmortui,videnturnequenati,nequepr6

creatl,]「 死 亡 し た 状 態 で 生 ま れ る[人 は]、 生 ま れ た も の と も 、 も う け ら

れ た も の と も 、 見 ら れ な い 。」 〈nascuntur>… 圖 〈nascor>[生 ま れ る]の 囲

国 圏(図)、 〈mOrtUi>… 〈mOrtUUS>[死 ん で い る]の 圏 囲 国 、 〈nati>… 圖

〈nascor>[生 ま れ る]の 囲 囹 〈natus>の 國 囲 国 、 〈procreati>'"〈procreo>

[も う け る]の 匠1囹 〈procreatus>の 國 囲 国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え

る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videntur>と 〈(esse)procre

ati>の 双 方 に か か る 。 国 團 → 〈98>、 「形 容 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」。

〈2911>Quinascitursinematrimoniolegitimo,sequiturmatr

em。[Quinascitursinematrim6ni61egitim6,sequiturmatrem.](C

eZ.D.ヱ,5,19)「 適 法 な 婚 姻 な し に 生 ま れ る[人 は]、 母[の 地 位]に 従 う 。」

〈matrimonio>… 〈matrimonium>[婚 姻]の 團 團 、 〈matrem>… 〈mater>

[母]の 團 圃 。

〈2912>Quinimisprobat,nihilprobat.[Quiprobatnimis,pro

batnihil.]「 過 度 に 証 明 す る[人 は]、 な に も 証 明 し な い 。」

〈2913>QuinonapPellat,apProbarevidetursententiam.[QuI

n6nappellat,videturapprobaresententiam.]「 上 訴 し な い[人 は]、

判 決 を 是 認 す る も の と 見 ら れ る 。」〈appellat>… 〈appello>[上 訴 す る]の 囲

国 團 、 〈approbare>… 〈approbo>[是 認 す る]の 囲 困 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構

文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈approb

are>の 双 方 に か か る 。 国 圏 → 〈98>

<2914>quinonfacit,quodfaceredebet,videturfacereadve

rsusea,quianonfacit。[Quin6nfacit,quoddebetfacere,videt
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urfacereadversusea,quian6nfacit.](Pα αZ.D.50,17,121)「 な す べ

き[こ と を]な さ な い[人 は]、 そ れ ら に 反 し て な す も の と 見 ら れ る 。 そ れ

は 彼 が な さ な い か ら で あ る 。」 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関

係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈facere>の 双 方 に か か る 。 国 囲 → 〈9

8>。 〈ea>は 、 「そ う い っ た こ と(複 数)」 ぐ ら い の 軽 い 趣 旨 の 言 葉 と う け と

っ て も よ い 。 あ る 仏 訳 で は 、 意 味 を と っ て 、 こ れ を 「義 務 」 と い う よ う な

強 い 表 現 に 言 い か え ら れ て い る 。

<2915>Quinonhabet,illenondat.[Ille,quln6nhabet,n6n

dat.](Shep.Touch.243;4Wend.(N.Y.)619)「[な に も]持 た な い あ の

[人 は]、 与 え な い 。」

〈2916>Quinonhabetinaere,1uatincorpore.[Quln6nhabe

tinaere,luatincorpore.](σZ .ρ.D.48,19,1,3;2Co.Inst.173;4Bl.

Com.26)「 金 銭 の か た ち で[な に も]持 た な い[人 は]、 身 体 で 償 う よ う 。」

〈aere>… 〈aeS>[金 銭]の 團 圏 、 〈IUat>… 〈IUO>[償 う]の 圏 囲 国 團 、 〈C

orpore>… 〈corpus>[身 体]の 團 圏 。 ※ 金 銭(債 務 や 償 金 な ど)を 支 払 う

責 任 を 負 わ さ れ て い る 人 が 、 支 払 い 能 力 を も っ て い な い と い う と き 、 そ の

人 が ど の よ う な 処 遇 を う け る の か 、 と い う 点 に つ い て は 、 時 代 に よ っ て 事

情 が 異 な る 。 現 代 で は 、 い わ ば 最 終 段 階 と し て 、 破 産 な ど に よ り 民 事 責 任

を ま ぬ が れ る こ と も で き る よ う に な っ て い る が 、 現 代 以 前 の 時 代 で は 、 な

ん ら か の か た ち で 、自 身 の 身 体 で も っ て 償 い を す る こ と が 求 め ら れ て い た 。

ロ ー マ も も っ と も 古 い 時 期 に つ い て 、 一 二 表 法 に 明 確 な 規 定 が あ っ た こ と

が 伝 え ら れ て い る 。 「債 権 者 は 、 第 三 の 開 市 日 に 被 拘 束 者(債 務 者)を 部 分

に 切 断 せ よ 。 多 く 切 断 し た と し て も 、 あ る い は 少 な く 切 断 し た と し て も 、

罪 は な い も の と す る 。」(第 三 表)こ れ は 、 シ ェ ー ク ス ピ ア 作 の 戯 曲 「ヴ ェ

ニ ス の 商 人 」 の 一 節 を 想 起 さ せ る よ う な 残 酷 な 規 定 で あ る が 、 こ の こ ろ に

具 体 的 に 適 用 例 が あ っ た か は か な り 疑 問 で あ る 。 一 二 表 法 の 第 二 表 に は 、

認 諾 や 判 決 に よ っ て 債 務 が 確 定 し て も 、 三 〇 日 間 は 執 行 を 猶 予 す る 規 定 が

あ る 。 そ の 日 が す ぎ れ ば 、 政 務 官 の 前 で 、 掌 捕 に よ る 法 律 訴 訟(legisact

iopermanusinjectionem)が は じ ま り 、 た と え ば 、 債 権 者 で あ る 原 告

は 、 債 務 者 で あ る 被 告 を つ か ま え な が ら 、 「君 は 私 に 対 し 一 万 セ ー ス テ ル テ

ィ ウ ス に つ い て 責 あ る も の と 判 決 さ れ 、 君 が 支 払 わ な か っ た の で 、 こ の 私

は そ の 原 因 に も と づ き 、 判 決 債 務 額 の 一 万 セ ー ス テ ル テ ィ ウ ス に つ い て 、

君 を 掌 捕 す る 。」 と い っ た 文 言 を 述 べ 、 政 務 官 の 判 定 付 与 を う け た あ と 、 被

告 を 自 宅 へ 連 行 す る こ と が で き る 。 そ の さ い 、 被 告 は 、 自 ら は 訴 訟 主 体 と

は な れ ず 、 担 保 人(vindex)が 法 廷 に か わ っ て 登 場 し て き た と き に か ぎ り 、

原 告 の 主 張 を そ の 訴 訟 段 階 で 争 う こ と も で き る が 、 た と え ば 、 さ き の 判 決

が そ も そ も 存 在 し な い と か 、 無 効 で あ る と か 申 し た て て 、 彼 が ふ た た び 敗
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訴 し た 場 合 に も 、 同 様 の 結 果 に な る(た だ し こ の さ い に は 、 支 払 額 が 倍 加

さ れ て し ま う)。 被 告(債 務 者)は 足 枷 で 拘 束 さ れ る が 、 最 低 限 の 、 そ れ な

り に 人 道 的 な 待 遇 は 法 律 で こ ま か く 保 障 さ れ て い る 。 最 高 六 〇 日 間 拘 留 さ

れ た の ち に 、 債 務 者 は 、 三 日 連 続 し た 開 市 日 に 政 務 官 の 面 前 ま た は 民 会 に

つ れ だ さ れ 、 親 族 や 保 護 者(パ ト ロ ン)に よ っ て 請 戻 金 が 支 払 わ れ る 機 会

が 設 け ら れ る 。 そ し て 、 そ の 三 日 の 間 に 請 戻 人 が つ い に あ ら わ れ な い と き

に は 、 債 務 者 は 、 殺 害 さ れ る か 外 国 に 売 ら れ る か す る(の ち 、 債 務 奴 隷 と

し て 労 働 で 償 う よ う に な っ た)。 と こ ろ で 、 そ の 一 二 表 法 に は 、 債 権 者 が 二

人 以 上 あ れ ば 、 身 体 を 分 割 す る こ と が で き 、 そ の 割 合 は か な ら ず し も 債 権

額 に 比 例 し な く て も よ い 、 と い う こ と が 定 め ら れ て い る 。 執 行 手 続 そ の も

の は 国 家 権 力 の 監 督 下 で と り お こ な わ れ る が 、 こ の 法 文 の な か に か つ て の

私 的 復 讐 の 痕 跡 を 見 る こ と が で き よ う 。 い ず れ に し て も 、 こ の 一 二 表 法 の

規 定 は 、 た し か に 、 そ れ ま で 、 債 務 者 側 の ま っ た く ひ ど い 支 配 の も と に お

か ら れ て い た 被 告(多 く は 平 民)の 地 位 を 多 少 と も 守 る 保 護 規 定 と な っ て

い る 。 一 二 表 法 の 制 定 が 平 民 の 圧 力 に よ っ て 実 現 し た 経 過 は 、 こ の よ う な

こ と と も 関 係 が あ る 。 〈1750>。 「身 体 と 金 銭 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(身

体)と ホ ン ネ(金 銭)」 → 「索 引 」。

〈2917>Quinonllabetpotestatemalienandi,11abetnecessitat

emretinendi.[Quin6nhabetpotestatemalienandi,habetnecess

itatemretinendl.](Hob.336)「[物 を]譲 渡 す る 権 限 を 持 た な い[人 は]、

保 持 す る 必 要 を 持 つ 。」 〈alienandi>… 〈alieno>[譲 渡 す る]の 國 囮<alien

andum>の 圏(團)、 〈retinendi>… 〈retineo>[保 持 す る]の 國 囮 〈retine

ndum>の 國(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>

〈2918>Quinonimprobat,apProbat。[Quin6nimprobat,apPro

bat.](3Co.Inst,27)「 否 認 し な い[人 は]、 是 認 す る 。」 〈improbat>… 〈i

mprobo>[是 認 す る]の 囲 国 團 、 〈approbat>… 〈approbo>[是 認 す る]の

囲 国 團 。

〈2919>Quinonnegat,fatetur.[Quin6nnegat,fatetur.](Tra

y.Lat.Max.503)「 否 認 し な い[人 は]、 自 白 す る 。」 〈negat>… 〈nego>[否

認 す る]の 囲 国 團 、 〈fatetur>… 圖 〈fateor>[自 白 す る]の 囲 国 團(図)。

<2920>qllinonobstatquodobstarepotest,facerevidetur.

[Quin6nobstat,quodpotestobstare,videturfacere.](2Co.Ins

t.146)「 阻 止 す る こ と が 出 来 る[こ と を]阻 止 し な い[人 は]、 な す も の と

見 ら れ る 。」 〈obstat>… 〈obsto>[阻 止 す る]の 囲 国 團 、 〈obstare>… さ き

の 〈obsto>の 囲 困 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞

の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈facere>の 双 方 に か か る 。 国 匠]→<98>

〈2920わfs>Quinonpotestcapere,nonpotestconfiteri。[Qui
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n6npotestcapere,nonpotestc6nfiteri.]「 取 る こ と が 出 来 な い[人

は]、 自 白 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈capere>… 〈capio>[と る]の 囲 困 、 〈c

onfiteri>… 圖<confiteor>[自 白 す る]の 囲 困(図)。

〈2921>Quinonpotestdonare,nonpotestconfiteri.[Quin6

npotestd6nare,n6npotestc6nfiteri.]「 贈 与 す る こ と が 出 来 な い[人

は]、 自 白 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈confiteri>… 圖 〈confiteor>[自 白 す る]

の 國 困(図)。

<2922>quinonprohi1⊃et,cumpotestprolli1⊃ere,jubet.[QuI

n6nprohibet,cumpotestprohibere,jubet.](1Sharsw.Bl.Com.43

0)「 禁 止 す る こ と が 出 来 る と き に 、 禁 止 し な い[人 は]、 命 ず る 。」

〈2923>Quinonprohibet噌uodprohiberepotest,assentire(ad

sentire)videtur.[Quln6nprohibet,quodpotestprohibere,videt

urassentire(adsentire).](σZp.D.9,4,3;Pα ㍑Z.D.9,4,4pr.;2Co.Inst.

305,368;8Exch.304)「 禁 止 す る こ と が 出 来 る[こ と を]禁 止 し な い[人

は]、 同 意 す る も の と 見 ら れ る 。」 〈assentire(adsentire)〉 … 〈assentio(ads

entio)〉[同 意 す る]の 囲 困 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関

係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、<videtur>と 〈assentire(adsentire)〉 の 双 方 に か

か る 。 国 團 → 〈98>。

〈2924>Quinonpropulsatinjuriam,吼uandopotest,infert.[Q

uln6npr6pulsatinjUriam,quand6potest,Infert.](Jenk,Cent.27

1)「[不 法 侵 害 を 撃 退 す る こ と が]出 来 る と き に 、 不 法 侵 害 を 撃 退 し な い

[人 は]、[そ れ を]生 じ さ せ る 。」 〈propulsat>… 〈propulso>[打 ち か え す]

の 囲 国 團 、 〈injuriam>… 〈injuria>[不 法 侵 害]の 團 圃 、 〈infert>… 〈infe

ro>[生 じ さ せ る]の 囲 国 團 。

〈2925>Quillonvetatpeccare,cumpossit,jllbet.[Quln6nv

etatpeccare,cumpossit,jubet.](Sen.Troad.291,300)「[犯 罪 を 犯

す こ と を][禁 止 す る こ と が]出 来 る と き に 、 犯 罪 を 犯 す こ と を 禁 止 し な い

[人 は]、 命 ず る 。」 〈vetat>… 〈veto>[禁 止 す る]の 囲 国 團 、 〈peccare>

… 〈pecco>[犯 罪 を 犯 す]の 囲 困 。

〈2926>Quiobstrllitaditllm,destruitcommodum.[Qulobstrui

taditum,destruitcommodum.](Co.Litt.161a)「 通 路 を 遮 る[人 は]、

便 益 を 消 滅 さ せ る 。」 〈obstruit>… 〈obstruo>[さ え ぎ る]の 囲 国 團 、 〈ad

itum>… 〈aditus>[出 入 口]の 團 因]、 〈detruit>… 〈detruo>[と り こ わ す]

の 國 国 團 、 〈commodum>… 〈commodum>[利 益]の 團 圃 。

〈2927>Qllioccasionemdatdamni,damnumdedissevidetur.

[Quldatoccasi6nemdamnl,videturdedissedamnum.](Pα ㍑Z.D.9,

2,30,3)「 損 害 に 機 会 を 与 え る[人 は]、[自 ら]損 害 を 与 え た も の と 見 ら
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れ る 。」 〈occassionem>… 〈occassio>[機 会]の 團 因]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構

文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈dediss

e(完 了 不 定 法)〉 の 双 方 に か か る 。 国 匠]→<98>

〈2928>Qui"omne"dicit,nillilexcludit.[Quidicit"omne",ex

clUditnihil.](4Co.Inst.81;2Co.Inst.81;11Co.Rep.29b)「 『す べ

て の[こ と]を 』 と 言 う[人 は]、 な に も 排 除 し な い 。」 〈excludit>… 〈exc

ludo>[排 除 す る]の 囲 国 團 。

<2929>Quiparcetmalis,nocetbonis。[Qulparcetmalls,noce

tbonis.]「 悪 い[人]を 大 切 に す る こ と に な る[人 は]、 良 い[人]を 害

す る 。」 〈parcet>… 〈parco>[大 切 に す る]の 困 国 團 、 〈nocet>… 〈noceo>

[害 す る]の 囲 国 團 。

<2930>quiparcitnocentibus,innocentespunit.[Qulparcit

nocentibus,pUnitinnocentes.](Jenk.Cent.126,133)「 有 実 の[人]

を 大 切 に す る[人 は]、 無 実 の[人]を 罰 す る 。」 〈parcit>… 〈parco>[大 切

に す る]の 囲 国 團 、 〈nocentibus>… 〈nocens>[有 実 の 人]の 國 團 、 〈inn

ocentes>… 〈innocens>[無 実 の 人]の 國 因]。 ※ 「有 実 と 無 実 」 → 「索 引 」

<2931>quipartemdebitisineprotestationesolvit,totumd

ebitumagnoscerevidetur.[Quisolvitpartemdebitisinepr6test

ati6ne,videturagn6sceredebitumt6tum.]「 債 務 の 一 部 分 を 異 議 な し

に 弁 済 す る[人 は]、 債 務 全 体 を 容 認 す る も の と 見 ら れ る 。」 〈solvit>… 〈SO

lvo>[弁 済 す る]の 囲 国 團(完 了 の 場 合 も 同 形 で あ る)、 〈partem>… 〈par

s>[部 分]の 團 園]、 〈protestatione>… 〈protestatio>[異 議]の 團 團 、 〈a

gnoscere>… 〈agnosco>[容 認 す る]の 囲 国 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え

る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈agnoscere>の 双

方 に か か る 。 国 困 → 〈98>、 「全 体 と 部 分 」 → 「索 引 」。

<2932>Quipeccatebrius,1uatsobrius.[Qulpeccatebrius,s6

briusluat.](Broom,Max.17;CarylsRep.133)「 酩 酊 し た 状 態 で 犯 罪

を 犯 す[人 は]、 酩 酊 し て い な い 状 態 で 罪 を 償 う よ う 。」〈peccat>… 〈pecco>

[犯 罪 を 犯 す]の 囲 国 團 、 〈ebrius>… 「酩 酊 し て い る 」、 〈luat>… 〈luo>

[つ ぐ な う]の 圏 囲 国 團 、 〈sobrius>… 「酩 酊 し て い な い 」。 ※ 「形 容 詞 の

訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈2933>Quiperaliumfacit,perseipsumfacerevidetur.[Qui

facitperalium,videturfacereperseipsum.](Co.Litt.258;Broom,

Max.817)「 他[の 人]を 通 じ て な す[人 は]、 自 身 を 通 じ て な す も の と 見

ら れ る 。」 〈seipsum>一 〈se+ipsum>。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ

て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、<videtur>と 〈facere>の 双 方 に か か る 。

国 團 → 〈98>、 「自 身 と 他 人 」 → 「索 引 」。
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〈2934>Quiperfraudemagit,frustraagit.[Quiagitperfraud

em,agitfrUstra.](2Rolle,Rep.17)「 詐 欺 に 依 っ て[な ん ら か の こ と を]

行 な う[人 は]、 行 な っ て も 、 役 だ た な い 。」 〈fraudem>… 〈fraus>[詐 欺]

の 團 因]。 ※ 日 本 語 と し て は 、 「行 な っ て も 役 だ た な い 」 と す る 方 が 自 然 で

あ ろ う 。 「〈frustra>系 の も の 」 → 「索 引 」

〈2934翫s>Quiponit,fatetur.[Qulp6nit,fatetur,]「 置 く[人 は]、

自 白 す る 。」 〈ponit>… 〈pono>[お く]の 囲 国 團 、 〈fatetur>… 圖 〈fateo>

[自 白 す る]の 囲 国 團(図)。

〈2934fθr>Quipossidet,dominusessepraesumitur.[Quipossi

det,praesUmituressedominus.]「 占 有 す る[人 は]、 所 有 権 者 で あ る

と 理 解 さ れ る 。」 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先

行 詞 主 語 は 、 〈praesumitur>と 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>

〈2935>Quipotestetdebetvetare,tacensjubet.[Quipotest

etdebetvetare,tacensjubet.](2Kent.Com.483;1Johns.Ch.(N.Y.)

244)「 禁 止 す る こ と が 出 来 、 そ し て 禁 止 す る 義 務 の あ る[人 は]、 沈 黙 し

て い て[も]、 命 ず る 。」 〈Vetare>… 〈VetO>[禁 止 す る]の 囲 困 、 〈taCenS>

… 〈taceo>[黙 る]の 見 出 し 語 囲 囹 。 ※ 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈2935わfs>Quipotestfacereutpossitconditioneparere,jam

possevidetur。[Quipotestfacere,utpossitparereconditi6ne,

videturpossejam.]「 条 件 に 従 う こ と が 出 来 る よ う に す る こ と が 出 来 る

[人 は]、 既 に 出 来 る も の と 見 ら れ る 。」<parere>… 〈pareo>[し た が う]

の 囲 匠]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主

語 は 、 〈videtur>と 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>

〈2936>Quipotestinvitisalienare,multomagisetignoranti

busetabsentibuspotest.[Qulpotestalienareinvltls,potestet

Ign6rantibusetabsentibusmult6magis.](σZρ.D.5047,26)「[あ る

人 の]意 思 に 反 し て そ の[人]に 譲 渡 出 来 る[人 は]、 な お さ ら 、 そ の[人]

が[事 情 を]知 ら な い 場 合 に も 、 ま た 、 そ の[人]が 不 在 で あ る 場 合 に も 、

そ の[人]に[譲 渡 す る こ と が]出 来 る 。」 〈alienare>… 〈alieno>[譲 渡 す

る]の 囲 困 、 〈in・iti・ 〉… 〈in・itU・ 〉[望 ま な い]の 國 囲 團(囮)、 〈ign・

rantibus>…<ignoro>[知 ら な い]の 囲 囹 〈ignorans>の 國 囲 團(囮)、<a

bsentibus>… 〈absum>[不 在 で あ る]の 囲 囹 〈absens>の 圏 囲 團(囮)。

※ 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」、 「意 思 に 反 す る 」 → 「索 引 」

〈2936わfs>Quipotestmajlls,potestetmillus.[Qulpotestmaj

us,potestetminus.]「 い っ そ う 大 き い[こ と]を[な す こ と が]出 来

る[人 は]、 い っ そ う 小 さ い[こ と]も[な す こ と が]出 来 る 。」 ※ 「大 と

小 」 → 「索 引 」
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〈2937>Quipraescribipatitur,alienarevidetur。[Quipatitur

praescrlbl,videturalienare,]「[あ る も の が]時 効 取 得 さ れ る こ と を 容

認 す る[人 は]、[そ の も の を]譲 渡 す る も の と 見 ら れ る 。」 〈patitur>… 匿]<p

atior>[認 容 す る]の 囲 国 團(図)、 〈praescribi>… 〈praescribo>[時 効

取 得 す る]の 図 囲 困 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名

詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈alienare>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

〈2938>Quiprimumpeccat,illefacitrixam.[Ille,qulpeccat

prlmum,facitrlxam.]「 最 初 に 悪 事 を 行 な う あ の 人 は 、紛 争 を 作 り だ す 。」

〈peccat>… 〈pecco>[悪 事 を 行 な う]の 囲 国 團 、 〈rixam>… 〈rixa>[争 い]

の 團 圃 。

〈2939>Quipriorestintempore,potiorestjure.[Qulestpri

orintempore,estpotiorjUre.](C.J.8,17,3;Lib.Sex.5,13,54;Bro

om,Max.227,353;Co.Litt.14a;1St.Jur.64d.St.Bailm.312;100Ma

s.411;3East.93;10Watts(Pa.)24;24Miss.208;Tiedem.Eq.Jur.

22)「 時 に 於 い て い っ そ う 早 い[人 は]、 権 利 に 於 い て い っ そ う 強 い 。」 〈23

90>・ 〈2700>

<2940>quipromealiquidfacit,millifecissevidetuL[Qulf

acitaliquidpr6me,videturfecissemihi.](2Co.Inst.501)「 私 に 代

っ て あ る こ と を な す[人 は]、 私 の た め に[そ れ を]な し た も の と 見 ら れ る 。」

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈v

idetur>と<fecisse>の 双 方 に か か る 。 国 圏 →<98>

〈2941>Quiprotestat,nilagit.[Quipr6testat,agitnil.]「 異 議

を 申 し た て る[人 は]、 な ん ら 行 な わ な い 。」 〈protestat>… 〈protesto>[抗

議 す る]の 囲 国 團 。 ※ 古 典 的 な ラ テ ン 語 に は 、 〈testor>[証 言 す る]系 の

〈protestor>[抗 議 す る]と い う デ ー ポ ー ネ ー ン テ ィ ア 動 詞 が あ っ た が 、 こ

こ で は 、 〈protesto>と い う 、 能 動 形 型 の 動 詞 が 用 い ら れ て い る 。 こ の 種 の

現 象 は ほ か に も 見 ら れ る(〈interpretor>[解 釈 す る]の 場 合)。 〈2757>

〈2942>Quiprovidetsibi,providethaeredibus(heredibus).[Qu

ipr6videtsibi,pr6videthaeredibus(heredibus).]「 自 身[の こ と]を

配 慮 す る[人 は]、 相 続 人[も]配 慮 す る 。」 〈providet>… 〈provideo>[世

話 を す る]の 囲 国 團 。

〈2943>Quiprovocat,nondumdamnatusvidetur.[Quipr6voca

t,videturdamnatusn6ndum.]「 上 訴 す る[人 は]、 ま だ[最 終 的 な]

有 責 判 決 を 受 け て い な い[も の と]見 ら れ る 。」 〈provocat>… 〈provoco>

[上 訴 す る]の 國 国 團 、 〈damnatus>… 〈damnno>[有 責 判 決 を 下 す]の

見 出 し 語 囲 囹 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先

行 詞 主 語 は 、〈videtur>と 〈(esse)damnatus>の 双 方 に か か る 。 主 格 不 定 法
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に お い て は 、 こ の よ う に 、 〈esse>が し ば し ば 省 略 さ れ る 。 〈damnatus>と

い う 完 了 分 詞 は 、 た ん な る 形 容 詞 と 理 解 し た 。 〈essedamnatus>は 、 「有

責 判 決 を う け た こ と 」 と い う 受 動 相 の 完 了 の 不 定 法 で あ る 、 と も 理 解 で き

る の で 、 時 称 の か ま え が 、 さ き の 理 解 の し か た と は 異 な っ て く る わ け で あ

る 。 巨ヨ匿ヨ→ 〈98>

〈2943わfs>Quiproximllspubertatisit,capacemessefurandi

etinjuriaefacielldi.[Qulsitproximuspubertatl,essecapacem

fUrandletinjUriaefaciendl.]「 成 熟 期 に[年 令 が]極 め て 近 い[人 が]、

窃 盗 を な す こ と に も 不 法 侵 害 を な す こ と に も 能 力 が 在 る こ と 。」 〈pubertat

i>… 〈pubertas>[成 熟 期]の 團 團 、 〈capacem>… 〈capax>[能 力 の あ る]

の 團 囲 匿1、 〈furandi>… 圖 〈furor>[盗 む]の 國 囮 〈furandum>の 圓(團)、

〈faciendi>… 〈facio>[な す]の 國 囮 〈faciendus>[な さ れ る べ き[で あ る]]

の 團[冤[國 。 ※ 國 囮 → 〈1>、 國 囮 → 〈153>。 國 囮 は 國 囮 の 意 味 で 訳 す 必 要

が あ る 。 「動 形 容 詞 と 動 名 詞 の 密 接 な 関 係 」 → 〈153>・ 〈1540>。 不 定 法 止

の 構 文 で あ る 。 「不 定 法 止 」 → 「索 引 」。 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ

て い る 関 係 代 名 詞 の 対 格 形 の 先 行 詞 は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈essecapa

cem>)に か か る 。 因]国 → 〈35>

〈2944・>Quirationeminomnibusquaerunt,rationemsubvert

unt。[Quiquaeruntrati6neminomnibus,subvertuntrati6nem.]

(Broom,Max.95,96,157;2Co.Rep.75a)「 す べ て の[こ と]の 中 に 理

を 求 め る[人 は]、 理 を 破 壊 す る 。」 〈quaerunt>… 〈quaero>[求 め る]の 囲

国 圏 、 〈subvertunt>… 〈subverto>[破 壊 す る]の 囲 国 圏 。

〈2944わ ごs>Quiremsuamneglexit,nulliquerelaesubjectuse

st・[Quineglexitremsuam,estsubjectusquerelaenulli.]「 自 身 の

物 を 放 置 し た[人 は]、 な ん ら の 訴 に も 晒 さ れ て い な い 。」 〈neglexit>… 〈n

eglego>[無 視 す る]の 圃 国 團 、<subjectus>… 〈subjicio>[服 さ せ る]の

見 出 し 語 囲 囹 、 〈querelae>… 〈querela>[訴]の 團 團 。

〈2945>Quisanciantleges,millereperies,quiobservent,ne

unum。[Reperiesmille,quisanciantleges,neUnum,quiobserv

ent.]「 君 は 、 法 律(法)を 制 定 す る[人 は]、-OOO[人][も]見 い だ

す こ と に な る だ ろ う が 、[し か し 、][法 律(法)を]守 る[人 は]、 た だ 一

[人][も][見 い だ す こ と に な ら]な い[だ ろ う]。 」 〈reperies>… 〈reperi

o>[見 出 す]の 困 口 團 、 〈mille>… 〈mille>[-000の]の 圖(囮)、 〈s

anciant>… 〈sancio>[制 定 す る]の 國 国 圏 、〈observent>… 〈observo>[守

る]の 國 囲 国 國 。 ※ 法 律 ラ テ ン 語 で は 三 人 称 の 構 文 が 圧 倒 的 に 多 い が 、 こ

こ に は 、 め ず ら し く 、 二 人 称(単 数)の 形 で 命 題 が 展 開 さ れ て い る 。 〈s>

と い う 語 尾 が 、 こ の 二 人 称 の 特 徴 で あ る(三 人 称 の 文 章 の 場 合 な ら 、 〈t>
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で あ る)。

〈2946>Quisciellssolvitindebitllm,donandiconsilioidvide

turfecisse.[Qulscienssolvitindebitum,videturfecisseidc6ns

ili6donandi.](Pα ㍑1.D.50,17,53;σlp.D.12,6,11;Walkerv.Hill,17

Mass.388)「[事 情 を]知 っ て い て 非 債 を 弁 済 し た[人 は]、 贈 与 す る 意 図

で こ れ を な し た も の と 見 ら れ る 。」 〈sciens>… 〈scio>[知 る]の 見 出 し 語 囲

囹 、 〈SOIVit>… 〈SOlVO>[弁 済 す る]の 囲 国 團(國 国 團 に も 同 形 が あ る)、

〈indebitum>…<indebitus>[負 わ れ て い な い]の 團 圃 因](囮)、<consi

lio>… 〈consilium>[意 図]の 團 匡ヨ、 〈donandi>… 〈dono>[贈 与 す る]の 國

囮 〈donandum>の 國(團)。 ※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>。 主 格 不 定 法 の 構 文

が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈fecisse>

の 双 方 に か か る 。 国 圏 → 〈98>。 な お 、 〈solvit>は 、 囲 国 團 と 囲 国 團 と で 、

同 形 と な る 。 〈sciens>は 、 「知 っ て い な が ら 」 と か 「知 っ て い る に も か か わ

ら ず 」 と か の よ う に 、 少 し 深 く 読 み こ む こ と も 可 能 で あ る 。 「分 詞 の 訳 し か

た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈2947>Quisejlldicisincompetentisjurisdictiollisemelsubj

ecit,illiusjurisdictionemagnoscerevidetur.[Qulsubjecitsej

Urisdicti6nijUdicisincompetentissemel,videturagn6scerejUrisd

icti6nemillius.](σZp.D.5,1,1)「 い っ た ん 、 権 限 を 持 た な い 裁 判 官 の 裁

判 権 に 自 身[の 身]を 委 ね た[人 は]、 あ の 者 の 裁 判 権 を 承 認 す る も の と 見

ら れ る 。」 〈subjecit>… 〈subjicio>[な げ る]の 園 国 團 、 〈incompetentis>

… 〈incompetens>[権 能 の な い]の 圓[劉[圃 、 〈agnoscere>… 〈agnosco>[承

認 す る]の 囲 困 。 〈3619>・ 〈3625>

〈2948>Quisemelactionemrenuntiaverit,ampliusrepetere

nonpotest.[Qulrenuntiaveritacti6nemsemel,n6npotestrepete

reamplius.](8Co.Rep.59a)「 い っ た ん 訴 訟 を 放 棄 し た[人 は]、 更 に

訴 求 す る こ と は 出 来 な い 。」〈renuntiaverit>… 〈renuntio>[放 棄 す る]の[國

囲 国 國 、 〈repetere>… 〈repeto>[請 求 す る]の 囲 困 、 〈amplius>… 〈ampl

us>[広 い]に 由 来 す る 囲 圃 。

〈2949>Quisemelestmalus,semperpraesumitllressemalus

ineodemgenere.[Qulestmalussemel,praesumituressemalu

singeneree6demsemper.](Cro.Car.317;Best.Ev.345)「 い っ た ん

悪 い[人]と 成 っ て い る[人 は]、 常 に 、 同 じ 種 類[の こ と]に 於 い て は 悪

い[人]で あ る 、 と 推 定 さ れ る 。」。

〈2950>Quisemelfuratur,semperfurhabetur.[Qulfuraturs

emel,habeturfUrsemper.]「 一 度 で[も]窃 盗 を 犯 す[人 は]、 常 に 窃

盗 犯[で あ る と]扱 わ れ る.」 〈furatur>… 圖 〈fur・r>[盗 む]の 囲 国 團(図)、

B-668



〈fur>… 「盗 人 」。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の

先 行 詞 主 語 は 、 〈habetur>と 隠 れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈9

8>

〈2951>Quisemetaccusat,criminenonindiget.[Quiaccusat

semet,n6nindigetcrimine.](Syr.796)「 自 身 を 替 め る[人 は]、 罪 を

必 要 と し な い 。」 〈indiget>… 〈indigeo>[必 要 と す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈indi

geo>は 、 こ の 場 合 、 奪 格(crimine)を 支 配 す る 。

<2952>quisentitcommodum,sentirede1⊃etetonus.[Qulse

ntitcommodum,debetsentireetonus.](Pα ㍑1.D.50,7,10;Broom,

Max.482,706;Pic.(Miss.)17,530;2Binn,380,571;1Co.Rep.99a;2

W.&M.217;1Story,Cont,78,17;2Bin.(Pa.)308,57)「 利 益 を 得 る[人

は]、 負 担 も 引 き う け る べ き で あ る 。」 〈sentit>… 〈sentio>[う け る]の 囲

国 團 、 〈commodum>… 〈commodum>[利 益]の 團 因]、 〈sentire>… さ き の

〈sentio>の 囲 團 、 〈onus>… 〈onus>[負 担]の 團 因]。 ※ 「ロ ー マ 法 の バ ラ

ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」、 「利 益(利 得)と 損 失(損 害 ・

不 利 益 ・ 危 険 ・ 負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」。

<2953>quisentitonus,sentirede1⊃etcommodum,etcontra.

[Quisentitonus,debetsentirecommodum,etcontra.](Pα ㍑1.D.

50,17,10;Lib.Sex.5,13,55;1Co.Rep.99a)「 負 担 を 引 き う け る[人 は]、

利 益 を 受 け る べ き で あ り 、 逆 も ま た[同 様 で あ る]。 」 〈sentit>… 〈sentio>

[う け る]の 囲 国 團 、 〈OnUS>… 〈OnUS>[負 担]の 團 因]、 〈Sentire>… さ き

の 〈sentio>の 囲[ヨ 、 〈commodum>… 〈commodum>[利 益]の 團 圃 。 ※ 「ロ

ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」、 「利 益(利 得)と

損 失(損 害 ・ 不 利 益 ・ 危 険 ・負 担 ・ 責)」 → 「索 引 」。

〈2954>Quisinedolomaloadjudicillmprovocat,nonvidetu

rmoramfacere.[Qulprov6catadjudiciumsinedol6mal6,n6n

videturfaceremoram.](J㍑Z.D.50,17,63)「 悪 意 な し に[人 を]法 廷 へ

召 喚 す る[人 は]、 遅 滞 を な す も の と は 見 ら れ な い 。」 〈provocat>… 〈provo

co>[召 喚 す る]の 囲 国 團 、 〈moram>… 〈mora>[遅 滞]の 團 因]。 ※ 主 格

不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>

と 〈facere>の 双 方 に か か る 。 国 困 →<98>

〈2954・ わfs>Quisubconditionestipulaturquaeomnimodoexis

tituraest,purevideturstipulari。[Quistipulatursubconditi6n

e,quaeestexistitUraomnimod6,videturstipularipUre,]「 か な ら

ず 成 就 す る こ と に 成 る 条 件 の 下 で 問 答 契 約 す る[人 は]、 無 条 件 で 問 答 契 約

す る も の と 見 ら れ る 。」 〈stipulatur>… 圖 〈stipulor>[要 約 す る]の 囲 国 團

(図)、 〈eXiStitUra>… 〈eXiSiStO>[生 ず る]の 困 囹 〈eXiStitUrUS>の 團 國 国 、
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〈stipulari>… さ き の 〈stipulor>の 囲 困(図)。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え

る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈stipulari>の 双

方 に か か る 。 国 困 →<98>、 「未 来 分 詞 」 → 「索 引 」。

〈2955>Quisuojureutitur,neminemlaedit.[Quiutiturjure

su6,laeditneminem.](Gαf.D.50,17,55)「 自 身 の 権 利 を 用 い る[人 は]、

誰 も 害 し な い 。」 〈laedit>… 〈laedo>[害 す る]の 囲 国 團 。 ※ 「権 利 濫 用 」

論 → 「索 引 」

<2956>quitacet,consentirevidetur(,ubiloquipotuitetde

buit).[Quitacet,videturc6nsentire(,ubipotuitetdebuitloqu

i).](Lib.Sex.5,13,43;Broom,Max.38,787;Jenk.Cent.32;9Mod.38

;Bonifacius,8)「 沈 黙 し て い る[人 は]、(話 す こ と が 出 来 て い て 、 ま た 話

す 必 要 の あ っ た と き に は 、)同 意 す る も の と 見 ら れ る 。」<tacet>…<taceo>

[沈 黙 す る]の 囲 国 團 、 〈10qUi>… 圖 〈10qUOr>[言 舌 す]の 囲 困(図)。 ※

主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈vid

etur>と 〈consentire>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈Quitacetconsent

irevidetur,ubitractaturdeejuscommodo,〉(σZp.D.ヱ9,2,13,11;9

Mod.38;38Fla.169)と い う 格 言 が あ る が 、 こ こ に お い て は 、 後 半 部 分

が 本 題 の 格 言 と は 異 な り 、 「そ の 者 の 利 益 に つ い て 問 題 と さ れ る と き に は 」

と な っ て い る 。 〈tractatur>は 、 〈tracto>[ふ れ る]の 図 囲 国 團 で 、 〈com

modo>は 、 〈commodum>[利 益]の 團 圏 で あ る 。 〈1428>・ 〈3418>・ 〈34

19>

〈2957>Quitacet,nonutiquefatetur;sedtamenverumest

eumnonnegare.[Quitacet,fateturn6nutique;sedtamenest

verumeumn6nnegare.](Pα αZ.D.50,17442)「 沈 黙 す る[人 は]必 ず

し も 自 白 し て い る と は 限 ら な い が 、 し か し 、 そ れ で も や は り 、 そ の 人 が 否

認 し て い な い こ と は 、 真 実 で あ る 。」 〈tacet>…<taceo>[沈 黙 す る]の 囲 国

團 、 〈fatetur>… 圖 〈fateor>[自 白 す る]の 囲 国 團(図)、 〈verum>… 〈ver

US>[真 実 で あ る]の 團 圃 国 、 〈negare>… 〈negO>[否 認 す る]の 囲 困 。

※ 〈estverum>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈eum>が 、

意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈negare>に か か る 。 因]困 → 〈35>

<2958>Quitardiussolvit,minussolvit.[Qulsolvittardius,s

olvitminus.](σZp.D.50,16,12,1;Jenk.Cent.58)「 い っ そ う 遅 く 弁 済

す る[人 は]、 い っ そ う 少 な く 弁 済 す る こ と に な る 。」 〈tardius>… 〈tarde>

[遅 く]の 囲 、 〈SOIVit>… 〈SOlVO>[弁 済 す る]の 囲 国 團 。 ※ 〈SOlVit>は 、

こ の よ う な 現 在 の 形 と 、 完 了 の 形 と が 同 じ に な る の で 、 ど ち ら か を 選 ん で

訳 出 し て い か な け れ ば な ら な い 。

〈2958わfs>Quitransigit,quasideredubiaetliteincertane
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quefinitatransigit。[Quitransigit,transigitquasideredubia

etllteincertanequeflnlta.]「 和 解 す る[人 は]、 い わ ば 、 疑 問 の あ る

事 柄 、 お よ び 、不 確 定 で あ っ て 終 了 も し て い な い 争 訟 に つ い て 、 和 解 す る 。」

〈transigit>… 〈transago>[不 口解 す る]の 囲 国 團 、 〈incerta>"° 〈incertus>

[不 確 実 な]の 團 國 圏 、 〈finita>… 〈finio>[終 え る]の 圃 囹 〈finitus>の 團

國 圏 。

〈2959>Quiutitllrjllresllo,neminifacitilljllriam.[Qulutitu

rjUresu6,facitinjUriamneminl.]「 自 身 の 権 利 を 用 い る[人 は]、 誰

に も 不 法 を な さ な い 。」 ※ 「権 利 濫 用 」 論 → 「索 引 」

〈2960>Quivimfacit,dolomalofacit.[Quifacitvim,facitdo

l6mal6,](σZ .ρ.D.47,8,2,8)「 暴 力 を な す[人 は]、 悪 意 で な す 。」

<2961>Quivultdecipi,decipiatur.[Qulvultdecipl,decipiatu

r.](Broom,Max.540,Note,782;1DeGex.M.&G.687,710;Shep.Tou

ch.56;42Cal.110)「 欺 か れ る こ と を 望 む[人 が]、 欺 か れ る よ う 。」 〈de

cipi>… 〈decipio>[欺 く]の 図 囲 匠]、 〈decipiatur>… さ き の 〈decipio>の[國

図 囲 国 團 。

<2962>quivultfinem,velleetiamcrediturmedia,sinequi1⊃

usfinisobtinerinequit.[Quivultfinem,crediturvellemedia,s

inequibusfinisnequitobtineri,etiam.]「[あ る]究 極 的 な こ と を 望

む[人 は]、[そ の]究 極 的 な こ と に 到 達 す る の に 不 可 欠 で あ る 中 間 の[も

の]さ え も 望 む も の と 考 え ら れ る 。」<finem>… 〈finis>[終 わ り]の 團 因]、

〈media>… 〈medius>[中 間 の]の 國 圃 圃(囮)、 〈nequit>… 〈nequeo>

[で き な い]の 囲 国 團 、 〈obtineri>… 〈obtineo>[成 就 す る]の 図 囲 囲 。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈c

reditur>と 〈velle>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>、 「中 間 と 究 極 」 → 「索 引 」。

〈454>。 〈510>。 〈2878>

〈2963>Quiaformanonobservata,inferturadnullatioactus.

[AdnUllati6actUsinfertur,quiaf6rman6nobservata.](12Co.R

ep.7)「 形 式 が 遵 守 さ れ な か っ[た]の で 、 行 為 の 無 効 が 引 き お こ さ れ る 。」

〈adnullatio>… 「無 効 」、 〈infertur>… 〈infero>[ひ き お こ す]の 図 囲 国 團 、

〈observata>… 〈observo>[尊 重 す る]の 囲 囹 〈observatus>の 團 國 国(受

動 相 完 了 の 構 成 要 素)。 ※ 〈non>の あ と に は 、 〈est>が 省 略 さ れ て い る 。 ち

な み に 、 長 音 符 が つ け ら れ て い な い か た ち の 〈formaobservata>の と こ ろ

だ け に つ い て 言 え ば 、 こ れ は 、 理 由 な ど を 意 味 す る 圏 圏 の 表 現 と 同 じ に な

る 。 圏 匡ヨ→ 〈22>

<2963わfs>quiaquisparumdiligentemsi1⊃isociumacquirit,

desequeridebet.[Debetqueridese,quiaquisacquiritsocium
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diligentemparumsibi.]「 あ る 人 が 、 あ ま り 注 意 深 く な い[人]を 自 身

の た め に 組 合 員 と し て 得 る 以 上 は 、 彼 は 、 自 身 に 不 満 を 言 う べ き で あ る 。」

〈queri>… 圖 〈queror>[不 満 を の べ る]の 囲 困(図)、 〈acquirit>"° 〈acqu

iro>[え る]の 囲 国 團 、 〈socium>… 〈socius>[組 合 員]の の 團 囲 、 〈dili

gentem>… 〈diligens>[注 意 深 い]の 團 囲 因]。 ※ 〈qui>は 〈aliquis>[あ る

人]の 代 用 物 で あ る 。 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」

〈2964>Quibusmodisac⊂1uirimlls,iisdemincontrarillmamitt

emus。[Amittemusincontrariummodlsilsdem,quibusacqulrimu

s.](Pα αZ.D.50,17,153)「 私 た ち は 、 自 身 が 取 得 す る 際 に 用 い る の と 同 じ

[方 法]に 依 っ て 、 反 対 に 喪 失 す る 。」 〈amittemus>… 〈amitto>[失 な う]

の 國E國 、 〈COntrariUm>… 〈COntrariUS>[反 対 の]の 團 田 圃(囮)、 〈m

odis>… 〈modus>[方 法]の 國 團 、 〈acquirimus>… 〈acquiro>[取 得 す る]

の 囲 日 國 。 ※ 〈m・dis>は 関 係 代 名 詞 〈quibus>の 先 行 詞 で あ る が 、 こ の よ う

に 、 先 行 詞 が 〈quibus>以 下 の 関 係 節 の な か に 組 み こ ま れ て し ま う こ と も あ

る 。〈modisiisdem,quibus>が ふ つ う の 配 置 の 一 つ で あ る 。 関 係 代 名 詞 〈q

uibus>は 先 行 詞 〈iisdem>に か か っ て い く 。 関 係 節(文)が 主 文 よ り ま え に

く る の は 、 テ ー マ を さ き に 見 せ る こ の 文 体 の 方 が 、 な ん と な く わ か り や す

く な る か ら で あ ろ う 。 関 係 代 名 詞 を 日 本 語 に う つ し か え る さ い 、 「そ の 方 法

に よ っ て ～ す る そ の 同 じ 方 法 に よ っ て 」 と ダ ブ ル 方 式 に し て や る と 、 ス タ

イ ル は か な り 悪 く な る が 、 か え っ て 意 味 は と り や す く な る 。 も っ と も 、 ふ

つ う の 日 本 語 は そ の よ う な ま わ り く ど い 表 現 に は な ら ず 、 試(私)訳 の よ

う に も な っ て く る の で は な か ろ う か 。 〈idem～qui>は 相 関 語 で あ る 。 「取

得 と 喪 失 」 → 「索 引 」、 「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 →

「索 引 」。

〈2965>Quic噌uidac唖11iritllrservo,ac噌uiritllrdomino.[Quicqu

idacqulriturserv6,acqulriturdomin6.](Pull.Acts.38,Note,15;Vi

n.Abr.327)「 奴 隷 に 取 得 さ れ る も の は 、 す べ て 、 主 人 に 取 得 さ れ る 。」 〈a

CqUiritUr>… 〈aCqUirO>[取 得 す る]の 図 囲 国 團 、 〈SerVO>… 〈SerVUS>[奴

隷]の 團 團 。 ※ 「タ テ マ エ(主 人)と ホ ン ネ(奴 隷)」 → 「索 引 」

〈2966>Quic噌uidestcolltranormamrecti,estinjllria.[Quicq

uidestcontran6rmamrectl,estinjUria.](3Bulst.313)「 正 義 の 規

範 に 反 す る も の は 、 す べ て 、 不 法 で あ る 。」 〈normam>… 〈norma>[規 定]

の 團 因]、 〈recti>… 〈rectum>[道 理]の 團 國 。

〈2967>Quic⊂1uidillexcessuactumest,1egeprollibetur.[Qui

cquidestactuminexcessU,prohibeturlege.](2Co,Inst.107)「 逸

脱 し た 状 況 下 で な さ れ た こ と は 、 す べ て 、 法 律(法)に 依 っ て 禁 じ ら れ る 。」

〈eXCeSSU>… 〈eXCeSSUS>[月 覚 線]の 團 圏 。
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〈2968>Quicquidjudicisauthoritatisubjicitur,novitatinon

subjicitur.[Quicquidsubjiciturauth6ritatljudicis,n6nsubjicitu

rnovitatl.](4Co.lnst.66)「 裁 判 官 の 権 威 に 属 し て い る も の は 、 す べ て 、

新 奇 な こ と に は 属 し な い 。」 〈subjicitur>… 〈subjicio>[下 に お く]の 図 囲

国 團 、 〈authoritati>… 〈authoritas>[権 威]の 團 團 、 〈novitati>… 〈novi

tas>[新 し い こ と]の 團 團 。

〈2969>Quic噌uidm111tispeccatllr,in111tumest.[Quicquidpecc

aturmultls,estinultum.](Luc.Phars.5,260)「 多 数 の[人]に 依 っ て

犯 さ れ る も の は 、 す べ て 、 不 加 罰 の も の で あ る 。」 〈peccatur>… 〈pecco>

[犯 す]の 図 囲 国 團 、 〈inUltUm>… 〈inUltUS>[罰 せ ら れ な い]の 團 囲 国 。

〈2970>Quic噌uidnecessitascogit,defendit.[Quicquidnecessi

tasc6git,defendit.](Hale,P.C.54)「 緊 要 が 強 い る こ と は 、 す べ て 、[そ

れ 自 体 が]口 実 と な る 。」 〈defendit>… 〈defendi>[ふ せ ぐ]の 囲[ヨ 團 。

〈2971>Quicquidplantatursolo,solocedit.[Quicquidplantat

ursol6,ceditsol6.](Broom,Max.401,405;Went.Off.Exec.145;8

Cush.(Mass.)189;Ambl.113;3East)「 土 地 に 植 え ら れ る も の は 、 す べ

て 、 土 地 に 属 す る 。」 〈plantatur>… 〈planto>[植 え る]の 図 囲 国 團 、<so

lo>… 〈solum>[土 地]の 團 圏 ・ 團 、 〈cedit>… 〈cedo>[属 す る]の 囲 国 團 。

〈2972>Quicquidrecipitur,recipitursecundummodumrecipi

entis.[Quicquidrecipitur,recipitursecundummodumrecipienti

s.](Broom,Max.727;Halk,Max.149;2Bing.N.C.461;2B.&C.72

;14Sim.522;2Cl.&F.681;2Cr.&678;14East.239,243c)「 受 領

さ れ る も の は 、 す べ て 、 受 領 す る[人]の 流 儀 に 従 っ て 受 領 さ れ る 。」 〈re

cipitur>… 〈recipio>[う け と る]の 図 囲 国 團 、 〈modum>… 〈modus>[や

り か た]の 團 圃 、 〈recipientis>… さ き の 〈recipio>の 囲 囹 〈recipiens>の 團

囲 國(囮)。

〈2973>Quicquidreiadditursatisdemonstratae,frustraest.

[Quicquidadditurreidem6nstrataesatis,estfrustra.](Broom,

Max.630)「 十 分 に 示 さ れ た 事 柄 に 付 加 さ れ る も の は 、 す べ て 、 無 益 に[な

さ れ た も の]で あ る 。」 〈additur>… 〈addo>[付 加 す る]の 図 囲 国 團 、 〈d

emonstratae>…<demonstro>[示 す]の 囲 囹 〈demonstratus>の 團 國 團 。

※ 「〈frustra>系 の も の 」 → 「索 引 」

〈2974>Quicquidsolvitur,solvitursecumdummodumsolvent

is;噌uic噌uidrecipitur,recipitursec1111dllmmodumrecipielltis.

[Quicquidsolvitur,solvitursecumdummodumsolventis;quicqu

idrecipitur,recipitursecundummodumrecipientis.](RuleinCl

aytonlsCase;2Vern.606;Broom,Max.810)「 弁 済 さ れ る も の は 、 す
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べ て 、 弁 済 す る[人]の 流 儀 に 従 っ て 弁 済 さ れ る 。[そ し て 、]受 領 さ れ る

も の は 、 す べ て 、 受 領 す る[人]の 流 儀 に 従 っ て 受 領 さ れ る 。」 〈modum>

… 〈modus>[や り か た]の 團 圃 、 〈solventis>… 〈solvo>[弁 済 す る]の 囲

囹 〈solvens>の 團[到 國(囮)、 〈recipitur>… 〈recipio>[受 領 す る]の 図

囲 国 團 、 〈recipientis>… さ き の 〈recipio>の 囲 囹 〈recipiens>の 團 囲 國

(國)。

〈2975>Quic噌uidvulthaberenemopotest.[Nem6potesthaber

e,quicquidvult.]「 誰 も 、[自 身 が][持 つ こ と を]望 む も の す べ て を 持

つ こ と は 、 出 来 な い 。」

〈2976>Quicun吼uellabetjurisdictionemordinariamestillius

lociordillarills.[Qulcunquehabetjurisdicti6nem6rdinariam,es

t6rdinariusloclilllus.](Co.Litt.344)「 正 規 の 裁 判 権 を 持 つ 人 は 、 誰

で も 、 あ の 地 域 の 正 規[裁 判 官]で あ る 。」 〈ordinariam>… 〈ordinarius>

[正 規 の]の 團 國 因]、 〈ordinarius>… さ き の 見 出 し 語 形 容 詞 が 名 詞 化 し た

も の 、 〈loci>… 〈10CUS>[場 所]の 團 國 。

〈2977>Qllicun噌uejllsslljlldicisali唖uidfecerit,nonvidetllr

dolomalofecisse,quiaparerenecesseest。[Qulcunquefecerit

aliquidjussUjUdicis,n6nvideturfecissedol6mal6,quiaestne

cesseparere.](10Co.Rep.71)「 裁 判 官 の 命 令 に 依 っ て あ る こ と を 行 な

っ た 人 は 、 す べ て 、 悪 意 で 行 な っ た も の と は 見 ら れ な い 。 そ れ は 、 従 う こ

と が[そ の 人 に]必 要 で あ る か ら で あ る 。」 〈jUSSU>… 〈jUSSUS>[命 令]の

團 匡1、 〈necesse>… 「必 要 な 」(不 変 化 詞)、 〈parere>… 〈pareo>[し た が

う]の 囲 匠]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈quicunque>は 、 〈vid

etur>と 〈fecisse>の 双 方 に か か る 。 国 匠]→ 〈98>

〈2977わfs>Quicun噌uesubconditioneobligatuscuraveritnec

onditioexisteret,nihilominusobligatur.[Qulcunqueobligatus

subconditi6necUraverit,neconditi6existeret,obligaturnihil6m

inus.]「 誰 で あ れ 、 条 件 つ き で 義 務 づ け ら れ た 状 態 で 、 条 件 が 成 就 し な い

よ う に 配 慮 し た[人 は]、 や は り 義 務 づ け ら れ る 。」 〈curaverit>… 〈curo>

[配 慮 す る]の 圏 園 国 團 、 〈existeret>… 〈existo>[成 就 す る]の 國 未 完

了 過 去 国 團 。

〈2978>Quideniminterestintersuasoremfactietprobatore

m?[Enimquidinterestintersuas6remetprobat6remfacti?](C

ic.Phil.2,12,29)「 実 際 の と こ ろ 、 行 為 の 教 唆 者 と[そ の]賛 成 者 と の 間

に 、 ど の よ う な 差 異 が 在 る の か?」 〈interest>… 〈intersum>[異 な っ て い

る]の 囲 国 團(非 人 称 用 法)、<suasorem>… 〈suasor>[教 唆 者]の 團 圖 、

〈probatorem>… 〈probator>[同 意 者]の 團 因]。 ※ 「疑 問 代 名 詞 」 → 「索
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引 」

〈2979>Quidsitjus・etin唖uoconsistitinju「ia'1egisestde

finire.[DeflnlrequidjUssit,et,inqu6injUriac6nsistit,estleg

is.](co.Litt.158b)「 な に が 権 利 で あ る か 、 そ し て 、 な に か ら 不 正 が 成 り

た っ て い る の か 、 を 定 義 す る こ と は 、 法 律(法)の 任 務 で あ る 。」 〈defini

re>… 〈definio>[定 義 す る]の 囲 困 、 〈quid>… 〈quis>[誰 が ～ か?]、 〈co

nSiStit>… 〈COnSiStO>[な り た つ]の 囲 国 團 。 ※ 〈eSt>と あ わ さ っ た 〈legiS>

は 、 「法 の も の で あ る(任 務 で あ る)」 こ と を 示 す 属 格 の 用 法 で あ る 。 「属 格

の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 「索 引 」。 〈quid>は 疑 問 代 名 詞 で あ る 。 な お 、 こ こ の

〈quid>に は 関 係 代 名 詞 の 形 は な い が 、 一 方 、 〈quid>と な ら ん で 疑 問 代 名 詞

と し て 用 い ら れ る 〈quod>と な っ て く る と 、双 方 の 可 能 性 や 接 続 詞 の 可 能 性

ま で も 打 診 し て み な け れ ば な ら な い 。 〈quidproquo>は 、 日 本 の 論 文 で 、

「約 因 ・ 対 価 ・ 代 償 ・ 売 り 言 葉 に 買 い 言 葉 」 な ど の 意 味 で そ え ら れ る こ と

が あ る が 、 こ の 原 義 は 、 「な に が な に の か わ り に 」 で あ る が 、 面 白 い こ と に 、

こ こ に は 、 疑 問 代 名 詞 が 二 つ も 登 場 す る 。 「疑 問 代 名 詞 」 → 「索 引 」

〈2980>Quidtamcollgruumfideillumanae,噌uamea⊂1uaeint

ereosplacuerunt,servare?[Quidtamcongruumfidelhumanae,

quamea,quaeintere6splacuerunt,servare?](σlp.D.2,14,1pr.)

「人 々 の 間 で 合 意 さ れ た こ と を 守 る こ と ほ ど 、 人 の 信 義 に 合 致 す る も の が

な に か[あ る]か?」 〈congruum>… 〈congruus>[適 当 な]の 團 囲 国 、 〈h

umanae>… 〈humanus>[人 間 的 な]の 團 國 團 、 〈servare>… 〈servo>[守

る]の 囲 国 。 ※ 〈tam～quam>は 相 関 語 で あ る 。 「信 義 誠 実 ・誠 意 ・ 善 意 」

→ 「索 引 」、 「疑 問 代 名 詞 」 → 「索 引 」。

〈2981>Quidquidestcontranormamrecti,estinjuria.[Quidq

uidestcontran6rmamrectl,estinjUria,](3Bulst.313)「 正 義 の 規

範 に 対 立 す る も の は 、 す べ て 、 不 法 で あ る 。」 〈normam>… 〈norma>[規 範]

の 團 因]、 〈recti>… 〈rectum>[正 義]の 團[國 。

〈2982>Quidquidestinterritorio,estdeterritorio.[Quidqui

destinterrit6ri6,estdeterrit6ri6.]「 領 土 の 中 に 在 る も の は 、 す

べ て 、 領 土 に 由 来 す る も の で あ る 。」 〈territorio>… 〈territorium>[領 土]

の 團 團 。

〈2983>Quidquidnecessitascogit,defendit.[Quidquidnecessi

tasc6git,defendit.]「 緊 要 が 強 制 す る も の は 、 す べ て 、[人 を]擁 護 す

る 。」 〈defendit>… 〈defendo>[擁 護 す る]の 囲 国 團 。 〈2750>・ 〈3061>

〈2983わfs>Quid噌uidnonagnoscitglossa,necagnoscitcuria.

[CUrianecagn6scit,quidquidglossan6nagn6scit.]「 法 廷 も 、 註

釈 が 認 め な い こ と は 、 す べ て 、 認 め な い 。」 〈curia>… 「法 廷 」、 〈agnoscit>
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… 〈agnOSCO>[認 め る]の 囲 国 團 、 〈glOSSa>… 「註 釈 」。

〈2984>Quid"uidplantatursolo,solocedit.[Quidquidplantat

ursol6,ceditsol6.]「 土 地 に 植 え ら れ る も の は 、す べ て 、土 地 に 属 す る 。」

〈plantatur>… 〈planto>[植 え る]の 図 囲 国 團 、 〈solo>… 〈solum>[土 地]

の 團 圏 ・ 團 、 〈cedit>… 〈cedo>[属 す る]の 囲 国 團 。 〈2576>・ 〈3507>

〈2985>Quidquidsinedoloetculpavenditorisaccidit,ineo

venditorsecurusest.[VenditorestsecUrusine6,quidquidacc

iditsinedol6etculpavendit6ris.](Broom,Max.480;Co.Inst.183

;Co.Litt.99a)「 売 主 は 、 自 身 の 悪 意 お よ び 過 失 な し に 生 ず る こ と す べ て

に 於 い て 、 安 全 で あ る 。」 〈securus>… 「安 全 な 」、 〈accidit>… 〈accido>[生

ず る]の 囲 国 團 。 ※ 〈quidquid>と 〈eo>と は 相 関 関 係 に あ る 。

<2986>quidquidsolvitur,solvitursecundummodumsolventi

s;quidquidrecipitur,recipitursecundummodumrecipientis.

[Quidquidsolvitur,solvitursecundummodumsolventis;quidqu

idrecipitur,recipitursecundummodumrecipientis.]「 弁 済 さ れ る

も の は 、 す べ て 、 弁 済 す る[人]の 流 儀 に 従 っ て 弁 済 さ れ る 。 そ し て 、 受

領 さ れ る も の は 、 す べ て 、 受 領 す る[人]の 流 儀 に 従 っ て 受 領 さ れ る 。」 〈m

odum>… 〈modus>[流 儀]の 團 圃 、 〈solventis>… さ き の 〈solvo>の 囲 囹 〈s

・1・・n・ 〉の 團 囲 國(囮)、 〈・eciptu・ 〉… 〈・ecipi・ 〉[う け と る]の 図 囲 国 團 、

〈recipientis>… さ き の 〈recipio>の 囲 囹 〈recipiens>の 團 囲 國(囲)。 ※ 〈q

uidquid>は 〈quicquid>と 同 じ で あ る → 「辞 書 」[64]。

〈2987>Quidquidvaletdegenere,valetetdespecie.[Quidqu

idvaletdegenere,valetetdespecie.]「 類 に 関 し て 効 力 を 持 つ も の

は 、 す べ て 、 種 に 関 し て も 、 効 力 を 持 つ 。」 〈genere>… 〈genus>[類]の 團

圏 、 〈specie>… 〈species>[種]の 團 圏 。 ※ 「類 と 種 」 → 「索 引 」、 「タ テ

マ エ(類)と ホ ン ネ(種)」 → 「索 引 」。

〈2988>Quietanonmovere。[N6nmoverequieta.](Greenv.Hud

sonRiverR;Co.28Barb.(N.Y.)9,22)「 落 ち つ い た 状 況 に あ る[も の]

を 動 か さ な い こ と 。」 〈movere>… 〈moveo>[動 か す]の 囲 困 、 〈quieta>…

〈quietus>[静 か な]の 國 匝 】因](囲)。 ※ 古 代 ロ ー マ に も 同 趣 旨 の 格 言 が

あ る 。[C]部 門p.69:<20>を 参 照 。 〈movere>の と こ ろ は 、 不 定 法 止 の 構

文 で あ る 。 「不 定 法 止 」 → 〈171>。 〈3467>

〈2989>Quilibetdeuniversitateadmittiturintestimoniump

roea.[Qullibetdeuniversitate,admittiturintestim6niumpr6e

a.](Dam.Reg,Can.44)「 団 体 に[属 す る]人 は 、 す べ て 、 そ の た め の 証

言 へ 関 与 す る 。」 〈admittitur>…<admitto>[ひ き い れ る]の 図 囲 国 團 、 〈u

niversitate>… 〈universitas>[団 体]の 團 圏 。
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〈2990>Quilibetpotestrenuntiarejuriproseintroducto・[Qu

IlibetpotestrenUntiarejUrlintr6duct6pr6se.](21nst,183;Bro

om,Max.480,699,705;Co.Litt.99a,492;Co.Rep.699,765;1Exch.65

7;31L.J.Ch.1759Mas.482;3Pic.(Mas.)218;12Cush.(Mass.)83

;N.Y.36)「 誰 で も 、 自 身 の た め に 導 き い れ ら れ た 権 利 を 放 棄 す る こ と が

出 来 る 。」 〈renuntiare>… 〈renuntio>[放 棄 す る]の 囲 困 、 〈introducto>

… 〈introduco>[導 入 す る]の 囲 囹 〈introductus>の 團 囲 團 。 ※ 〈renunti

o>は 与 格 を 支 配 す る 。

〈2991>Quilibetpraesumiturbonus,nisiprobeturmalus.[Qui

libetpraesUmiturbonus,nisiprobeturmalus.]「 誰 で も 、 悪 い[人]

[で あ る こ と]が 証 明 さ れ な い 限 り は 、 良 い[人][で あ る 、 と]推 定 さ れ

る 。」 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 二 つ 見 え る 。 主 語 の<quilibet>は 、 〈praesumi

tur>お よ び 〈probetur>と 、 隠 れ て い る 二 つ の 〈esse>に そ れ ぞ れ か か る 。 国

匠]→ 〈98>。 「良 い と 悪 い 」 → 「索 引 」

〈2992>Quilibetpraesumiturbonus,usquedumprobeturcont

rarium.[Quillbetpraesumiturbonus,usquedumcontrariumpro

betur.]「 誰 で も 、 反 対 の[こ と]が 証 明 さ れ る ま で は 、 良 い[人][で あ

る と]推 定 さ れ る 。」 〈contrarium>… 〈contrarius>[反 対 の]の 團 圃 国

(囮).※ 〈u・qu・dum>の と こ ろ に 〈d・nec>[～ ま で]が 入 っ て く る 命 題

も あ る 。 ま た 、 〈bonus>の と こ ろ に 〈malus>[悪 い[人]]が 入 っ て く る 、

お そ ろ し い 内 容 の 命 題 も あ り え る 。 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の<q

uilibet>は 、〈praesumitur>と 隠 れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。国 團 → 〈9

8>Q〈257>

〈2993>Quilibetreisuaelegemdicerepotest.[Quilibetpotest

dlcerelegemrelsuae.]「 誰 で も 、 自 身 の 物 に 対 し て 法 律(法)を 言 明

す る こ と が 出 来 る 。」 〈dicere>… 〈dico>[言 う]の 囲 匠]。 〈3198>・ 〈3485>

〈2993わ ごs>Quilibetstatustantumpotestinsuoterritorioqu

antumimperatorinimperio.[Quilibetpoteststatusinterrit6ri

6su6tantum,quantumimperatorinimperi6.]「 誰 で も 、 皇 帝 が 支 配

権 の 中 に[保 有 す る]だ け の 地 位 を 自 身 の 領 域 に 於 い て[保 有 す る こ と が]

出 来 る 。」 〈territorio>… 〈territorium>[領 域]の 團 圏 、 〈imperator>… 「皇

帝 」、 〈imperio>… 〈imperium>[支 配 権]の 團 圏 。 ※ 〈tantum～,quant

um>は 相 関 語 で あ る 。 〈3198>・ 〈3834>

〈2994>Quilibetverborllmsllorllmoptimusinterpres.[Qullibe

tinterpresoptimusverb6rumsu6rum,]「 誰 で も 、 自 身 の 言 葉 の 最 良

の 解 釈 者[で あ る]。 」 〈interpres>… 「解 釈 者 」。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈2995>Quisquepotestrenuntiarejurisuo.[Quisquepotestre
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nUntiarejUrisu6.](Dam.Reg.Can.128)「 各 人 は 自 身 の 権 利 を 放 棄 す る

こ と が 出 来 る 。」 〈renuntiare>… 〈renuntio>[放 棄 す る]の 囲 困 。 ※ 〈ren

untio>は 与 格 を ひ く 。<467>・<499>

〈2996>Quisquepraesumiturbonus,donecprobeturcontrariu

m.[Quisquepraesumiturbonus,d6neccontrariumprobetur.]「 人

は 、 す べ て 、 反 対 の[こ と]が 証 明 さ れ る ま で は 、 良 い[人][で あ る と]

推 定 さ れ る 。」 〈contrarium>… 〈contrarius>[反 対 の]の 團 囲 国(囮)。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の<quisque>は 、 〈praesumitur>と 隠

れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 團 → 〈98>

〈2997>Quisquesuorumverboruminterpres.[Quisqueinterpre

sverb6rumsu6rum,]「 各 人 は 自 身 の 言 葉 の 解 釈 者[で あ る]。 」 〈interp

res>… 「解 釈 者 」。 ※ 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈2998>Quisquispraesumiturbonus;etsemperindubiispro

reorespondendum.[Quisquispraesumiturbonus;etrespondend

umpr6re6indubiissemper.]「 人 は 、 す べ て 、 良 い[人][で あ る と]

推 定 さ れ る 。 そ し て 、 疑 問 の あ る[こ と]に 於 い て は 、 常 に 被 告 人 に 有 利

に 対 応 が な さ れ る べ き[で あ る]。 」 〈respondendum>… 〈respondeo>[答

え る]の 國 囮 〈respondendus>[答 え ら れ る べ き[で あ る]]の 團 圃 国 。

※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈quisquis>は 、 〈praesumitur>と 隠

れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>、 〈Indubio・dubiis>論 →

「索 引 」。

〈2999>Quivispraesumiturbonus,donecprobeturcontrariu

m.[Quivispraesumiturbonus,d6neccontrariumprobetur.]「 誰 で

も 、 反 対 の[こ と]が 証 明 さ れ る ま で は 、 良 い[人][で あ る と]推 定 さ れ

る 。」 〈COntrariUm>… 〈COntrariUS>[反 対 の]の 團 囲 国(囲)。 ※ 主 格

不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。主 語 の 〈quivis>は 、<praesumitur>と 隠 れ て い る 〈e

sse>の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>

〈3000>Quoligatur,eodissolvitur.[Dissolviture6,qu61igatu

r.](σZμD.50,17,35;Winchester'sCase,2Rolle,21;4Co.Rep.26)

「[あ る も の が]結 び つ け ら れ る 際 に 用 い ら れ る そ の 方 法 で 、[あ る も の が]

解 か れ る 。」<dissolvitur>…<dissolvo>[解 く]の 図 囲 国 團 、<ligatur>

… 〈ligo>[結 び つ け る]の 図 囲 国 團 。 ※ 〈eo,quo>は 一 種 の 相 関 語 で あ る 。

「ロ ー マ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 ・ 法 の バ ラ ン ス 感 覚 」 → 「索 引 」。 〈752>・ 〈27

58>・ 〈2459>・ 〈3117>

〈3001>Quocllm噌uemodovelit,噌uocum唖11emodopossit.[veli

tmod6qu6cumque,possitmod6qu6cumque.](14Johns.(N.Y.)48

4,492)「 彼 は 、 ど の よ う な 手 段 を 用 い て も[な す こ と を]望 み 、[ま た 、]
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ど の よ う な 手 段 を 用 い て も[な す こ と が]出 来 る だ ろ う 。」 〈modo>… 〈mo

dus>[方 法]の 團 圏 。 ※ 〈quicumque>[～ す る 人 は 誰 で も]の 変 化 形 で

あ る 〈quocumque>で は 、 そ の 〈quo>の 部 分 だ け が 変 化 す る 。 い わ ば 、 長 い

車 の 前 輪 駆 動 タ イ プ の よ う な も の で あ る(『 新 ラ テ ン 文 法 』 §794・795)。

〈3002>Quodaquo吼uopoenaenomineexactumest,ideidem

restitllerenemocogitur.[Nem6c6giturrestituereid,quodest

exactumaqu6qu6poenaen6mine,eldem.](Gαf.D.50,17,46)「 誰 も 、

あ る 人 か ら 罰 と し て 徴 収 さ れ た も の を そ の 人 に 返 還 す る よ う に 、 強 制 さ れ

な い 。」 〈restituere>… 〈restituo>[返 還 す る]の 囲 團 、 〈exactum>… 〈exi

go>[請 求 す る]の 囲 囹 〈exactus>の 團 田 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)。

〈3002わfs>Quodabinitiobelleficiumfuit,11suetaetatefitd

ebitum.[Quodfuitbeneficiumabiniti6,fitdebitumusuetaetat

e.]「 当 初 か ら 特 典 で あ っ た[も の は]、 使 用 と 年 月[の 経 過]に 依 っ て 、

債 務 と な る 。」 〈beneficium>… 「特 典 」、 〈initio>… 〈initium>[当 初]の 團

團 、 〈aetate>… 〈aetas>[年 令]の 團 團 。

〈3003>Quodabinitiononvalet,expostfactoconvalescere

nonpotest。[Quodn6nvaletabiniti6,n6npotestconvalescere

exfact6post.](Tray.Lat.Max.482)「 当 初 か ら 有 効 で な い[も の は]、

事 後 の 行 為 に 依 っ て 効 力 を 回 復 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈initio>… 〈initiu

m>[初 め]の 團 圏 、 〈convalescere>… 〈convalesco>[効 力 を 回 復 す る]

の 囲 困 。 ※ 〈expostfacto>の と こ ろ に 〈intractutemporis>が 、 そ し て 、

〈convalescerenonpotest>の と こ ろ に 〈nonconvalescet>が 、 そ れ ぞ れ

入 っ て く る 命 題 も あ る(Merlin.Rep.Verb.RegledeDroit;4Co.Rep.26

;Broom,Max.178;5Pic.(Mass.)27)。 〈tractu>は 〈tractus>[経 過]の 團

圏 で 、 〈temporis>は 〈tempus>[時]の 團[国 で あ る 。 〈convalescet>は 、

さ き の 〈convaleSCO>の 困 国 團 で あ る 。

〈3004>Quodabinitiovitiosumest,nonpotesttractutempo

risconvalescere.[Quodestviti6sumabiniti6,n6npotestconva

lesceretractUtemporis.](Pα ㍑Z.D.5047,29;L∫c.R㍑ ∫.D.5047,210;B

room,Max,113,178;4Co,Rep.2;Noy,Max.16)「 当 初 か ら 暇 疵 の あ る[も

の は]、 時 の 経 過 に 依 っ て 効 力 を 回 復 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈vitiosum>…

〈vitiosus>[暇 疵 の あ る]の 團 圃 国 、 〈initio>… 〈initium>[初 め]の 團 圏 、

〈convalescere>… 〈convalesco>[効 力 を 回 復 す る]の 囲 困 、 〈tractu>… 〈t

ractus>[経 過]の 團 圏 。 〈19>・ 〈2217>

〈3005>Quodabundat,nonvitiat.[Quodabundat,n6nvitiat,]

(Paul.Sent.3,4,10)「 余 分 な[も の は]、 害 し な い 。」 〈abundat>… 〈abu

ndo>[あ ふ れ る]の 囲 国 團 、 〈vitiat>… 〈vitio>[害 す る]の 囲 国 團 。

B-679



〈3006>Quodadjusnaturaleattinet,omnesllominesaequale

ssullt.[Hominesomnessuntaequales,quodattinetadjUsnatU

rale.](σZρ.D.50,17,32)「 自 然 法 に 関 す る 限 り で は 、 人 は 、 す べ て 、 平 等

で あ る 。」 〈aeqUaleS>… 〈aeqUaliS>[平 等 な]の 國 囲 国 、 〈attinet>… 〈att

ineo>[関 係 が あ る]の 囲 国 團 。 ※ ち な み に 、 〈quodadmeattinet>は 、

「私 に 関 す る か ぎ り で 」 と い う 熟 語 構 文 を 含 ん だ 表 現 で あ る(こ の 場 合 、〈q

uod>は 接 続 詞 で あ る)。

<3007>Quodaedificaturinarealegata,ceditlegato.[Quoda

edificaturinarealegata,ceditlegat6.](Broom,Max.276,424;Amo

n&F.Fixtures,246)「 遺 贈 さ れ た 敷 地 の 中 に 建 て ら れ る[も の は]、 遺 贈

を 受 け た[人]に 属 す る 。」 〈aedificatur>… 〈aedifico>[建 て る]の 図 國 国

團 、 〈area>… 〈area>[敷 地]の 團 匿]、 〈legata>… 〈lego>[遺 贈 す る]の 医1

囹 〈legatus>の 團 國 圏 、 〈cedit>… 〈cedo>[属 す る]の 囲 国 團 、 〈legato>

… さ き の 〈legatUS>の 團 囲 團(囮) 。

〈3008>Quodaliasbonumetjustumest,sipervimvelfraud

empetatur,ma111metinjustumefficitur.[MalumetinjUstume

fficitur,sl,quodestbonumetjUstumalias,petaturpervimvel

fraudem.](3Co.Rep.78)「 も し 、 他 の 場 合 に 、 良 い 、 ま た 公 正 な[も

の が]、 暴 力 あ る い は 詐 欺 に 依 っ て 求 め ら れ る な ら ば 、 そ れ は 、 悪 く 、 ま た

不 公 正 な[も の]と な る 。」 〈injustum>… 〈injustus>[不 公 正 な]の 團 匝]

国(匿 團)、 〈efficitur>… 〈efficio>[も た ら す]の 図 囲 国 團 、<justum>…

〈justus>[正 し い]の 團 圃 国 、 〈petatur>… 〈peto>[求 め る]の 國 図 囲 国

團 、 〈fraudem>… 〈fraus>[詐 欺]の 團 因]。 ※ 「公 正 と 不 公 正 」 → 「索 引 」

〈3009>Quodaliasnonfuitlicitum,necessitaslicitumfacit.

[Necessitasfacitlicitum,quodn6nfuitlicitumalias,](Fleta.Li

b.5,C.23.§14)「 緊 要 は 、 他 の 場 合 に 適 法 で な か っ た[も の][も]、 適 法

な[も の]と す る 。」 〈licitum>… 〈licitus>[適 法 な]の 團 圃 因]・ 国 。

〈3010>Quodalicuigratioseconceditur,trahinondebetab

aliisinexemplum.[Quodconcedituralicuigrati6se,n6ndebett

rahlinexemplumabalils.](Lib.Sex,5,13,74)「 あ る 人 に 好 意 か ら 付

与 さ れ る[も の は]、 他[の 人 々]に 依 っ て 先 例 へ と 取 り こ ま れ る べ き で は

な い 。」 〈conceditur>… 〈concedo>[譲 与 す る]の 図 囲 国 團 、 〈trahi>… 〈t

raho>[ひ く]の 図 囲 困 、 〈exemplum>… 〈exemplum>[例]の 團 圖 。

〈3011>Quodalicuisllononlicetnomine,necaliellolicebit.

[Quodn6nlicetaliculn6minesu6,neclicebitalien6.](Lib.Sex.

5,13,67)「 あ る 人 に 自 身 の 名 で は 許 さ れ て い な い[こ と は]、 他 人 の[名]

で も 許 さ れ な い で あ ろ う 。」 ※ 「自 身 と 他 人 」 → 「索 引 」
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〈3012>QuodapProbo,nonreprobo。[N6nreprob6,quodapPro

b6,](Cθrひ.Scα θび.D.3,5,8;Broom,Max.712)「 私 が[い っ た ん]是 認 す

る[こ と を]、 私 は 否 認 し な い 。」 〈reprobo>… 「(私 は)是 認 す る 」、 〈app

robo>… 「(私 は)否 認 す る 」。 ※ 〈quod>は 単 数 中 性 主 格 お よ び 対 格 の 関 係

代 名 詞 で あ る が 、 そ の 先 行 詞(た と え ば 〈id>[こ れ])が 省 略 さ れ る の が ふ

つ う な の で 、 こ の よ う に 〈quod>が 文 頭 に き て し ま う こ と も 多 い 。 た だ 、 〈q

uod>に は 、 「～ の で 」 と い う 接 続 詞 の 重 要 な 用 法 も あ る の で 、 速 断 す る こ

と は 危 険 で あ る 。 〈quod>で は じ ま る 法 格 言 は 、 〈qui>で は じ ま る 法 格 言 と

と も に 、 か な り 多 い 。 〈qui>の 形 は 主 格 に し か な く て 、 「～ 人 は 」 で あ る が 、

〈quod>の 場 合 、 訳 は 、 「～ こ と は 」 と 「～ こ と を 」 と い う よ う に 、 格 の 面

で 二 手 に わ か れ る 。 「自 然 法 と 市 民 法 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(市 民 法)と

ホ ン ネ(自 然 法)」 → 「索 引 」、 「自 然 法 」 → 「索 引 」。

〈3013>Quodattinetadjuscivile,servipronullishabentur;

nontamenetjurenaturali.[Servihabenturpr6nUllis,quoda

ttinetadjUscivile;tamenn6netjUrenatUrali.](σZμD.50,17,3

2)「 市 民 法 に 関 す る 限 り 、 奴 隷 は[人 と し て は]無 と 考 え ら れ る 。 そ れ で

も や は り 、 自 然 法 に 於 い て も[そ う で あ る 、 と い う わ け で は]な い 。」 〈se

rvi>… 〈servus>[奴 隷]の 國 国 、 〈attinet>… 〈attineo>[関 係 が あ る]の 囲

国 團 、 〈quod>… 〈3012>の 場 合 な ど と は ち が っ て 、 こ れ は 「～ の か ぎ り は 」

を 意 味 す る 接 続 詞 で あ る 。 ※ 「自 然 法 」 → 「索 引 」

<3014>quodcommunecumalioest,desinitesseproprium.

[Quodestcommunecumali6,desinitesseproprium.](Quint.)

「他 の[人]と 共 有 状 態 に 在 る[も の は]、[自 身]固 有 の[も の]で あ る

こ と を 止 め る 。」 〈desinit>… 〈desino>[や め る]の 囲 国 團 。

〈3015>Quodconstatclare,nondebetverificari.[Quodc6nst

atclare,n6ndebetverificari.](10Mod.150)「 明 ら か に 確 定 し て い

る[こ と は]、 証 明 さ れ る 必 要 は な い 。」 〈verificari>… 〈verifico>[証 明 す

る]の 図 囲 国 。

〈3016>Quodconstatcuriae,operetestiumindiget.[Quodc6

nstatcUriae,indigetoperaetestium.](2Co.lnst.662)「 裁 判 所 に 知

ら れ て い る[こ と は]、 証 人 の 助 力 を 必 要 と は し な い 。」 〈curiae>… 〈curia>

[裁 判 所]の 團 團 、 〈indiget>… 〈indigeo>[必 要 と す る]の 囲 国 團 、 〈op

ere>… 〈opus>[活 動]の 團 團 。 ※ 〈indigeo>は 、 こ の 場 合 、 奪 格 を 支 配 す

る 。

〈3017>Quodcontralegemfit,proinfectollabetur.[Quodfit

contralegem,habeturpr61nfect6.](σZp.D.38,1ヱ,ヱ,1;C.J,1,14,5,

1;C.J.2,14,4;4Co.Rep.31a)「 法 律(法)に 反 し て な さ れ る[こ と は]、
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な さ れ な か っ た[こ と]と 扱 わ れ る 。」 〈infecto>… 〈infectus>[な さ れ な

い]の 團 囲 團(囲).〈2780>・ 〈2781>・ 〈3017>・ 〈3035>

<3018>quodcontrarationemjurisreceptumest,nonestdu

cendumadconsequentias.[Quodestreceptumcontrarati6nemj

Uris,n6nestdUcendumadc6nsequentias.](Pα ㍑Z.D.1,3,14:D.50,

17,141pr.;JuZ.D.1,3,15;12Co.Rep.75;Broom,Max,158)「 法 の 理 に

反 し て 受 け い れ ら れ た[こ と は]、 結 論 へ と 導 か れ る べ き で は な い 。」 〈rec

eptum>… 〈recipio>[う け い れ る]の 圃 囹 〈receptus>の 團 圃 国(受 動 相 完

了 の 構 成 要 素)、 〈ducendum>… 〈duco>[導 く]の 國 囮 〈ducendus>[導 か

れ る べ き[で あ る]]の 團 田 国 、 〈consequentias>… 〈consequentia>[結

論]の 國 因]。 ※ 國 圏 → 〈1>。 〈ducendum>の と こ ろ に 〈producendum>[導

き だ さ れ る べ き[で あ る]]が 入 っ て く る 命 題 も あ る(〈produco>は 「導 き

だ す 」 で あ る)。

〈3019>Quodcuiqueproeopraestatur,invitonontribuitur.

[Quodpraestaturcuiquepr6e6,n6ntribuiturinvit6.](σZP.D.5

047,156,4)「 各 人 に そ の 人 の た め に 授 け ら れ る[も の は]、 そ の[人]の

意 思 に 反 し て は 、 そ の[人]に 付 与 さ れ な い 。」 〈praestatur>… 〈praesto>

[授 け る]の 図 囲 国 團 、 〈tribuitur>… 〈tribuo>[付 与 す る]の 図 囲 国 團 、

〈inVitO>… 〈inVitUS>[望 ま な い]の 團 囲 團(囮)。 ※ 「形 容 詞 の 訳 し か

た 」 → 〈55>・ 「索 引 」、 「望 む ・ 望 ま な い 」 → 「索 引 」。

<3020>quoddatumestecclesiae,datumestDeo.[Quodest

datumecclesiae,estdatumDe6.](2Co.Inst.2,590)「 教 会 に 寄 附 さ

れ た[も の は]、 神 に 寄 付 さ れ た こ と に な る 。」 〈datum>… 〈do>[与 え る]

の 囲 囹 〈datus>の 團 囲 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈ecclesiae>… 〈eccle

sia>[教 会]の 團 團 。 ※ 「タ テ マ エ(神)と ホ ン ネ(教 会)」 → 「索 引 」

<3021>Quoddaturpersonis,cumpersonisamittitur。[Quodd

aturpers6nis,amittiturcumpers6nis.](σZp.D.43,20,1,43)「 人 々

に 与 え ら れ る[も の は]、[そ の]人 々 と 共 に 失 な わ れ る 。」 〈amittitur>… 〈a

mitto>[失 な う]の 図 囲 国 團 。 〈2715>

〈3022>Quoddemonstralldicausaadditurreisatisdemollstra

tae,frustrafit.[Quodadditurreldem6nstrataesatisdem6nstra

ndicausa,fitfrUstra.](10Co.Rep.113a)「[す で に]十 分 に 明 示 さ れ

た 事 柄 に 、明 示 す る 目 的 で 付 加 さ れ る[も の は]、 な さ れ て も 、役 だ た な い 。」

〈additur>… 〈addo>[付 加 す る]の 図 囲 国 團 、 〈demonstratae>… 〈demo

nstro>[明 示 す る]の 匠1囹 〈demonstratus>の 團 図 團 、 〈demonstrandi>

… さ き の 〈demonstro>の 國 囮 〈demonstrandum>の 國(團) 。 ※ 「動 名 詞 」

→ 〈153>・ 〈1540>、 「〈frustra>系 の も の 」 → 「索 引 」。
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〈3023>QuodDeusconjunxit,110mononseparet.[Hom6n6ns

eparet,quodDeusconjUnxit,](Mat.Ev.19,6;Mat,Ev.10,9)「 神 が 結

び あ わ せ た[も の を]、 人 は 分 離 す る べ き で は な い 。」 〈separet>… 〈separo>

[分 け る]の 圏 未 完 了 過 去 国 團 、 〈conjunxit>… 〈conjungo>[結 び あ わ せ

る]の 囲 国 團 。 ※ 「神 と 人 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(神)と ホ ン ネ(人)」

→ 「索 引 」。

〈3024>Quoddiffertur,nonaufertur.[Quoddiffertur,n6nauf

ertur.](Shakespeare)「 延 期 さ れ る[も の は]、[取 り さ ら れ]な い 。」 〈d

iffertur>… 〈differo>[の ば す]の 図 囲 国 團 、 〈aufertur>… 〈aufero>[も

ち さ る]の 図 囲 国 團 。

〈3025>Quoddirectofieriprollibetur,etiamestprollibitum

perindirectum。[Quodprohibeturfierldlrect6,estprohibitumet

iamperindirectum.]「 直 接 的 に な さ れ る こ と が 禁 止 さ れ る[こ と は]、

間 接 的 な[も の]を 通 じ て さ え も 、 禁 止 さ れ て い る 。」 〈estprohibitum>

・こ れ は 〈prohibeo>[禁 止 す る]の 受 動 相 完 了 三 人 称 単 数 の 形 で あ る が 、

こ こ で は 、 そ の よ う に は 理 解 せ ず に 、 〈prohibitus>と い う 完 了 分 詞 を 「禁

止 さ れ て い る 」 と い う 意 味 の 見 出 し 語 形 容 詞 と 読 む こ と に す る 。 〈indirect

um>… 〈indirectus>[間 接 的 な]の 團 圃 圃(匿 團)。 ※ 〈prohibeo>は 補 足

不 定 法 〈fieri>を ひ く → 〈171>。 「直 接 と 間 接 」 → 「索 引 」

〈3025わfs>Quoddivinijurisest,idnulliusinbonisest.[Id,

quodestjUrisdlvlnl,estinbonlsnUlllus.]「 神 法 上 の も の は 、 誰 の

財 産 の 中 に も な い 。」 〈divini>… 〈divinus>[神 聖 な]の 團 圃 圏 。 ※ 「属 格

の 訳 し か た 」 → 「索 引 」

〈3026>Quoddubitas,nefeceris。[Nefeceris,quoddubitas.](P

lin,Min.Ep.1,18;1Hale,P.C.300;Broom,Max.326)「 君 が 、 自 身 が 疑

問 に 思 っ て い る[こ と を]や っ て し ま わ な い よ う 。」 〈dubitas>… 〈dubito>

[疑 う]の 囲[]團 、 〈feceris>… 〈facio>[な す]の 圏 囲 口 團 。 ※ 接 続 法 は 、

近 代 欧 米 語 に お い て も 含 み を 多 く も っ て い る 法 で 、 日 本 語 に う つ し か え る

さ い 、 細 心 の 注 意 が 必 要 で あ る が(→ 〈232>)、 こ こ の 接 続 法 完 了 も 、 〈ne>

[な い よ う に]と 組 み あ わ さ る と 、 完 了 の 時 称 が 用 い ら れ て い る に も か か

わ ら ず 、 「～ す る な 」 と い っ た 現 在 の ニ ュ ア ン ス が 生 じ て く る こ と に な っ て

い る 。 『新 ラ テ ン 文 法 』 §612を 参 照 。 い ず れ に し て も 、 接 続 法 系 の 時 称 は 、

直 説 法 系 の 場 合 ほ ど き ち ょ う め ん な う け と り か た を す る 必 要 は な く 、 そ の

意 味 内 容 も フ ァ ジ ー で あ る 。 ち な み に 、 日 本 語 で も 「月 が 鏡 で あ る の な ら 」

と 言 う べ き と こ ろ を 、 「月 が 鏡 で あ っ た な ら 」 と す る 、 ぼ や け た 表 現 が 歌 詞

に あ る 。 つ い で に 言 え ば 、 日 本 の 歌 に 、 「雪 に か わ り が あ る じ ゃ な し 」 と 言

う べ き と こ ろ を 、 「雪 に か わ り が な い じ ゃ な し 」 と す る 一 節 も あ る 。 も っ と
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も 、 こ ち ら の 方 は 、 日 本 語 で も 、 否 定 と 肯 定 の 間 柄 が そ れ ほ ど き っ ぱ り と

し て い な い と い う 点 を 示 唆 し て い る だ け で 、 本 題 と は 無 関 係 で あ る が 。 〈I

ndubio・dubiis>論 → 「索 引 」

〈3027>Quodemtionem(emptionem)venditionemquerecipit,e

tiampignerationemreciperepotest.[Quodrecipitemti6nem(emp

ti6nem)(que)venditi6nem,potestrecipereplgnerati6nemetiam.]

(Gαf,D.204,9,1)「 購 入 な ら び に 売 却 を 受 け い れ る[も の は]、 質 入 れ さ

え も 受 け い れ る こ と が 出 来 る 。」<recipit>… 〈recipio>[う け い れ る]の 囲

国 團 、 〈(que)〉 … 「な ら び に 」、 〈recipere>… さ き の 〈recipio>の 囲 團 、 〈pi

gnerationem>… 〈pigneratio>[質 入]の 團 因]。

〈3028>Quodestexnecessitate,nlln噌uamilltroducitur,nisi

quandonecessarium.[Quodestexnecessitate,intr6duciturnun

quam,nisiquand6necessarium.](2Rolle,502)「 緊 要 に 基 づ い て 存

在 す る[も の は]、 緊 要[状 態]が[存 在 す る]と き 以 外 に は 、 決 し て 導 入

さ れ な い 。」 〈introducitur>… 〈introduco>[導 入 す る]の 図 囲 国 團 、 〈ne

cessarium>… 〈necessarius>[緊 要 な]の 團 田 国 。 ※ 〈nisi>も 〈quando>

も 接 続 詞 で あ る が 、 ラ テ ン 語 で は 、 接 続 詞 が つ づ け て 登 場 す る こ と は 、 あ

ま り 気 に か け る 必 要 は な い 。 ち な み に 、 一 般 的 に 言 え ば 、 副 詞 と 接 続 詞 の

間 柄 も 実 に 微 妙 で あ る 。

〈3029>Quodestincollveniens,autcontrarationem,nonper

missumestinlege.[Quodestinconveniensautcontrarati6nem,

n6nestpermissuminlege.](Co.Litt.178a)「 不 都 合 な[も の]、 あ

る い は 理 に 反 し て い る[も の は]、 法 律(法)に 於 い て は 許 さ れ て い な い 。」

〈inconveniens>… 〈inconveniens>[不 都 合 な]の 團 匝]国 、 〈permissum>

… 〈permitto>[許 す]の 園 囹 〈permissus>の 團 囲 国 。 ※ 〈estpermissum>

は 受 動 相 完 了 三 人 称 単 数 の 形 で も あ る が 、 こ こ で は 、 〈permissum>を た ん

な る 形 容 詞 と 理 解 し た 。

〈3030>Quodestnecessariumestlicitum.[Quodestnecessari

um,estlicitum.](Jenk.Cent.76,Case45)「 緊 要 な[こ と は]、 適 法 で

あ る 。」 〈neCeSSariUm>… 〈neCeSSariUS>[緊 要 な]の 團 囲 国 、 〈liCitUm>

… 〈licitus>[適 法 な]の 團 圃 国 。

〈3031>Quodevincitur,inbonisnonest.[Quodevincitur,n6

nestinbonis.](CeZ.D.50,17490)「 追 奪 さ れ る[も の は]、 財 産 の 中

に は な い 。」 〈evincitur>… 〈evinco>[追 奪 す る]の 図 囲 国 團 。

〈3032>Quodexrenostrafit,nostrumest.[Quodfitexreno

stra,estnostrum.](Gαf.D.4ヱ,1,7,7;Pα ㍑Z.D.10,4,12,3)「 私 た ち の 物

か ら 生 ず る[も の は]、 私 た ち の も の で あ る 。」
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〈3033>Quodfactumestcuminobscurosit,exaffectionec

lljlls噌uecapitillterpretationem.[Capitinterpretati6nemexaffec

ti6necUjusque,cum,quodestfactum,sitinobscUr6.](Pα αZ.D.5

0,17,168,1)「 な さ れ た[こ と]が 不 明 瞭 な[状 態]に 在 る と き は 、 そ れ

は 各 人 の 意 思 に 基 づ い て 解 釈 を 引 き だ す 。」 〈capit>… 〈capio>[と る]の 囲

国 團 、 〈affectione>… 〈affectio>[意 思]の 團 圏 、 〈obscuro>… 〈obscuru

s>[不 明 瞭 な]の 團 匝]圏(囮)。 ※ 〈cum>と い う 重 い 接 続 詞 が 、 文 頭 で

は な く 、 こ う い う と こ ろ に 入 っ て く る の も 、 い か に も ラ テ ン 語 ら し い 表 現

で あ る 。 こ う い っ た と き 、 前 置 詞 と ま ち が え ら れ る こ と も あ る 。

〈3034>Quodfieridebet,facilepraesumitur。[Quoddebetfier

I,praesUmiturfacile.](Halk.Max.153;Broom,Max.182,297)「 な さ

れ る べ き[こ と は]、 容 易 に 推 定 さ れ る 。」 〈2431>

〈3035>Quodfierinondebet,factumtamenvalet.[Quodn6n

debetfieri,factumvalettamen.](5Co.Rep.38)「 な さ れ る べ き で な

い[こ と で][も]、[い っ た ん]な さ れ た と き に は 、 や は り 有 効 で あ る 。」

※ 〈debet>の か わ り に 完 了 形 の 〈debuit>、 そ し て 、 〈valet>の か わ り に 完 了

形 の 〈valuit>が 入 っ て く る 用 例 も あ る 。 〈factum>と い う 分 詞 の 訳 法 に つ い

て は 、 〈55>を 参 照 。 〈factum>の と こ ろ は 、 あ る 英 訳 で は 、 〈whendone>

と い う 簡 潔 な 言 い ま わ し に な っ て い る 。 こ れ が ラ テ ン 語 の か も し だ す 味 な

の で あ る 。 〈2780>・ 〈2781>・ 〈3017>・ 〈3055>

<3035わfs>quodimpossibileest,nequepactonequestipulati

onepotestcomprellendi.[Quodestimpossibile,potestcomprehe

ndinequepact6nequestipulati6ne.]「 不 可 能 で あ る[も の は]、 合 意

に も 問 答 契 約 に も 含 ま れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈comprehendi>… 〈compreh

endo>[ふ く む]の 図 囲 困 、 〈stipulatione>… 〈stipulatio>[問 答 契 約]

の 團 團 。 ※ 〈neque～neque>は 相 関 語 で あ る 。

〈3036>Quodinjurescripto"jus"apPellatur,idinlegeAngl

iae"rectum"essedicitur.[Id,quodapPellatur"jUs"injUrescri

pt6,dicituresse"rectum"inlegeAngliae.](Co.Litt.260;Fleta,Li

b.6.C.1.§1)「 成 文 法(ロ ー マ 法)に 於 い て 〈jus>と 呼 ば れ る も の は 、 イ ギ

リ ス の 法 律(法)に 於 い て は 〈rectum>で あ る 、 と 言 わ れ る 。」 〈appellatur>

… 〈apPello>[呼 ぶ]の 図 囲 国 團 、 〈scripto>… 〈scribo>[書 く]の 囲 囹 〈s

criptus>の 團 匝]團 、 〈rectum>… 「正 義 」、 〈Angliae>… 〈Anglia>[イ ギ リ

ス]の 團 國 。 ※ 〈dicitur>に ひ か れ た 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈i

d>は 、 〈dicitur>と 〈esse>に か か る 。 国 困 → 〈98>

<3037>quodinminorivalet,valebitinmajori,etquodin

majorinonvalet,necvalebitinminori.[Quodvaletinmin6ri,

B-685



valebitinmaj6ri,etquodn6nvaletinmaj6ri,necvalebitinmi

n6rl,](Co,Litt.260a)「(い っ そ う)小 さ い[こ と]に 於 い て 有 効 で あ る

[こ と は]、(い っ そ う)大 き い[こ と]に 於 い て[も]有 効 で あ ろ う 。 そ

し て 、(い っ そ う)大 き い[こ と]に 於 い て 有 効 で な い[こ と は]、(い っ そ

う)小 さ い[こ と]に 於 い て も 、 有 効 で な い だ ろ う 。」 ※ 「大 と 小 」 → 「索

引 」

〈3038>Quodinunosimilillmvalet,valebitinaltero.[Quod

valetinUn6similium,valebitinalter6.](Co.Litt.191a)「 類 似 の[も

の]の 内 の あ る 一 つ の[も の]に 於 い て 有 効 な[も の は]、 そ れ 以 外 の[も

の]に 於 い て[も]、 有 効 で あ ろ う 。」 〈similium>… 〈similis>[似 て い る]

の[園 匝]圓(國)。 ※ 「一っ と他 」→ 「索 引」

<3039>Quodinconsultofecimus,consultiusrevocemus.[Revo

cemusc6nsultius,quodfecimusinc6nsult6.](Jenk.Cent.116)「 私

た ち は 、 無 思 慮 に 行 な っ た[こ と を]、 い っ そ う 思 慮 を 働 か せ て 、 撤 回 す る

べ き で あ る 。」 〈revocemus>… 〈revoco>[よ び も ど す]の 國 囲E圏 、 〈con

sultius>… 〈consultus>[熟 考 さ れ た]に 由 来 す る 囲 副 詞 、 〈inconsulto>

… 〈inconsultus>[熟 考 さ れ て い な い]に 由 来 す る 副 詞
。

〈3039わ ごs>Quodindebitumpererroremsolvituちautipsuma

uttantundemrepetitur。[Quodindebitumsolviturpererr6rem,

autipsumauttantundem,repetitur,]「 錯 誤 に 依 っ て 非 債 弁 済 さ れ る

[も の は]、 あ る い は そ れ 自 体 、 あ る い は そ れ に 相 当 す る だ け 、 返 還 請 求 さ

れ る 。」 〈indebitum>… 〈indebitus>[負 わ れ て い な い]の 圓 圃 国 、 〈repet

itur>… 〈repeto>[返 還 請 求 す る]の 図 囲 国 團 。

〈3040>Quodinitiononvalet,tractutemporisnonvalet.[Qu

odn6nvaletiniti6,n6nvalettractUtemporis.]「 当 初 に 於 い て 有 効

で な い[も の は]、 時 の 経 過 に 依 っ て は 有 効 と は 成 ら な い 。」 〈initio>… 〈in

itium>[初 め]の 團 圏 、 〈tractu>… 〈tractus>[経 過]の 團 匡ヨ。

〈3041>Quodinitiovitiosumest,nonpotesttractutemporis

convalescere。[Quodestviti6suminiti6,n6npotestconvalescer

etractUtemporis,](Pα ㍑Z.D.50,17,29;Broom,Max.178)「 当 初 に お い

て 暇 疵 の あ る[も の は]、 時 の 経 過 に 依 っ て は 有 効 と 成 る こ と は 出 来 な い 。」

〈vitiosum>… 〈vitiosus>[暇 疵 の あ る]の 團 圃 国 、 〈initio>"'〈intium>[1ま

じ め]の 團 團 、 〈convalescere>… 〈convalesco>[有 効 と な る]の 囲 困 、 〈t

raCtU>… 〈traCtUS>[経 過]の 團 圏 。

〈3042>Quodipsis唖uicontraxeruntobstat,etsuccesso「ibus

eorumo1⊃stabit.[Quodobstatipsls,qulcontraxerunt,obstabit

etsuccess6ribuse6rum.](σZp.D.50,17,143)「 契 約 し た[人 た ち]自
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身 に 妨 げ と 成 る[こ と は]、 そ の 人 た ち の 承 継 者 た ち に も 妨 げ と 成 る で あ ろ

う 。」 〈obstat>… 〈obsto>[妨 げ る]の 囲 国 團 、 〈contraxerunt>… 〈contr

aho>[契 約 を 締 結 す る]の 囲 国 圏 、<obstabit>… さ き の 〈obsto>の 困 国 團 、

〈successoribus>… 〈successor>[承 継 者]の 國 團 。 ※ 〈quod>で ひ か れ る

関 係 節 の な か に 、 も う 一 つ 、 〈qui>で ひ か れ る 関 係 節 が 組 み こ ま れ て い る 。

〈3043>Quodjudexnonadjudicat,abjudicat.[Abjudicat,quod

jUdexn6nadjUdicat.]「 裁 判 官 が 判 決 に 依 っ て 承 認 し な い[こ と を]、 彼

は 判 決 に 依 っ て 否 認 す る 。」 〈abjudicat>…<abjudico>[否 認 す る]の 囲 国

團 、 〈adjudicat>… 〈adjudicat>[承 認 す る]の 囲[ヨ 團 。

〈3044>Quodjllssllalterillssolvitur,proeoest,quasiipsis

olutumesset.[Quodsolviturjussualterlus,estpr6e6,quasles

setsolUtumipsl.](Pα ㍑Z.D.50,17,180)「 他 の[人]の 指 示 に 依 っ て 弁

済 さ れ る[も の は]、 あ た か も そ の 人 自 身 に 弁 済 さ れ て い た か の よ う な 状 況

に あ る 。」 〈jussu>… 〈jussus>[指 示]の 團 匡ヨ、 〈solutum>… 〈solvo>[と

く]の 園 囹 〈solutus>の 團 囲 国(接 続 法 受 動 相 過 去 完 了 の 構 成 要 素)。 ※ 〈p

roeo～,quasi>は 相 関 語 で あ る 。 「自 身 と 他 人 」 → 「索 引 」

<3045>Quodlegepermittentefit,poenamnonmeretur.[Quo

dfit,legepermittente,n6nmereturpoenam.](C.J.9,9,4pr.;Nic.

Ev.Loc.Ar.Leg.46,2)「 法 律(法)が 許 し て い る と き に な さ れ る[こ と は]、

刑 罰 を 招 か な い 。」 〈permittente>… 〈permitto>[許 す]の 囲 囹 〈permitte

ns>の 團 國 團 、 〈meretur>… 圖 〈mereor>[も う け る]の 囲 国 團(図)。 ※

絶 対 的 奪 格 の 構 文 が 見 え る 。 「名 詞(lege)プ ラ ス 現 在 分 詞(permittente)」

型 で 、 そ の 意 味 は 「～ す る と 」 で あ る 。 囮 圏 → 〈22>

〈3046>Quodlegibusomissumest,nonomitteturreligionej

lldicantis.[Quodestomissumlegibus,n6nomitteturreligi6neju

dicantis.](Pαp.D.22,5,13)「 法 律(法)に 依 っ て 見 す ご さ れ た[こ と は]、

裁 判 す る[人]の 良 心 に 依 っ て は 見 す ご さ れ な い で あ ろ う 。」 〈omissum>

… 〈omitto>[度 外 視 す る]の 囲 囹 〈omissus>の 團 圃 国(受 動 相 完 了 の 構 成

要 素)、 〈omittetur>… さ き の 〈omitto>の 図 困 国 團 、 〈judicantis>… 〈judi

co>[裁 判 す る]の 國 囹 〈judicans>の 團 囲[国(囮)、 〈religione>… 〈reli

gio>[良 心]の 團 團 。 ※ 「タ テ マ エ(法 律(法))と ホ ン ネ(良 心)」 → 「索

引 」

〈3047>Quodlegitimefactumest,nonmereturpoenam。[Quo

destfactumlegitime,n6nmereturpoenam,](C,J.9,9,4pr.)「 適 法

に な さ れ た[こ と は]、 罰 を 受 け な い 。」 〈meretur>… 圖 〈mereor>[値 す る]

の 囲 国 團(図)。

〈3048>Quodmajorparscapitulifacit,totumcapitulumface
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revidetur.[Quodparsmajorcapitulifacit,videturfacerecapitu

lumt6tum.](Decr.1,6,48,1,6,50)「[あ る]章 の(い っ そ う)大 き な 部

分 が 作 り だ す[こ と は]、 章 全 体 を 作 り だ す も の と 見 ら れ る 。」 〈pars>… 「部

分 」、 〈capituli>… 〈capitulum>[章]の 團 圏 、 〈capitulum>… さ き の 〈ca

pitulum>の 團 因]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係 代 名 詞 の

先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈facere>の 双 方 に か か る 。 国 匠]→ 〈98>。 〈304

8わfs>・ 〈3076>・ 〈3163>

<3048わfs>Quodmajorparscuriaeeffecit,proeoha1⊃etur,ac

siomnesegerint.[Quodparsmajorcuriaeeffecit,habeturpro

e6,acsiomnesegerint.]「 会 議 の 大 部 分 が 作 り だ し た こ と は 、 あ た か

も す べ て の[人]が 行 な っ た も の と 扱 わ れ る 。」 〈pars>… 「部 分 」、 〈curia

e>… 〈curia>[会 議]の 團 國 、〈effecit>… 〈efficio>[つ く り だ す]の 囲 国 團 。

※ 「大 部 分 と 全 体 」 → 「索 引 」。 〈3048>・ 〈3076>・ 〈3163>

〈3049>Quodmeumest,sinefactomeoveldefectumeoamit

tivelinaliumtransferrinonpotest。[Quodestmeum,n6npot

estamittlsinefact6me6veldefectUme6,veltransferrlinaliu

m.](Broom,Max.302,465;Prest.Abs.Tit.147;8Co.Rep.92)「 私 の も

の で あ る[も の は]、 私 の 行 為 あ る い は 私 の 憔 怠 な し に は 、 失 な わ れ た り 、

あ る い は 他[の 人]へ 移 転 さ れ た り す る こ と は 出 来 な い 。」 〈amitti>… 〈am

itto>[失 な う]の 図 國 困 、 〈defectu>… 〈defectus>[失 敗]の 團 圏 、 〈tr

ansferri>… 〈transferro>[移 転 す る]の 図 囲 困 。

〈3050>Quodmeumest,sinemeauferrinonpotest。[Quodes

tmeum,n6npotestauferrisineme.](Jenk.Cent.251,Case.41)「 私

の も の で あ る[も の は]、 私 の[行 為]な し に 奪 わ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈a

uferri>… 〈aufero>[奪 う]の 図 囲 圏 。

<3051>Quodminusest,inobligationemvideturdeductum.

[Quodestminus,videturdeductuminobligati6nem.](1Story,C

ontr.481)「 い っ そ う 少 な い[も の は]、 債 務 関 係 へ 導 か れ[た][も の と]

見 ら れ る 。」 〈deductum>… 〈deduco>[ひ き さ げ る]の 囲 囹 〈deductus>の

團 囲 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て

い る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 隠 れ て い る<(esse)deductu

m>の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>

〈3052>Quodnaturadedit,tollerenemopotest.[Nem6potest

tollere,quodnatUradedit.]「 誰 も 、 自 然 が 与 え た[も の を]取 り さ る

こ と は 出 来 な い 。」 〈tollere>… 〈tollo>[と る]の 囲 困 。

<3053>quodnaturalisratiointeromneshominesconstituit,

vocaturjusgentium.[Quodrati6naturalisc6nstituitinterhom
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inesomnes,vocaturjUsgentium.](Gα ∫.D.1,1,9;1.J.1,2,1;1BLC

om.43)「 自 然 の 理 が す べ て の 人 間 の 間 で 定 め た[も の は]、 万 民 法 と 呼 ば

れ る 。」 〈constituit>…<constituo>[定 め る]の 囲 国 團 、<vocatur>… 〈v

OCO>[呼 ぶ]の 図 囲 国 團 。 ※ 〈COnStitUit>に は 、 囲[ヨ 團 の ケ ー ス も あ る 。

〈3054>Quodnecessarieintellegitur,idnondeest.[Id,quod

intelligiturnecessarie,n6ndeest.](1Bulst.71)「 必 然 的 に 理 解 さ れ

る も の は 、 欠 け て は い な い 。」 〈deest>… 〈desum>[欠 け る]の 囲 国 團 。

<3055>Quodnecessariumest,estlicitum.[Quodestnecessar

ium,estlicitum.](Jenk,Cent.85)「 緊 要 で あ る[も の は]、 適 法 で あ る 。」

〈necessarium>… 〈necessarius>[緊 要 な]の 團 囲 国 、 〈licitum>'"〈licit

us>[適 法 な]の 團 團 国 。

<3056>Quodnecessitascogit,defendit.[Quodnecessitasc6gi

t,defendit.](Hale,P.C.54)「 緊 要 が 強 い る[こ と は]、[人 を]擁 護 す る 。」

〈defendit>… 〈defendo>[防 く"]の 囲 国 團 。 ※ 〈defendit>の と こ ろ に 〈exc

usat>が 入 っ て く る 命 題 も あ る 。 〈excusat>は 〈excuso>[口 実 と す る]の 囲

国 團 で あ る 。

<3057>quodnonapparet,nonest,etnonapparetjudicialit

erantejudicium.[Quodn6napParet,n6nest,etn6napParetj

UdicialiterantejUdicium.](2Co.Inst.479)「 明 ら か と な ら な い[も の

は]、 存 在 し な い 。 そ し て 、 そ れ は 判 決 の 前 に は 裁 判 上 不 明 で あ る 。」 〈app

aret>…<appareo>[明 ら か と な る]の 囲 国 團 。

〈3058>QuodnoncapitChristus,capitfiscus.[Fiscuscapit,

quodChristusn6ncapit.](Yearb.P.19,Hen.6.1)「 キ リ ス ト(教 会)

が 受 け と ら な い[も の を]国 庫 が 受 け と る 。」 〈fiscus>… 「国 庫 」、 〈capit>

… 〈capio>[と る]の 國 国 團
、 〈Christus>… 「 キ リ ス ト 」。

<3059>Quodnonest,confirmarinonpotest.[Quodn6nest,

n6npotestc6nfirmari.]「 存 在 し な い[も の は]、 確 認 さ れ る こ と は 出 来

な い 。」 〈confirmari>… 〈confirmo>[確 認 す る]の 図 囲 困 。 ※ 「タ テ マ エ

(存 在 し な い)と ホ ン ネ(確 認 さ れ な い)」 → 「索 引 」。 〈809>・ 〈2108>

〈3060>Quodnonestillactis,110nestinmundo.[Quodn6n

estinactls,n6nestinmund6.]「 文 書 の 中 に 存 在 し て い な い[も の

は]、[こ の]世 に 存 在 し な い 。」 〈mundo>… 〈mundus>[世 界]の 團 匡1。 〈2

108>

〈3060わfs>Quodnonestlegeprollibitum,intelligiturconcess

llm.[Quodn6nestprohibitumlege,intellegiturconcessum,]「 法

律 に よ っ て 禁 止 さ れ な か っ た[こ と は]、 許 さ れ た[も の]と 理 解 さ れ る 。」

〈concessum>… 〈concedo>[許 す]の 囲 囹 〈concessus>の 團 園 国 。 ※ 主 格
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不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 、 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 の 主 語 は 、 〈int

elligitur>と 隠 れ て い る 〈esse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>

<3061>quodnonestlicituminlege,necessitasfacitlicitu

m.[Necessitasfacit,quodn6nestlicituminlege,licitum.]「 緊 要

は 、 法 律(法)に 於 い て 許 さ れ て い な い[も の を]、 許 さ れ た[も の]と す

る 。」 〈licitum>… 〈licitus>[許 さ れ て い る]の 團 囲 国 ・ 囲 。 〈2750>・ 〈2

983>

<3062>quodnonllabetprincipium,nonhabetfinem.[Quod

n6nhabetprincipium,n6nhabetfinem.](Co.Litt.345;Broom,Ma

x.180)「 初 め を 持 た な い[も の は]、 終 わ り を 持 た な い 。」 〈principium>

… 〈principium>[始 め]の 團 因]
、 〈finem>… 〈finis>[終 わ り]の 團[劉 。

※ 「終 わ り と 初 め 」 → 「索 引 」

〈3063>Quodnonlegitur,noncreditur.[Quodn6nlegitur,n6

ncreditur.](4Co.Inst.304)「 読 ま れ な い[も の は]、 信 じ ら れ な い 。」

〈legitur>… 〈lego>[読 む]の 図 囲 国 團 。 〈3060>

〈3064>Quodnonritefactumest,proinfectohabetur.[Quod

estfactumn6nrlte,habeturpr61nfect6.](C.J.ヱ4,5,1)「 手 続 ど お

り に は な さ れ な か っ た[こ と は]、 な さ れ な か っ た[も の]と 扱 わ れ る 。」 〈i

nfecto>… 〈infectus>[な さ れ な か っ た]の 團 田 團(囮)。 〈80>・ 〈966>

・ 〈2273>

<3065>Quodnonvaletinprincipali,inaccessorioseuconse

quentinonvalebit,etquodnonvaletinmagispropinquo,no

nvalebitinmagisremoto.[Quodn6nvaletinprincipali,n6nv

alebitinaccess6ri6seuc6nsequenti,et,quodn6nvaletinpropi

nqu6magis,n6nvalebitinrem6t6magis,](8Co,Rep,78,233)「 主

た る[も の]に 於 い て 有 効 で な い[こ と は]、 従 た る[も の]あ る い は 続 い

て 生 じ て く る[も の]に 於 い て 有 効 で な い だ ろ う 。 そ し て 、 む し ろ 近 い[も

の]に 於 い て 有 効 で な い[こ と は]、 む し ろ 遠 い[も の]に 於 い て は 有 効 で

な い で あ ろ う 。」 〈principali>… 〈principalis>[主 た る]の 團 田 團(囲)、

〈accessorio>… 〈accessorius>[従 た る]の 團 匝]圏(囲)、 〈consequent

i>… 圖 〈・・n・equ・ ・〉[っ つ く]の 囲 囹 〈・・nsequ・n・ 〉の 團 圃 團(囮)、 〈P

ropinquo>… 〈propinquus>[近 い]の 團 圃 圏(囮)、 〈remoto>… 〈remo

tUS>[遠 い]の 團 匝]圏(圃)。 ※ 「主 と 従 」 → 「索 引 」、 「遠 い と 近 い 」

→ 「索 引 」。

〈3066>Quodnonvaletutago,valetutvalerepotest.[Quod

n6nvaletutag6,valet,utpotestvalere.](Dam.Reg.Can.78)「 私

が 意 図 し て い る よ う に は 効 力 の な い[こ と]で[も]、 そ れ が 効 力 を 持 つ こ
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と が 出 来 る よ う に は 、 効 力 を 持 つ 。」 〈2658>・ 〈2844>・ 〈2845>

〈3067>Quodnonvetatlex,hocvetatfieripudor.[Pudorvet

athoc,quodlexn6nvetat,fierL](Sen.Troad.342)「 名 誉 心 は 、 法

律(法)が 禁 じ て い な い こ の こ と が な さ れ る の を 禁 ず る 。」 〈pudor>… 「名

誉 心 」、 〈vetat>… 〈veto>[禁 ず る]の 囲 国 團 。 ※ 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え

る 。 対 格 形 の 〈hoc>は 、 意 味 上 の 主 語 と し て 、 〈fieri>に か か る 。 因]困 → 〈3

5>

<3068>Quodnostrumest,sinefactosivedefectunostro,am

ittiseuadaliumtransferrinonpotest.[Quodestnostrum,n6

npotestamittiseutransferriadalium,sinefact6sivedefectU

nostr6.](Pomp,D.50,ヱ7,11;8Co.Rep,92a)「 私 た ち の も の で あ る[も

の は]、 私 た ち の 行 為 あ る い は 解 怠 な し に は 、 失 な わ れ た り あ る い は 他[人]

へ 移 転 さ れ た り す る こ と は 出 来 な い 。」 〈amitti>… 〈amitto>[失 な う]の 図

囲 囲 、 〈transferri>… 〈transferro>[移 転 す る]の 図 囲 困 、 〈defectu>… 〈d

efectus>[欠 陥]の 團 團 。

〈3069>Quodnulliusessepotest,idutalicujusfieret・nulla

obligatiovaletefficere.[Obligati6nUllavaletefficere,utid,q

uodpotestessenUllius,fieretalicUjus.](Pα ㍑Z.D.50,17,182)「 い か

な る 債 務 関 係 で あ っ て も 、 誰 に も 属 す る こ と が 出 来 な い も の が あ る 人 の も

の と な る 、 と い う よ う な こ と を 生 じ さ せ る こ と は 出 来 な い 。」 〈efficere>…

〈efficio>[生 じ さ せ る]の 囲 匠]。 ※ 〈nullius>も 〈alicujus>も 単 数 属 格 の

形 で あ る が 、 こ れ ら は 独 立 的 に 用 い ら れ て 、 「～ の も の で あ る 」 と い う よ う

に 、 所 有 の ニ ュ ア ン ス を あ ら わ す 。 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>。 〈v

aleo>[出 来 る]は 補 足 不 定 法 〈efficere>を ひ く → 〈171>。

〈3070>Quodn1111iusest,estdominiregis.[Quodestnulllus,

estdominlregis.](Fleta,Lib.3,12;Broom,Max.228,354;Bac.Abr.P

rer.(B);2Bl.Com.260)「 誰 の も の で も な い[も の は]、 支 配 者 で あ る 国

王 の も の で あ る 。」 ※ 〈domini>と 〈regis>は 同 格 語(属 格 形)で あ る 。 「属

格 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」

〈3071>Quodnulliusest,idrationenaturalioccupanticonce

ditur.[Id,quodestnUlllus,concedituroccupantlrati6nenatUral

i.](Gαf.D.41,1,3pr.;1.J.2,1,12;Bouv.Inst.491;Broom,Max.353)「 誰

の も の で も な い も の は 、 自 然 の 理 に 依 っ て 、 先 占 す る[人]に 与 え ら れ る 。」

〈conceditur>… 〈concedo>[譲 与 す る]の 図 囲 国 團 、 〈occupanti>… 〈occ

upo>[先 占 す る]の 囲 囹 〈occupans>の 團 囲 團(囮)。 ※ 〈nullius>は 、

属 格 と し て 、 〈est>と あ わ さ っ て 、 「誰 の も の で も な い 」 と い う 意 味 に な る 。

「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 〈84>・ 「索 引 」。 〈Quodnulliusest>と い う
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関 係 節 を も つ 格 言 の 一 つ に 、 〈3070>〈Quodnulliusest,estdominire

gis.〉 と い う も の が あ る 。 こ こ は 、 〈dominus>と 〈rex>を 同 格 名 詞 と し て 用

い て 、 「支 配 者(dominus)で あ る 王(rex)の 」 と 読 む の が ふ つ う で あ る 。

意 味 は 「誰 の も の で も な い[も の は]、 支 配 者 国 王 の も の で あ る 。」 と な る 。

〈3072>Quodnullumest,nullumproduciteffectum。[Quodes

tnUllum,pr6dUciteffectumnUllum.](Tray,Lat.Max.519)「 存 在 し

な い[も の は]、 な ん ら の 効 果 も 生 み だ さ な い 。」 〈producit>… 〈produco>

[生 み だ す]の 囲 国 團 。 〈3073>

〈3073>Quodnullumest,rescindinonpotest.[Quodestnull

um,n6npotestrescindi.]「 無 効 で あ る[も の は]、 取 消 さ れ る こ と が 出

来 な い 。」 〈rescindi>… 〈rescindo>[取 消 す]の 図 囲 困 。 ※ 「無 効 と 取 消 」

→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(無 効)と ホ ン ネ(取 消)」 → 「索 引 」。<3072>

〈3074・>Quodnullumest,rescissionenoneget.[Quodestnul

lum,n6negetrescissi6ne.]「 無 効 で あ る[も の は]、 取 消 を 必 要 と し な

い 。」 〈eget>… 〈egeo>[要 求 す る]の 囲 国 團 、 〈rescissione>'"〈rescissio>

[取 消]の 團 團 。 ※ 〈egeo>は 、 こ の 場 合 、 奪 格 を 支 配 す る 。 「無 効 と 取 消 」

→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(無 効)と ホ ン ネ(取 消)」 → 「索 引 」。

〈3075>Quodobgratiamalicujusconceditur,nonestinejus

dispendiumretor吼uendum.[Quodconcediturobgratiamalicuju

s,n6nestretorquendumindispendiumejus.](.Mod.D,1,3,25;C.

J.1,14,6;Lib.Sex.5,13,61)「 あ る 人 へ の 好 意 の 表 わ れ と し て 譲 与 さ れ る

[も の は]、 そ の 人 の 損 失 へ と 変 更 さ れ る べ き で は な い 。」 〈conceditur>…

〈concedo>[譲 与 す る]の 図 囲 国 團 、〈gratiam>… 〈gratia>[恩 恵]の 團 圃 、

〈retorquendum>… 〈retorqueo>[変 え る]の 國 囮 〈retorquendus>[変 え

ら れ る べ き[で あ る]]の 團 團 国 、 〈dispendium>… 〈dispendium>[損 失]

の 團 因]。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈3076>Quodomnestangit,debetabomnibusapprobari.[Quo

dtangitomnes,debetapprobariabomnibus.](C.J.5,59,5,2;Lib.

Sex.5,13,29;3How.St.Tr.718,1087)「 す べ て の[人]に 関 係 す る[こ

と は]、 す べ て の[人]に 依 っ て 是 認 さ れ る べ き で あ る 。」 〈tangit>… 〈tan

go>[つ か む]の 囲 国 團 、 〈apProbari>… 〈apProbo>[是 認 す る]の 図 囲 圏 。

※ 〈approbari>の と こ ろ に 〈supportari>[支 え ら れ る]が 入 っ て く る 命 題

も あ る(3How.St.Tr.818,1087)。 〈supportari>は 〈supporto>[支 え る]

の 図 囲 困 で あ る 。 〈3048>・ 〈3048わfs>・ 〈3163>

〈3077>Quodpendet,nonestproeo,噌uasisit.[Quodpendet,

n6nestpr6e6,quaslsit.](Pα ㍑Z.D.50,ヱ7,169,1)「 未 確 定 で あ る[も

の は]、 あ た か も 存 在 す る よ う な も の と は 扱 わ れ な い 。」 〈pendet>… 〈pend
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eo>[未 確 定 で あ る]の 囲 国 團 。 ※ 〈proeo,quasi>は 一 種 の 相 関 語 で あ

る 。

<3077わfs>quodperalluvionemagronostroflumenadicit,id

juregentiumnobisacquiritur.[Id,quodflUmenadicitagr6no

str6peralluvi6nem,acquiriturn6bisjUregentium.]「 川 が 寄 州 に 依

っ て 私 た ち の 土 地 に 付 加 す る も の は 、 万 民 法 に 依 っ て 私 た ち に 取 得 さ れ

る 。」 〈flumen>… 「川 」、 〈adicit>… 〈adicio>[加 え る]の 國 国 團 、 〈agro>

… 〈ager>[土 地]の 團 團 、 〈allUViOnem>… 〈allUViO>[寄 州]の 團 因]、<a

cquiritur>… 〈acquiro>[え る]の 図 囲 国 團 、 〈gentium>… 〈gens>[民 族]

の 圏 國 。

〈3078>Quodperjocumfit,nollestsinistreinterpretalldum.

[Quodfitperjocum,n6nestinterpretandumsinistre.](σZp.D.4

7,10,3,3)「 冗 談 で な さ れ る[こ と は]、 不 利 に 解 釈 さ れ る べ き で は な い 。」

〈jocum>… 〈jocus>[冗 談]の 團 因]、 〈interpretandum>…[≡]〈interpretor>

[解 釈 す る]の 國 囮 〈interpretandus>[解 釈 さ れ る べ き[で あ る]]の 團

囲 国 。 ※ 國 圏 → 〈1>。 〈2903>

<3079>quodpermenonpossum,necperalium。[Quodn6n

possumperme,necperalium.](4Co.Rep.24b:11Co.Rep.87a)

「私 が 自 身 を 通 じ て[な す こ と が]出 来 な い[こ と を]、 私 は 他 の[人]を

通 じ て も[な す こ と は 出 来]な い 。」 ※ 「自 身 と 他 人 」 → 「索 引 」

<3080>quodperrecordumprobatum,nondebetessenegatu

m.[Quodprobatumperrecordum,n6ndebetessenegatum.]「[裁

判 所]記 録 に 依 っ て 証 明 さ れ[た][も の は]、 否 認 さ れ た[も の]で あ る

べ き で は な い 。」 〈probatum>… 〈probo>[証 明 す る]の 園 囹 〈probatus>

の 團 囲 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈recordum>… 〈recordum>[記 録]

の 團 圃 、 〈negatum>…<nego>[否 認 す る]の 囲 囹 〈negatus>の 團 圃 国

(囮)。 ※ 〈quod>で ひ か れ る 関 係 節 で は 、 動 詞 〈est>が 省 略 さ れ て い る 。

〈3081>Quodpopuluspostremumjussit,idjusratumesto.[I

d,quodpopulusjussitpostremum,est6jUsratum.](1Bl.Com.8

9;12Allen(Mass.)434)「 国 民 が 最 後 に 定 め た も の が 、 有 効 な 法 で あ れ 。」

〈populus>… 「国 民 」、 〈jussit>… 〈jubeo>[裁 可 す る]の 囲 国 團 、<ratu

m>… 〈ratus>[有 効 な]の 團 圃 国 。

〈3082>Quodprimumestintentione,ultimumestinoperatio

ne.[Quodestprlmumintenti6ne,estultimuminoperati6ne.](B

ac.Max.)「 意 図 に お い て 最 初 の も の で あ る[も の は 、]実 行 に 於 い て は 最

後 の[も の]で あ る 。」 〈intentione>… 〈intentio>[意 図]の 團 圏 、 〈oper

atione>… 〈operatio>[実 行]の 團 圏 。 ※ 「最 初 と 最 後 」 → 「索 引 」
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〈3083>Quodprincipiplacuit,1egisllabetvigorem.[Quodpla

cuitprlncipl,habetvig6remlegis.](σZ .ρ.D.1,4,ψr.;Fleta,1,1,e17,

§7;Brac.107;Selden,Diss.AdFlet.C.3,§2)「 元 首 が 認 め た[こ と は]、

法 律(法)の 効 力 を 持 つ 。」 〈placuit>… 〈placeo>[気 に い る]の 囲 国 團(非

人 称 用 法)、 〈principi>… 〈princeps>[元 首]の 團 團 、 〈vigorem>… 〈vigor>

[カ]の 團 圃 。

〈3083わfs>Quodpriusestlibertatis,posteafitnecessitatis.

[Quodestllbertatisprius,fitnecessitatispostea.]「 以 前 は 自 由 に

属 す る[こ と は]、 後 に は 必 要 に 属 す る も の と 成 る 。」 ※ 「属 格 の 訳 し か た 」

→ 〈55>・ 「索 引 」

〈3084>Quodpriusest,verillsest;et⊂1uodpriusesttempor

epotiusestjure.[Quodestprius,estverius;etquodestprius

tempore,estpotiusjUre.](Co.Litt.347)「(い っ そ う)前 に 在 る[こ

と は]、 い っ そ う 真 実 に 適 っ て い る 。 そ し て 、 時 に 於 い て(い っ そ う)前 に

あ る[こ と は]、 権 利 に 於 い て い っ そ う 強 い 。」 〈verius>… 〈verus>[真 実

の]の 囲 〈verior>の 團 囲 国 、 〈potius>… 〈potis>[能 力 の あ る]の 國 〈poti

or>の 團 圃 国 。 ※ 〈potius>に は 、 副 詞(「 む し ろ 」)も あ る 。

〈3085>Quodprominorelicitumest,etpromajorelicitume

st.[Quodestlicitumpr6min6re,estlicitumetpr6maj6re.](8

Co.Rep.43)「(い っ そ う)小 さ な[も の]に つ い て 適 法 で あ る[も の は]、

(い っ そ う)大 き な[も の]に つ い て も 適 法 で あ る 。」 〈licitum>… 〈licitu

s>[適 法 な]の 團 圃 国 。 ※ 「大(多)と 小(少)」 → 「索 引 」

〈3086>Quodproduco,nonreprobo。[N6nreprob6,quodpr6dU

c6.]「 私 が[証 拠 と し て]持 ち だ す[も の を]、 私 は 拒 絶 し な い 。」 〈repro

bo>… 「(私 は)拒 む 」、 〈produco>… 「(私 は)も ち だ す 」。

<3087>quodpropriumestalicujus,ampliusejusfierinequi

t.[Quodestpropriumalicujus,nequitfieriejusamplius.](Pα ㍑Z.

D.44,2,14,2:D.50,17,159;Tray.Lat.Max.5,119)「 あ る 人 が 自 身 の も の

と し て 保 有 し て い る[も の は]、 更 に そ の 人 の も の と 成 る こ と は 出 来 な い 。」

〈nequit>… 〈nequeo>[で き な い]の 囲 国 團 。 〈2076>・ 〈2082>・ 〈3099>

。 〈3176>・ 〈3485>

〈3088>Quodpuredebetur,praesentidiedebetur.[Quoddebe

turpUre,debeturdiepraesenti.](Tray.Lat.Max.519)「 無 条 件 で 負

わ れ る[も の は]、 即 日 に 負 わ れ る 。」 〈die>… 〈dies>[日]の 團 圏 、 〈prae

senti>… 〈praesens>[目 下 の]の 團 囲 團 。

<3089>quodquisexculpasuadamnumsentit,nonintellegi

turdamnumsentire.[N6nintellegitursentiredamnum,quodqui
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ssentitdamnumexculpasua.](Pomp.D.50,17,203)「 あ る 人 が 自 身

の 過 失 に 基 づ い て 損 害 を 蒙 る 限 り は 、 そ の 者 は 損 害 を 蒙 る も の と は 理 解 さ

れ な い 。」 〈Sentire>… 〈SentiO>[こ う む る]の 囲 團 、 〈Sentit>… さ き の 〈S

entio>の 囲 国 團 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈quis>は 、 〈intel

legitur>と 〈sentire>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 文 頭 の 〈quod>は 、 こ

こ で は 、 関 係 代 名 詞 で は な く て 、 接 続 詞 で あ る 。 「代 用 型 と し て の 〈quis>」

→ 「索 引 」

<3090>quodquismandatofacitjudicis,dolofacerenonvid

etur(,cumhabeatparerenecesse).[N6nvideturfaceredol6,q

uodquisfacitmandat6jUdicis(,cumhabeatnecesseparere).](P

α㍑Z.D.50,17,167,1;Lib.Sex.5,13,24)「(あ る 人 が[裁 判 官 に]従 う こ と

が 必 要 な と き に は 、)そ の 人 は 、 自 身 が 裁 判 官 の 委 任 に 依 っ て 行 な う[こ と

を]悪 意 で な す も の と は 見 ら れ な い 。」 〈mandato>… 〈mandatum>[委 任]

の 團 圏 、 〈necesse>… 「必 要 で あ る 」(不 変 化 詞)、 〈parere>… 〈pareo>[し

た が う]の 囲 困 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈quis>は 、 〈videt

ur>と 〈facere>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈98>。 〈habeonecesse>は 不 定 法

を ひ く 熟 語 で あ る 。 「代 用 型 と し て の<quis>」 → 「索 引 」。<738>

〈3091>Quodquissciensindebitumdeditllacmente,utpost

earepeteret,repeterenonpotest。[N6npotestrepetere,quodq

uissciensdeditindebitummentehac,utrepeteretpostea.](PoπL

ρ.D.12,6,50)「 非 債 で あ る こ と を 知 り な が ら 、 後 に[そ れ を]返 還 請 求 す

る 意 思 で 、 あ る 人 が 与 え た[も の を]、 そ の 人 は 返 還 請 求 す る こ と は 出 来 な

い 。」 〈repetere>… 〈repeto>[返 還 請 求 す る]の 囲 国 、 〈sciens>"'〈scio>

[知 る]の 見 出 し 語 囲 囹 、 〈indebitum>… 〈indebitus>[負 わ れ て い な い]

の 團 囲 囲(囮)、 〈m・nt・ 〉… 〈m・n・ 〉[心]の 團 團 、〈rep・teret>… 〈rep・

to>の 圏 未 完 了 過 去 国 團 。 ※ 「分 詞 の 訳 し か た 」 → 〈55>・ 「索 引 」、 「代 用 型

と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」。

〈3092>Quodquissivelithaberenonpotest,idrepudiaren

onpotest。[N6npotestrepudiareid,quodquisn6npotesthaber

e,slvelit,](Pα ㍑Z,D.5047,1744)「 あ る 人 は 、 も し 自 身 が 望 む 場 合 に

持 つ こ と が 出 来 な い も の を 、 拒 絶 す る こ と は 出 来 な い 。」 〈repudiare>… 〈r

epudio>[拒 絶 す る]の 囲 困 。 ※ 〈quod>の 先 行 詞 と な る 指 示 代 名 詞 の 〈id>

は 、 後 に き て い る 。 な お 、 ラ テ ン 語 で は 先 行 詞 が 省 略 さ れ る こ と が 多 い の

で 、 注 意 し な け れ ば な ら な い 。 〈volo>は 補 足 不 定 法 〈habere>を ひ く 。 「代

用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」。 〈1425>

<3093>quodquisquejurisinalterumstatuerit,ipseeodem

jureutatur.[IpseUtaturjUree6dem,quodquisquestatueritjUri
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sinalterum.](D.2,2,R㍑ わ.)「 あ る 人 が 他 の 人 に 対 し て 法 と し て 定 め た

の と 同 じ 法 を 、 そ の あ る 人 自 身 が 用 い る よ う 。」 〈statuerit>… 〈statuo>[定

め る]の 國 囲 国 團 。 ※<idem～,quod>は 〈idem～,qui>系 の 相 関 語 で

あ る 。 〈juris>は 属 格 で あ る が 、 「法 の あ る も の を 」 と い う よ う に 言 葉 を お

ぎ な っ て 理 解 す る と 、 そ の ニ ュ ア ン ス を く み と れ る 。 「属 格 の 訳 し か た 」 →

〈68>・ 「索 引 」。 「 自 身 と 他 人 」 → 「索 引 」。

〈3094>Quod唖11is⊂1ueobtutelamcorporissuifecerit,jurefe

cisseexistimetur.[Quodquisquefeceritobtutelamcorporissul,

exitimeturfecissejUre.](FZor.D.1,1,3;Co.Inst.590)「 あ る 人 が 自

身 の 身 体 の 防 衛 の た め に な し た[こ と が]、 彼 が 法 に 従 っ て な し た も の と 考

え ら れ る よ う 。」 〈existimetur>… 〈existimo>[考 え る]の 圏 図 囲 国 團 、 〈t

utelam>…<tutela>[防 衛]の 團[瑚 、<corporis>… 〈corpus>[身 体]の 團

[國 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 主 語 の 〈quisque>は 、 〈existimetur>

と 〈fecisse>の 双 方 に か か る 。 国 国 → 〈98>。 〈227>・ 〈3812>・ 〈3813>

〈3095>Quodquis吼uisnovitinhocseexerceat.[Exerceatse

inh6c,quodquisquen6vit,](11Co.10)「 各 人 は 、 自 身 が 知 っ て い る

こ の こ と に 於 い て 行 動 す る べ き で あ る 。」<exerceat>… 〈exerceo>[実 行 す

る]の 圏 囲 国 團 、 〈novit>… 〈nOSCO>の 囲 国 團 。 ※ 「現 在 形 の 意 味 を も つ

完 了 」 → 「索 引 」

〈3096>Quodrarofit,nonobservantlegislatores.[Legislat6re

sn6nobservant,quodfitrar6.](1Voび.94,2;Pomp.CεZ.Pα ㍑Z.D.1,3,3

:4:5:6)「 立 法 者 は 、 稀 に し か 生 じ な い[こ と を]考 慮 し な い 。」 〈legislat

ores>… 〈legislator>[立 法 者]の 國 国 、 〈observant>… 〈observo>[尊 重

す る]の 囲 国 圏 。 〈569>

〈3097>Quodremediodestituitur,ipsarevalet,sic111paabs

it.[Quoddestituiturremedi6,valetreipsa,slculpaabsit.](Ba

c.Max.Reg.9;Broom,Max.302,Note;3Bl.Com.20)「 救 済 策 の 欠 け て い

る[も の は]、 過 失 が 介 在 し て い な い 場 合 に は 、 そ の こ と 自 体 に 依 っ て 有 効

で あ る 。」 〈destituitur>… 〈destituo>[見 す て る]の 図 囲 国 團 、 〈remedi

o>… 〈remedium>[救 済]の 團 團 、 〈absit>… 〈absum>[欠 け て い る]の[図

囲 国 團 。

〈3097わfs>Quodreusjuravitetiamfidejussoriproficit.[Quod

reusjUravit,pr6ficitfidejuss6rietiam.]「 被 告 が 宣 誓 し た[こ と は]、

信 命 人 に さ え も 役 だ つ 。」 〈juravit>… 〈juro>[宣 誓 す る]の 園 国 團 、 〈pro

ficit>… 〈proficio>[役 だ つ]の 囲 国 團 、 〈fidejussori>… 〈fidejussor>[信

命 人]の 團 團 。

〈3098>Quodsemelautbisexistit,praetereuntlegislatores.
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[Legislat6respraetereunt,quodexistitsemelautbis.](Pα ㍑1.D.1,

3,6;Broom,Max.360;10Co,Max.211)「 立 法 者 は 、 一 回 あ る い は 二 回

[し か]生 じ な い[こ と を]、 無 視 す る 。」 〈legislatores>…<legislator>[立

法 者]の 國 国 、 〈praetereunt>… 〈praetereo>[無 視 す る]の 囲 国 圏 、 〈e

xistit>… 〈existo>[生 ず る]の 囲 国 團 。

〈3099>Quodsemelmeumest,ampliusmellmessenonpotes

t.[Quodestmeumsemel,n6npotestessemeumamplius.](PαuZ.

D.44,2,14,2;Co.Litt.49b;Shep.Touch.212;Broom,Max.465)「 い っ

た ん 私 の も の と な っ て い る[も の は]、 さ ら に 私 の も の と 成 る こ と は 出 来 な

し、。」 〈2076>・ 〈2082>・ 〈3087>・ 〈3176>・ 〈3485>

〈3100>QuodsemelPlacuitinelectionibus,ampliusdisplicer

enonpotest.[Quodplacuitinelecti6nibussemel,n6npotestdi

splicereamplius.](C.J.4,10,5;Lib.Sex.5,13,21;Co.Litt.146;Broo

m,Max.295)「 選 択 に お い て い っ た ん 是 認 さ れ た[こ と は]、 事 後 に 気 に い

ら な い も の と さ れ る こ と は 出 来 な い 。」 〈electionibus>… 〈electio>[選 択]

の 圏 圏 、 〈displicere>… 〈displiceo>[気 に い ら な い]の 囲 困 。 〈3193>

<3101>quodsemelsumpsit,fiscusnumquamreddit.[Fiscus

reddit,quodsUmpsitsemel,numquam.]「 国 庫 は 、 い っ た ん 受 け と っ

た[も の を]、 決 し て 返 還 し な い 。」 〈fiscus>… 「国 庫 」、 〈reddit>… 〈redd

o>[も ど す]の 囲 国 團 、 〈sumpsit>… 〈sumo>[と る]の 囲 国 團 。

<3102>Quodsinediedebetur,statimdebetur.[Quoddebetur

sinedie,debeturstatim.]「 期 日 な し に 負 わ れ る[も の は]、 即 時 に 負 わ

れ る 。」 〈die>… 〈dies>[日]の 團 圏 。

〈3103>Quodsoloinaedificatur,solocedit.[Quodinaedificat

ursol6,ceditsol6.](∫.J.2,1,29二 ∫.J.2,1,33;2Co,Inst.1,29;2Bo

uv.Inst.1571;Mass.499)「 土 地 に 建 て ら れ る[も の は]、 土 地 に 従 う 。」

〈inaedificatur>… 〈inaedifico>[建 て る]の 図 囲 国 團 、 〈cedit>… 〈cedo>

[ゆ ず る]の 囲 国 團 。

〈3104>Quodsubcertaformaconcessumvelreservatumest,

nontrahitllradvaloremvelcompensationem.[Quodestconce

ssumvelreservatumsubf6rmacerta,n6ntrahituradval6remv

elcompensati6nem.](Bac.Max.Reg.4)「 一 定 の 方 式 の 下 で 譲 与 さ れ た

か あ る い は 留 保 さ れ た か し た[も の は]、 価 値 あ る い は 代 償 へ と 取 り い れ ら

れ な い 。」 〈concessum>… 〈concedo>[譲 与 す る]の 匠1囹 〈concessus>の 團

囲 国 、 〈reservatum>… 〈reservo>[保 持 す る]の 園 囹 〈reservatus>の 團 囲

国 、 〈trahitur>… 〈traho>[ひ く]の 図 囲 国 團 、<valorem>…<valor>[価

値]の 團 因]、 〈compensationem>… 〈compensatio>[代 償]の 團 因]。
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〈3105>Quodsubintellegitur,nondeest.[Quodsubintellegitur,

n6ndeest,](Raym.832;4Co,Rep,22a)「 了 解 さ れ て い る[こ と は]、

欠 け て は い な い 。」 〈subintellegitur>… 〈subintellego>[補 っ て 了 解 す る]

の 図 囲 匡1團 、 〈deest>… 〈desum>[欠 け て い る]の 囲 国 團 。

〈3106>Quodtaciteintelligitur,deessenonvidetur.[Quodin

telligiturtacite,n6nvideturdeesse.](4Co.Rep.22a)「 暗 黙 の 内 に

了 解 さ れ て い る[こ と は]、 欠 け て い る も の と は 見 ら れ な い 。」 〈deesse>…

〈desum>[存 在 し な い]の 囲 匠]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い

る 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈intellegitur>と 〈deesse>の 双 方 に か か る 。

国 困 → 〈98>

〈3107>Quodtibifierinonvis,alterinefeceris.[Nefeceris

alterl,quodn6nvlsfierltibi.](ScriptoresHistoriaeAugustae,Vit

aAlexandriSeveri,51,8)「 君 は 、[他 の 人 か ら]君 自 身 に な さ れ る こ と

を 自 身 が 望 ま な い[こ と を]、 他[の 人]に 行 う な 。」 ※ 「〈ne>プ ラ ス 接 続

法 完 了 」 は 「～ す る な 」 と い う 強 い 調 子 の 禁 止 命 令 の 表 現 で あ る 。 「 自 身 と

他 人 」 → 「索 引 」。 〈3093>

<3108>quodtibinonnocetetalteriprodest,facileconcede

ndumest.[Quodn6nnocettibietpr6destalteri,estconcedend

umfacile.]「 君 に 不 利 益 を 生 じ さ せ ず 、 し か も 、 他 の[人]に 役 だ つ[も

の は]、 容 易 に 付 与 さ れ る こ と が 出 来 る 。」 〈nocet>… 〈neceo>[害 す る]の

囲 国 團 、 〈prodest>… 〈prosum>[役 だ つ]の 囲 国 團 、<concedendum>

… 〈concedo>[譲 与 す る]の 國 囮 〈concedendus>[譲 与 さ れ る[こ と が で

き る]]の 團 圃 国 。 ※ 國 囮 → 〈1>。 國 囮 の 訳 と し て は 、 「さ れ る べ き で あ る 」

が 基 本 型 で あ る が 、 こ の よ う な 、 「さ れ る こ と が で き る 」 と い う タ イ プ の う

け と め か た も あ る 。

<3109>Quodtu叩iexcausapromissumest,nonvalet。[Quod

estpr6missumexcausaturpi,n6nvalet.](Chitty,OnContr.4)「 恥

ず べ き 原 因 に 基 づ い て 約 束 さ れ た[こ と は]、 有 効 で は な い 。」 〈promissu

m>… 〈promitto>[約 束 す る]の 囲 囹 〈promissus>の 團 田 国(受 動 相 完 了

の 構 成 要 素)、 〈turpi>… 〈turpis>[恥 ず べ き]の 團[図 圏 。

<3110>Quoduniversitatide1⊃etur,singulisnondebetur.[Quo

ddebeturUniversitati,n6ndebetursingulis.](σZp.D.3,4,7,1;Co.

Litt.31)「 団 体 に 負 わ れ る[も の は]、 個 々 の[人 々]に は 負 わ れ な い 。」 〈u

niVerSitati>… 〈UniVerSitaS>[団 体]の 團 團 、 〈SingUliS>… 〈SingUli>[個

々 の]の 困到囲 團(囲)。 ※ 「団 体 と 個 人 」 → 「索 引 」、 「タ テ マ エ(団 体)

と ホ ン ネ(個 人)」 → 「索 引 」。<3111>・ 〈3685>

〈3111>Quoduniversitatisest,nonestsingulorum.[Quodest
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Universitatis,n6nestsingul6rum.](1.J.2,1,6;Mαrcf.D.1,8,64)「 団

体 に 属 す る[も の は]、 個 々 の[人 々]に は 属 し な い 。」 〈universitatis>…

〈universitas>[団 体]の 團[國 、<singulorum>… 〈singuli>[個 々 の]の[國

囲[國(囮)。 ※ 二 つ の 「属 格 の 訳 し か た 」 → 〈68>・ 「索 引 」、 「団 体 と 個 人 」

→ 「索 引 」、 「タ テ マ エ(団 体)と ホ ン ネ(個 人)」 → 「索 引 」。 〈3110>・ 〈3

685>

〈3112>Quodvanumetinlltileest,1exllonre噌uirit.[Lexn6n

requlrit,quodestetvanumetinUtile.](Co.Litt.319)「 法 律(法)

は 、 無 内 容 な[も の]お よ び 有 用 で な い[も の を]求 め な い 。」 〈requirit>

… 〈reqUirO>[求 め る]の 囲 国 團 、 〈VanUm>… 〈VanUS>[無 内 容 な]の 團 囲

国 、 〈inutile>… 〈inutilis>[有 用 で な い]の 團 田 国 。 〈1683>

<3113>Quodvidimus,testamur.[Testamur,quodvldimus.](V

ulg.Joach.3,11)「 私 た ち は 自 身 が 見 た[こ と を]証 言 す る 。」 〈testamur>

… 圖 〈testor>[証 言 す る]の 囲E]圏(図) 、 〈vidimus>… 〈video>[見 る]

の 囲E國 。

〈3114>Quodvoluitnondixit.[N6ndlxit,quodvoluit.]「 彼 は 、

自 身 が 望 ん だ[こ と を]言 わ な か っ た 。」

〈3115>Quodcunquealiquisobtutelamcorporissuifecerit,j

ureidfecissevidetur.[Videturfecisseid,quodcunquealiquisf

eceritobtUtelamcorporissul,jUre.](2Co.Inst.590)「 あ る 人 が 自

身 の 身 体 の 防 衛 の た め に 行 な っ た こ と は 、 す べ て 、 彼 が 法 に 従 っ て な し た

も の と 考 え ら れ る 。」 〈tutelam>… 〈tutela>[防 衛]の 團 因]、 〈corporis>…

〈corpus>[身 体]の 團 圏 。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 隠 れ て い る 関 係

代 名 詞 の 先 行 詞 主 語 は 、 〈videtur>と 〈fecisse>の 双 方 に か か る 。 国 困 → 〈9

8>。 〈quicunque>は 不 定 関 係 代 名 詞 な の で 、 先 行 詞 〈id>は か な ら ず し も 表

に で て こ な い が 、 こ こ で は 、 〈id>を 先 行 詞 と し て と っ て い る 。 つ い で な が

ら 、 〈Faciemus,quodcunquevolet.〉[彼 が 将 来 望 む こ と な ら 、 す べ て 、

私 た ち は や る で あ ろ う 。]を 、 〈quodcunque>の 用 例 の 一 つ と し て あ げ て み

よ う 。 〈faciemus>は 〈facio>[な す]の 未 来 一 人 称 複 数 で 、 〈volet>は 〈vol

o>[望 む]の 未 来 一 人 称 単 数 で あ る 。 こ こ で は 、 関 係 代 名 詞 の 先 行 詞 に あ

た る 〈id>は な い 。か な り 難 解 な 不 定 関 係 代 名 詞 に つ い て は 、『新 ラ テ ン 文 法 』

§794・795の 解 説 を 参 照 し て 頂 き た い 。

〈3115わls>Quodlibetpraediumpraesumituresseaservitutel

iberumus唖11edumprobeturcolltrarium.[Praediumquodlibetpr

aesUmituressellberumaservitUte,usquedumcontrariumprobe

tur.]「 土 地 は 、 す べ て 、 反 対 の こ と が 証 明 さ れ る ま で は 、 役 権 か ら 自 由 で

あ る 、 と 推 定 さ れ る 。」 〈praedium>… 「土 地 」、 〈liberum>… 〈liber>[自 由
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な]の 團 囲 国 、 〈SerVitUte>… 〈SerVitUS>[役 権]の 團 團 、 〈COntrariUm>

… 〈contrarius>[反 対 の]の 團 囲 国(囮) 。

<3116>Quodquedissolvitureodemmodo,quoligatur.[Quodq

uedissolviturmod6e6dem,qu61igatur.](5Rolle,39;Broom,Max.

881;2Man&G.729)「 す べ て の こ と は 、 そ れ が 結 ば れ る 際 に 用 い ら れ る

方 法 と 同 じ 方 法 に よ っ て 、 解 か れ る 。」 〈dissolvitur>… 〈dissolvo>[解 く]

の 図 囲 国 團 、 〈modo>… 〈modus>[方 法]の 團 團 、 〈ligatur>… 〈ligo>[結

ぶ]の 図 囲 国 團 。 ※ 〈eodemmodo～,quo>は 一 種 の 相 関 語 で あ る 。 「結

合 と 解 消 」 → 「索 引 」

〈3117>Quomodoquidcolligatur,eodemmododissolvitur.[Di

ssolviturmod6e6dem,qu6modoquidcolligatur,](σZμD.50,ヱ7,35

;Cic.De.Fin.1,5,15;Ter.Ph.2;Jenk.Cent.74)「 あ る こ と は 、 そ れ が 結

ば れ る 際 に 用 い ら れ る の と 同 じ 方 法 に 依 っ て 、 解 か れ る 。」 〈dissolvitur>

… 〈dissolvo>[解 く]の 図 囲 国 團 、 〈modo>… 〈modus>[方 法]の 團 圏 、

〈colligatur>… 〈colligo>[結 ぶ]の 図 囲 国 團 。 ※ 〈eodemmodo～,quo

modo>は 一 種 の 相 関 語 で あ る 。 〈colligatur>の と こ ろ に 〈constituitur>[設

定 す る]が 入 っ て く る 命 題 も あ る(Doct.&Stud.Dia2;Jenk.Cent.74)。

〈constituitur>は 、 〈constituo>の 受 動 相 現 在 三 人 称 単 数 で あ る 。 「結 合 と

解 消 」 → 「索 引 」。 〈752>・ 〈2459>・ 〈2758>・ 〈3000>

〈3117わfs>Quotcausae,totobligationes.[Obligati6nestot,qu

otcausae.]「 債 務 関 係 の 数 が[在 る]だ け の 原 因 が[在 る]。 」 ※ 〈tot

～ ,quot>は 相 関 語 で あ る 。 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

〈3118>Quotdelicta,totpoenae.[Poenaetot,quotdelicta.](P

α㍑Z.D.48,2,14)「 犯 罪 の 数 が[在 る]だ け 、 刑 罰 の 数 が[在 る]。 」 ※ 〈tot

～
,quot>は 相 関 語 で あ る 。 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。 「犯 罪 と 刑 罰 」 → 「索

引 」、 「タ テ マ エ(犯 罪)と ホ ン ネ(刑 罰)」 → 「索 引 」。

〈3119>Quotgenerationes,totgradus.[Gradustot,quotgene

rati6nes.]「 世 代 の 数 が[在 る]だ け 、 親 等 の 数 が[在 る]。 」 〈gratus>…

「親 等 」、 〈generationes>… 〈generario>[世 代]の 國 国 。 ※ 〈tot～,qu

ot>は 相 関 語 で あ る 。 動 詞 が 省 略 さ れ て い る 。

<3120>Quothomines,totrationesdecidendi.[Rati6nesdecld

enditot,quothomines.]「 人 の 数 が[在 る]だ け 、 判 決 の 理 由 の 数 が[在

る]。 」〈decidendi>… 〈decido>[決 定 す る]の 國 囮 〈decidendum>の 國(團)。

※ 國 囮 → 〈153>・ 〈1540>。 〈tot～,quot>は 相 関 語 で あ る 。 動 詞 が 省 略 さ

れ て い る 。

<3121>Quothomines,totsententiae。[Sententiaetot,quotho

mines.](Terent.Phormio,45,1)「 人 の 数 が[在 る]だ け 、 意 見 の 数 が[在
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る]。 」 〈sententiae>… 〈sententia>[意 見]の 圏 国 。 ※ 〈homines>の と こ

ろ に 〈capita>[頭]が 、 同 時 に 〈sententiae>の と こ ろ に 〈sensus>[意 見]

が 入 っ て く る 命 題 も あ る 。<tot～,quot>は 相 関 語 で あ る 。 動 詞 が 省 略 さ

れ て い る 。

〈3122>Quotidiedamnatur,吼uisempertimet.[Quitimetsemp

er,damnaturquotidie.](Syr.840)「 常 に 恐 れ て い る[人 は]、 毎 日 有 罪

の 宣 告 を 受 け て い る 。」 〈timet>… 〈timeo>[恐 れ る]の 囲 国 團 、 〈damnat

ur>… 〈damno>[有 罪 の 宣 告 を す る]の 図 囲 国 團 。

〈3123>Quotiensaequitatemdesideriinaturalisratioautdub

itatiojurismoratur,justisdecretisrestemperandaest.[Rese

sttemperandadecretlsjUstls,quotiensrati6natUrallsautdubit

ati6jUrismoraturaequitatemdesideril.](Pα αZ.D.50,17,85,2)「 自

然 の 理 あ る い は 法 の 疑 問 が 欲 求 の 衡 平 さ に 妨 げ と な る た び ご と に 、 事 態 は

正 し い 裁 決 に 依 っ て 和 ら げ ら れ る べ き で あ る 。」 〈temperanda>… 〈temper

o>[や わ ら げ る]の 國 囮 〈temperandus>[や わ ら げ ら れ る べ き[で あ る]]

の 團 國 国 、 〈decretis>… 〈decretum>[裁 決]の 圏 圏 、 〈dubitatio>… 「疑

問 」、 〈moratur>… 圖<moror>[妨 げ る]の 囲 国 團(図)、 〈desiderii>… 〈d

esiderium>[欲 求]の 團[國 。 ※ 國 囮 → 〈1>

〈3124>Quotiensconcurruntpluresactionesejusdemreinom

ine,unaquisexperiridebet.[Quisdebetexperlrluna,quotiens

acti6nesplUresconcurruntrelejusdemn6mine.](σZρ.D.50,17,43,

1)「 同 一 の 事 柄 の た め に 複 数 の 訴 権 が 競 合 す る た び ご と に 、 人 は た だ 一 つ

の[も の]に 依 っ て 訴 え る べ き で あ る 。」 〈experiri>… 圖 〈experior>[訴 え

る]の 囲 困(図)、 〈COnCUrrUnt>… 〈COnCUrrO>[競 合 す る]の 囲 国 國 。

※ 〈nomine>(〈nomen>の 團 圓)は 、 副 詞 扱 い に な っ て い る が 、 後 置 詞 の

よ う な 働 き を し て い る 。 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」

〈3125>Quotiensdubiainterpretatiolibertatisest,secundum

libertatemrespondendumerit.[Eritrespondendumsecunduml

ibertatem,quotiensinterpretati61ibertatisestdubia.](Poπ ψ.D.5

047,20)「 自 由 身 分[保 有]の 解 釈 に 疑 問 が 生 ず る た び ご と に 、 自 由 身 分

[保 有]に 有 利 と な る よ う に 対 応 が な さ れ る べ き で あ ろ う 。」 〈responden

dum>… 〈respondeo>[答 え る]の 國 囮[答 え ら れ る べ き[で あ る]]の 團

囲 国 。 ※ 〈Indubio・dubiis>論 → 「索 引 」

〈3126>Quotiensidemsermoduassententiasexprimit,eapo

tissimumexcipiatur,quaereigerelldaeaptiorest.[Ea,quaee

staptiorrelgerendae,excipiaturpotissimum,quotiensserm6id

emexprimitsententiasduas.](J㍑Z.D.50,17,67)「 同 一 の 文 言 が 二 つ

B-701



の 意 味 を 表 現 す る た び ご と に 、 事 務 処 理 に い っ そ う 適 し て い る も の が 、 特

に 受 け い れ ら れ る べ き で あ る 。」 〈aptior>… 〈aptus>[適 し た]の 囲 〈aptio

r>の 團 國 国 、<gerendae>…<gero>[実 行 す る]の 國 囮 〈gerendus>[実 行

さ れ る べ き[で あ る]]の 團 國 團 、 〈excipiatur>… 〈excipio>[と り だ す]

の 圏 図 囲 国 團 、 〈sermo>… 「文 言 」、 〈exprimit>… 〈exprimo>[表 現 す る]

の 國 国 團 、 〈duas>… 〈duo>[二 つ の]の 國 國 圃 。 ※ 〈reigerendae>の 形

は 単 数 属 格 の ペ ア で も あ る が 、 こ こ は 、 与 格 を ひ く 形 容 詞 〈aptus>と の 関

連 で 、 そ の 与 格 の ペ ア と 扱 っ て い る 。 〈gerendae>は 、 「な さ れ る べ き ～ に 」

を 意 味 す る 動 形 容 詞 で あ る が 、 こ こ は 、 「[事 務 を]な す こ と に 」 と い う よ

う に 、 動 名 詞 的 に 訳 出 し な け れ ば な ら な い 。 結 局 の と こ ろ 、 「事 務 処 理 に 」

と い う 、 す っ き り と し た 訳 に お ち つ く 。 國 匪ヨ→ 〈1>、 「動 形 容 詞 と 動 名 詞 の

密 接 な 関 係 」 → 〈153>・ 〈1540>。

〈3127>Quotiensinfraudemlegisfitalienatio,nonvaletqu

odactumest.[Quodestactum,n6nvalet,quotiensalienati6fit

infraudemlegis.]「 譲 渡 が 法 律(法)を 欺 く た め に な さ れ る た び ご と に 、

な さ れ た[こ と は]有 効 で は な い 。」 〈alienatio>… 「譲 渡 」、 〈fraudem>…

〈fraus>[詐 害]の 團 因]。

〈3128>Quotiensinstipulationibusambiguaoratioest,com

modissimumestidaccipi,quoresde吼ua,吼uaagitur,intuto

sit.[Estcommodissimum,id,qu6res,dequaagitur,sitintUt

6,accipl,quotiens6rati6instipulati6nibusestambigua.](σZp.D.

45,1,80;Pαp.D.50,16,219)「 問 答 契 約 に 於 い て 表 現 が あ い ま い に な っ て

い る た び ご と に 、 問 題 と な っ て い る 事 柄 が 安 全 な[状 態]に あ る よ う な こ

と(状 況)が 受 け い れ ら れ る こ と が 、 最 も 適 切 で あ る 。」 〈commodissimu

m>… 〈commodus>[適 切 な]の 國 〈commodissimus>の 團 田 国 、 〈accipi>

… 〈accipio>[う け と る]の 図 囲 国 、 〈tuto>… 〈tutus>[安 全 な]の 團 圃 團

(囮)、 〈・・ati・ 〉… 「表 現 」、 〈・tipul・ti・nibu・ 〉… 〈・tipul・ti・ 〉[契 約]

の 圏 圏 、 〈ambigua>… 〈ambiguus>[あ い ま い な]の 團 國 国 。 ※ 〈estco

mmodissimum>に ひ か れ た 対 格 不 定 法 の 構 文 が 見 え る 。 対 格 形 の 〈id>は 、

〈accipi>の 意 味 上 の 主 語 と な る 。 因]困 → 〈35>。 〈quo>は 関 係 代 名 詞 で 、 そ

の 関 係 節 の な か に 〈(de)qua>と い う 関 係 代 名 詞 が く み こ ま れ て い て 、 二 重

構 造 に な っ て い る 。

〈3129>Quotiensinverbisnullaestambiguitas,ibinullaex

positiocontraverbaexpressafiendaest.[Expositi6expressaco

ntraverbanUllaestflendaibl,quotiensambiguitasnUllaestin

verbls.](Co.Litt.147;Broom,Max.691;ChittyOnContracts,116)

「文 言 の 中 に な ん ら の あ い ま い さ も な い た び ご と に 、 そ こ で は 、 文 言 に 反
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し て 明 示 さ れ た い か な る 解 釈 も な さ れ る べ き で は な い 。」〈expositio>… 「解

釈 」、 〈expressa>… 〈exprimo>[明 示 す る]の 園 囹 〈expressus>の 團 國 国 、

〈fienda>… 〈fio>[な さ れ る]の 國 囮<fiendus>[な さ れ る べ き[で あ る]]

の 團 國 国 。 〈fiendus>は 〈faciendus>と 同 じ よ う な 意 味 と 理 解 し て お い た 。

〈ambiguitas>… 「あ い ま い さ 」。 ※ 國 囮 → 〈1>。 〈ibi～,quotiens>は 一 種

の 相 関 語 で あ る 。

〈3129わfs>Quotiensindistincte噌uidsolvitur,ingravioremc

ausamvidetursolutum.[VidetursolUtumincausamgravi6rem,

quotiensquidsolviturindistincte.](σZp.D.46,3,5pr.)「 あ る も の が

不 明 瞭 な か た ち で 弁 済 さ れ る た び ご と に 、 そ れ は い っ そ う 重 大 な[債 務]

原 因 に 対 し て 弁 済 さ れ た[も の と]見 ら れ る 。」 〈solutum>… 〈solvo>[弁

済 す る]の 囲 囹<solutus>の 團 圃 国(受 動 相 完 了 の 構 成 要 素)、 〈graviore

m>… 〈gravis>[重 い]の 園 〈gravior>の 團 國 因]。 ※ 主 格 不 定 法 の 構 文 が 見

え る 。 主 語 の 〈quid>(〈aliquid>の 代 用 形)は 、 〈videtur>と 隠 れ て い る 〈e

sse>の 双 方 に か か る 。 国 圏 → 〈98>、 「代 用 型 と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」。

〈3129オ εr>Qllotienscum唖uequisexllecessitate,nonexvolun

tateabfuit,dicioporteteisubveniendum.[Oportetdlclsubveni

endumei,quotienscumquequisabfuitexnecessitate,n6nexvol

untate.]「 あ る 人 が 、[自 身 の]意 思 に 基 づ い て で な く て 、 必 要 性 に 基 づ い

て 不 在 で あ っ た と き は 、 い つ で も 、 彼 に 助 け が 与 え ら れ る べ き で あ る と 言

わ れ る こ と が 、 必 要 で あ る 。」 〈subveniendum>… 〈subvenio>[助 け る]

の 國 囮 〈subveniendus>[助 け ら れ る べ き[で あ る]]の 團 圃 国 、 〈abfuit>

… 〈absum>[不 在 で あ る]の 囲 国 團 。 ※ 自 動 詞 の 動 形 容 詞 は 、 他 動 詞 の 場

合 の よ う に 訳 し て い る 。 「自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈574>・ 「索 引 」、 「代 用 型

と し て の 〈quis>」 → 「索 引 」。

<3130>quumprincipaliscausanonconsistit,neeaquidem

quaesequunturlocumtenent.[Nequidemea,quaesequuntur,t

enentlocum,quumcausaprincipalisn6nc6nsistit.](Pα ㍑Z.D.50,1

7,129,1;Broom,Max.496;1Poth.Obl.413)「 主 た る 状 況 が 存 立 し な い

と き に は 、[そ れ に]続 く も の さ え も 、 生 じ な い 。」 〈ne～quidem>… 「～

さ え も ～ な い 」、 〈principalis>…<principalis>[主 要 な]の 團 國 国 、 〈co

nSiStit>… 〈COnSiStO>[な り た つ]の 囲 国 團 。 ※ 〈qUUm>は 〈CUm>の こ と

で あ り 、 後 者 の 方 が 現 在 で は ふ つ う に 用 い ら れ る 。 「主 と 従 」 → 「索 引 」、

「タ テ マ エ(主)と ホ ン ネ(従)」 → 「索 引 」。

〈3131>Quumquodagononvaletutago,valeatqualltumval

erepotest.[Quantumpotestvalere,valeat,quum,quodag6,n6n

valet,utag6.](1Vent.216)「 私 が 行 な う[こ と が]私 が 意 図 す る よ
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う に は 効 力 を 持 た な い と き に は 、 そ れ が 効 力 を 持 つ こ と が 出 来 る 限 り で 、

効 力 を 持 つ よ う 。」

<3132>quumsuntpartiumjuraobscura,reopotiusfavendu

mestquamactori.[Estfavendumre6potius,quamact6ri,quu

mjUrapartiumsuntobscUra.]「(両)当 事 者 の 権 利 が 明 ら か で な い と

き に は 、 原 告 よ り も む し ろ 被 告 を 有 利 に 扱 う べ き で あ る 。」 〈favendum>…

〈faveo>[優 遇 す る]の 國 匪ヨ〈favendus>[優 遇 す る べ き[で あ る]]の 團 匝]

国 、 〈partium>… 〈pars>[側]の 國 圓 、 〈obscura>…<obscurus>[不 明 瞭

な]の[園 圃 国 。 ※ 「自 動 詞 の 動 形 容 詞 」 → 〈574>・ 「索 引 」、 國 囮 → 〈1>、 〈I

ndubio・dubiis>論 → 「索 引 」、 「原 告 と 被 告 」 → 「索 引 」。

〈3133>Qullmvitiaprosunt,peccat,⊂1uirectefacit.[Quifaci

trecte,peccat,quumvitiapr6sunt.](Syr.846)「 悪 行 が 役 だ つ と き

に は 、 正 し く 行 な う[人 も 」、 悪 事 を 行 な う 。」 〈peccat>… 〈pecco>[犯 す]

の 囲 国 團 、 〈vitia>… 〈vitium>[悪 徳]の 圏 国 、 〈prosunt>… 〈prosum>[役

だ つ]の 囲 国 圏 。 ※ 接 続 詞 の 〈quum>は 〈cum>と 同 じ で あ る 。
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